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まえがき

本書の目的

本書は，DEC XTPU (DEC eXtended Text Processing Utility)言語について説明
します。英語版のDECTPUとDEC XTPUの相違点についてのみ記述されていま
すので，本書に記述されていない機能の解説は，『DEC Text Processing Utility
Reference Manual』を参照してください。

本書は主に参照資料として使用するように構成されています。

対象読者

本書はDEC XTPUで拡張された機能に関する解説書であり，読者が一般的な
DECTPUの機能を理解していることを前提としています。一般的なDECTPUの
機能については『DEC Text Processing Utility Reference Manual』 を参照して
ください。DEC XTPUの一部の高度な機能，たとえばコール可能なインタフェ
ースや FILE_PARSE組込みプロシージャなどは， Compaq OpenVMS システム
の概念を十分理解した経験の豊富なシステム・プログラマを対象としています。
Compaq OpenVMSオペレーティング・システムに関するマニュアルについては，
この後の "関連資料 "の節を参照してください。
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本書の構成

本書は， 6つの章と 2つの付録から構成されています。

第 1章 DEC XTPUの概要を示します。

第 2章 DEC XTPUのデータ・タイプのうち，文字セットに関連するものについて詳
しく説明します。

第 3章 DEC XTPUの字句要素について説明します。この中には文字セット，識別
子，変数，定数，および DEC XTPU言語ステートメントなどの予約語が含ま
れています。

第 4章 DEC XTPU組込みプロシージャのうち，機能拡張のために追加，または変更
された組込みプロシージャについて説明します。

第 5章 DEC XTPUを呼び出す方法を示します。

第 6章 DEC XTPUのコール可能なインタフェースについて説明します。

付録 A DEC XTPUでサポートされる端末装置について説明します。

付録 B DEC XTPUで英語版に追加されたメッセージとその省略形，および重大度レ
ベルのリストを示します。

関連資料

• 『Guide to the DEC Text Processing Utility』

英語版DECTPUの概説書です。

• 『DEC Text Processing Utility Reference Manual』

本書に記述されていない，英語版のDECTPUと同一の機能について記述して
います。

• 『OpenVMS Utility Routines Manual』

DECTPUのコール可能なインタフェースについて記述しています。

• 『OpenVMS System Messages and Recovery Procedures Reference
Manual』

DECTPUのメッセージ一覧とその説明，およびユーザの処置が記述されていま
す。

• 『Compaq OpenVMS DCLディクショナリ』

• 『OpenVMS System Services Reference Manual』
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• 『OpenVMS Programming Interfaces: Calling a System Routine』

• 『OpenVMS Calling Standard』

• 『OpenVMS RTL Library (LIB$) Manual』

• 『OpenVMS Record Management Services Reference Manual』

• 『日本語 EVE ユーザーズ・ガイド』
『日本語 EVE リファレンス・マニュアル』

簡単に学習でき，かつ効率よく使用できるように設計されたエディタである日
本語 EVE について記述しています。

• 『日本語ライブラリ 利用者の手引き』

• 『日本語ユーティリティ 利用者の手引き』

• 『フォント管理ユーティリティ 利用者の手引き』

• 『漢字コード表』

表記法

DEC XTPUプログラムでは，字下げやスペーシングなどの特殊なフォーマッティ
ングは必要とされません。本書のプログラミングの例では，DEC XTPUプログラ
ムを作成するためのいろいろな方法を示すために，複数の異なるフォーマッティン
グ・スタイルが使用されています。プロシージャに含まれる長いステートメントは
複数行に分割することにより，読みやすくなっています。本書で使用されているフ
ォーマットに必ずしも従う必要はなく，自分の使いやすいフォーマットを使用する
ことができます。

本書では以下の表記法を使用します。

表記法 意味

Ctrl/x Ctrl/xという表記は， Ctrlキーを押しながら別のキーまたはポインティ
ング・デバイス・ボタンを押すことを示します。

PF1 x PF1 xという表記は， PF1に定義されたキーを押してから，別のキーま
たはポインティング・デバイス・ボタンを押すことを示します。
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表記法 意味

Return 例の中で，キー名が四角で囲まれている場合には，キーボード上でその
キーを押すことを示します。テキストの中では，キー名は四角で囲まれ
ていません。

HTML形式のドキュメントでは，キー名は四角ではなく，括弧で囲ま
れています。

. . . 例の中の水平方向の反復記号は，次のいずれかを示します。

• 文中のオプションの引数が省略されている。

• 前出の 1つまたは複数の項目を繰り返すことができる。

• パラメータや値などの情報をさらに入力できる。

.

.

.

垂直方向の反復記号は，コードの例やコマンド形式の中の項目が省略さ
れていることを示します。このように項目が省略されるのは，その項目
が説明している内容にとって重要ではないからです。

( ) コマンドの形式の説明において，括弧は，複数のオプションを選択した
場合に，選択したオプションを括弧で囲まなければならないことを示し
ています。

[ ] コマンドの形式の説明において，大括弧で囲まれた要素は任意のオプシ
ョンです。オプションをすべて選択しても，いずれか 1つを選択して
も，あるいは 1つも選択しなくても構いません。ただし， OpenVMS
ファイル指定のディレクトリ名の構文や，割り当て文の部分文字列指定
の構文の中では，大括弧に囲まれた要素は省略できません。

[ | ] コマンド形式の説明では，括弧内の要素を分けている垂直棒線はオプシ
ョンを 1つまたは複数選択するか，または何も選択しないことを意味し
ます。

{ } コマンドの形式の説明において，中括弧で囲まれた要素は必須オプショ
ンです。いずれか 1のオプションを指定しなければなりません。

太字 太字のテキストは，新しい用語，引数，属性，条件を示しています。

italic text イタリック体のテキストは，重要な情報を示します。また，システム・
メッセージ (たとえば内部エラーnumber)，コマンド・ライン (たとえば
/PRODUCER=name)，コマンド・パラメータ (たとえばdevice-name)
などの変数を示す場合にも使用されます。

UPPERCASE
TEXT

英大文字のテキストは，コマンド，ルーチン名，ファイル名，ファイル
保護コード名，システム特権の短縮形を示します。
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表記法 意味

Monospace type モノスペース・タイプの文字は，コード例および会話型の画面表示を示
します。

Cプログラミング言語では，テキスト中のモノスペース・タイプの文字
は，キーワード，別々にコンパイルされた外部関数およびファイルの名
前，構文の要約，または例に示される変数または識別子への参照などを
示します。

– コマンド形式の記述の最後，コマンド・ライン，コード・ラインにおい
て，ハイフンは，要求に対する引数がその後の行に続くことを示しま
す。

数字 特に明記しない限り，本文中の数字はすべて 10進数です。 10進数以
外 (2進数， 8進数， 16進数)は，その旨を明記してあります。
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1
DEC XTPUの概要

この章では，DEC XTPU(DEC eXtended Text Processing Utility)に関して，以
下の項目について解説します。

• DEC XTPUとは何か，第 1.1節

• 日本語 EVEとは何か，第 1.2節

• DEC XTPU言語とは何か，第 1.3節

• DEC XTPUはどんなハードウェアをサポートするのか，第 1.4節

• DEC XTPUを使用する方法，第 1.5節

1.1 DEC XTPUとは何か

DEC XTPUとは英語版のDEC Text Processing Utility (DECTPU)を拡張し，複
数コードセットを処理する機能を追加した，プログラミング可能なテキスト処理ユ
ーティリティです。DEC XTPUは，テキスト処理インタフェースを開発するアプ
リケーション・プログラマ，およびシステム・プログラマを援助するためのツール
として設計されています。たとえば，プログラマはDEC XTPUを用いて，特別な
環境のエディタを作ることができます。このDEC XTPUユーティリティにはコン
パイラ，インタプリタ，高級手続き言語，およびDEC XTPUで書かれたインタフ
ェースが含まれています。

DEC XTPUはスクリーン向きエディタのための一般的な機能の他に，以下の特殊
機能も備えています。

• 複数のバッファ

• 複数のウィンドウ

• DEC XTPUの内部およびDCLレベルでの複数のサブプロセス
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• バッチ・モードでのテキスト処理

• テキストの挿入モードまたは置換モード

• フリー・カーソル移動またはバウンド・カーソル移動

• 学習シーケンス

• パターン照合

• キー定義

• 手続き言語

• コール可能なインタフェース

DEC XTPUのレイヤ上に構築されたエディタや他のアプリケーション・プログ
ラムは，ユーザとDEC XTPU間のインタフェースになります。ユーザは日本語
EVEを使うか，または独自のアプリケーション・プログラムを作ることによっ
て，DEC XTPUを利用できます。

すなわち，DEC XTPUは日本語のテキスト処理アプリケーションを構築するため
の基礎となるものであると考えることができます。日本語 EVEという編集インタ
ーフェイスは，DEC XTPUの上にレイヤ構造として作成されたインタフェースの
例であり，DEC XTPU言語で書かれています。

1.2 日本語EVEとは何か

日本語 EVEは，簡単に学習し，使用することができる日本語エディタです。一般
的な編集機能は日本語 EVE キーパッドの 1つのキーを押すことにより利用できる
ので，これまでエディタを使ったことがない人でも，基本的な編集操作なら，すみ
やかに実行することができます。

また，テキスト・エディタの使用経験の豊富なユーザにとっても，日本語 EVEは
強力で効率のよいエディタです。高度な編集機能は，日本語 EVEコマンド・ライ
ンにコマンドを入力することにより実行できます。このコマンドを使用すれば，
DEC XTPUの多くの特殊な機能を使用することができます。日本語 EVEインタ
フェースについての詳しい説明は，『日本語 EVE ユーザーズ・ガイド』および
『日本語 EVE リファレンス・マニュアル』を参照してください。
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1.3 DEC XTPU言語

DEC XTPUは，強力なテキスト処理作業を行う高級手続き型プログラミング言語
です。DEC XTPU言語はDEC XTPUのもっとも基本的な構成要素であると考え
ることができます。DEC XTPUの機能をアクセスするには，DEC XTPU言語で
プログラムを作成し，DEC XTPUユーティリティを使ってそのプログラムをコン
パイルし，実行しなければなりません。 1つのDEC XTPUステートメントだけし
か含まない単純なプログラムから，日本語 EVEインタフェースのセクション・フ
ァイルのように複雑なプログラムまで，いろいろなプログラムをDEC XTPU言語
で作成することができます。

DEC XTPU言語はブロック構造になっているため，簡単に学習でき，また使用で
きます。DEC XTPU言語には多くのデータ・タイプ，関係演算子，エラー処理機
能，繰り返しや CASE文，重要な機能を実行するための広範囲にわたる組込みプ
ロシージャなどがあります。コメントはコメント文字 (!)によって示すことができ
るので，プロシージャに関する内部的な記述を，プロシージャに含めることができ
ます。また，ユーザ作成デバッグ・プログラムを用いてプロシージャをデバッグす
ることもできます。

1.3.1 DEC XTPUのデータ・タイプ

DEC XTPU言語には多くのデータ・タイプが含まれています。データ・タイプは
変数の内容の意味を解釈するために使用されます。他の多くの言語と異なって，
DEC XTPU 言語にはデータ・タイプを変数に割り当てるための宣言ステートメン
トはありません。DEC XTPUの変数のデータ・タイプは，代入ステートメントで
代入されたときのデータ・タイプであると解釈されます。たとえば，次のステート
メントは，文字列データ・タイプを this_varという変数に代入します。

this_var := ’This can be a string of your choice’;

次のステートメントは，ウィンドウ・データ・タイプを変数 lower_caseに代入し
ます。ウィンドウはスクリーンの 1行目から始まる 15行を使用し，ステータス・
ラインはOFF(表示されない)です。

x := CREATE_WINDOW(1, 15, OFF)
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多くのDEC XTPUデータ・タイプ (たとえば学習タイプやパターン)は，通常の
プログラミング言語で使用されているデータ・タイプと異なっています。DEC
XTPUのデータ・タイプは表 1–1に示すとおりです。

表 1–1 DEC XTPUデータ・タイプ

データ・タイプ 説明

ARRAY 要素の集まり

BUFFER テキスト・レコードの集まり－ BUFFERは編集作業ができる範囲を示
します。

INTEGER 整数－有効な値は， -2,147,483,648から 2,147,483,647です。

KEYWORD DEC XTPUコンパイラにとって特別の意味がある予約語

LEARN DEC XTPUキーストロークの集まり

MARKER バッファ内の文字位置

PATTERN 一連の文字－パターン演算子とパターン組込みプロシージャは結果とし
てこのデータ・タイプを通知します。 PATTERNはバッファ内の特定
のテキストを見つけるために， SEARCH組込みプロシージャで使用さ
れます。

PROCESS VMSサブプロセス

PROGRAM 実行可能な DEC XTPUステートメントのコンパイルされた形式

RANGE 2つのマーカの間に存在するすべてのテキスト (2つのマーカも含む)

STRING 文字列

UNSPECIFIED 変数宣言を持つコードがコンパイルされた後のグローバル変数の初期状
態

WINDOW スクリーンを分割した領域－ウィンドウは，テキスト・バッファのうち
スクリーン上に現れている領域です。

DEC XTPUデータ・タイプについての詳しい説明は，『Guide to the DEC Text
Processing Utility』および本書の第 2章 "DEC XTPUのデータ・タイプ "を参照
してください。
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1.3.2 DEC XTPU言語の宣言文

DEC XTPU言語の宣言文は表 1–2に示すとおりです。

表 1–2 DEC XTPU言語の宣言文

モジュール宣言 MODULE－ IDENT－ ENDMODULE

プロシージャ宣言 PROCEDURE－ ENDPROCEDURE

定数宣言 CONSTANT

グローバル変数宣言 VARIABLE

ローカル変数宣言 LOCAL

DEC XTPU言語の宣言文についての詳しい説明は，『Guide to the DEC Text
Processing Utility』および本書の第 3章を参照してください。

1.3.3 DEC XTPU言語ステートメント

DEC XTPU言語ステートメントは表 1–3に示すとおりです。

表 1–3 DEC XTPU言語ステートメント

代入ステートメント :=

繰返しステートメント LOOP－ EXITIF－ ENDLOOP

条件ステートメント IF－ THEN－ ELSE－ ENDIF

ケース・ステートメント CASE－ ENDCASE

エラー・ステートメント ON_ERROR－ ENDON_ERROR

DEC XTPU言語ステートメントについての詳しい説明は，『Guide to the DEC
Text Processing Utility』および本書の第 3章を参照してください。
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1.3.4 DEC XTPU組込みプロシージャ

DEC XTPU言語には多くの組込みプロシージャが含まれており，スクリーン管理
やキー定義，テキスト操作，およびプログラム実行などの機能を提供します。

独自のプロシージャを作成するときには，組込みプロシージャを使うことができ
ます。また日本語 EVEから組込みプロシージャを使うこともできます。DEC
XTPU組込みプロシージャについての詳しい説明は，『DEC Text Processing
Utility Reference Manual』および本書の第 4章 を参照してください。

1.3.5 ユーザ作成プロシージャ

DEC XTPU組込みプロシージャの呼び出しとDEC XTPU言語ステートメントを
用いて，独自のプロシージャを作成することができます。DEC XTPUのプロシー
ジャは，値を返すことができます。また再帰的なプロシージャを作成することもで
きます。プロシージャを作成し，コンパイルしておけば，プロシージャ名を使って
そのプロシージャを呼び出すことができます。

プロシージャを作成するときには，以下のガイドラインに従ってください。

• プロシージャは PROCEDUREではじめてください。その後にはプロシージャ
名がきます。

• プロシージャは ENDPROCEDUREで終了してください。

• 各ステートメントやプロシージャ呼び出しの後に，ステートメントや呼び出し
が続くときには，セミコロン (;)を置いてください。

例 1–1は，現在の文字位置を現在のバッファの先頭に移動するプロシージャの
例です。DEC XTPU言語ステートメント (PROCEDURE-ENDPROCEDURE)
と組込みプロシージャ (POSITION, BEGINNING_OF, CURRENT_BUFFER,
MESSAGE, GET_INFO)が使用されています。
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例 1–1 ユーザ作成プロシージャの例

! This procedure moves the editing
! position to the top of the buffer

PROCEDURE user_top

POSITION (BEGINNING_OF(CURRENT_BUFFER));
MESSAGE ("現在のバッファは " + GET_INFO (CURRENT_BUFFER, "name") + " です");

ENDPROCEDURE

このプロシージャをコンパイルしておけば， user_topという名前を使ってこのプ
ロシージャを呼び出すことができます。

1.4 DEC XTPUがサポートするハードウェア

DEC XTPUは，日本語OpenVMS がサポートするすべてのハードウェアで実行す
ることができます。

DEC XTPUは日本語端末 VT280シリーズ (DEC漢字 1983年版) および VT382
でスクリーン編集機能をサポートします。日本語端末 VT280シリーズ (DEC漢字
1978年版)は，DEC漢字 1983年版で変更になった文字が表示されない，という
制限のもとでサポートされます。

DEC XTPUのサポートする日本語端末に関する制限事項については，付録 Aを参
照してください。

1.5 DEC XTPUの呼び出し

DCLレベルでDEC XTPUを呼び出すには， EDIT/XTPUコマンドを入力し，フ
ァイルの名前を指定します。

$ EDIT/XTPU text_file.lis
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このコマンドは text_file.lis というファイルを編集のためにオープンします。追加
ファイルは，編集セッションでDEC XTPUの内部から READ_FILE組込みプロ
シージャを使って指定することができます。

上記のコマンドでDEC XTPUを呼び出す場合には，省略時の編集インタフェース
が使用されます (/NOSECTIONを指定しなかった場合)。DEC XTPUの省略時の
編集インタフェースは日本語 EVEです。使用されるインタフェース名 (ここでは日
本語 EVE (JEVE))をコマンドとして，DEC XTPUを呼び出すことができるよう
に，以下に示すようなシンボルを定義することをお勧めします。

$ JEVE :== EDIT/XTPU

1.5.1 DEC XTPUコマンドの修飾子

DEC XTPUコマンドには修飾子を追加することができます。DEC XTPU修飾子
は中断されたセッションからの回復や，DEC XTPUをアクセスするために使用
されるインターフェイスを与える初期化ファイルなどのアイテムを制御します。
DEC XTPUに対する修飾子は表 1–4に示すとおりです。
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表 1–4 DEC XTPUコマンドの修飾子

修飾子 省略時の値

/CODESET=codeset_keyword /CODESET=ISO_LATIN1

/[NO]COMMAND[=filespec] /COMMAND=XTPU$COMMAND

/[NO]CREATE /CREATE

/[NO]DEBUG[=filespec] /NODEBUG

/[NO]DISPLAY[=keyword] /DISPLAY=CHARACTER_CELL

/[NO]INITIALIZATION[=filespec] /NOINITIALIZATION

/[NO]JOURNAL[=filespec] /[NO]JOURNAL

/[NO]KANJI_DICTIONARY[=filespec] /KANJI_DICTIONARY

/[NO]MODIFY /MODIFY

/[NO]OUTPUT[=filespec] /OUTPUT=input_file.type

/[NO]READ_ONLY /NOREAD_ONLY

/[NO]RECOVER /NORECOVER

/[NO]SECTION[=filespec] /SECTION=XTPU$SECTION

/START_POSITION=(line,column) /START_POSITION=(1,1)

/[NO]WRITE /WRITE

DEC XTPUコマンドの修飾子についての詳しい説明は，第 5章を参照してくださ
い。

1.5.2 初期化ファイル

初期化ファイルには，コマンド・ファイル，セクション・ファイルそしてイニシャ
ライゼーション・ファイルの 3つのファイルがあります。コマンド・ファイルとセ
クション・ファイルを用いると，日本語 EVEエディタあるいはアプリケーション
をカスタマイズできます。イニシャライゼーション・ファイルは，日本語 EVEや
その他のアプリケーションを，それら特有のコマンド，設定，およびキー定義を使
ってカスタマイズするのに使用されます。
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コマンド・ファイル

ファイル・タイプ .TPU

DEC XTPU修飾子 /COMMAND=filespec

省略時のファイル 現在のディレクトリの XTPU$COMMAND.TPU

コマンド・ファイルには，DEC XTPU言語で書かれたソース・コードが入ってい
ます。

省略時設定は，/COMMAND=XTPU$COMMANDです。論理名 XTPU$COMMAND
に任意のファイルを定義して使うこともできます。/NOCOMMAND修飾子が指定
されない限り，DEC XTPUはコマンド・ファイルを読み込もうとします。

/COMMAND修飾子についての詳しい説明は『Guide to the DEC Text Processing
Utility』および本書の第 5.5.2項を参照してください。

セクション・ファイル

ファイル・タイプ .XTPU$SECTION

DEC XTPU修飾子 /SECTION=filespec

省略時のファイル SYS$LIBRARYディレクトリの
JEVE$SECTION_V3.XTPU$SECTION

セクション・ファイルは DEC XTPUソース・コードをコンパイルした形式のバイ
ナリ・ファイルです。

省略時設定は，/SECTION=XTPU$SECTIONです。日本語OpenVMSでは，起
動時に XTPU$SECTIONという論理名が JEVE$SECTION_V3に定義されます。
このため，DCLレベルで EDIT/XTPUコマンドを入力すると，日本語 EVEエデ
ィタが起動されます。日本語 EVEを使用しないときには，別のセクション・ファ
イルを指定するか，/NOSECTION修飾子を指定しなければなりません。

注意

/NOSECTION修飾子を指定して DEC XTPUを呼び出した場合には， DEC
XTPUに対するインタフェースを与えるためのバイナリ・ファイルの読み
取りは実行されません。この場合には，Returnや<xキーさえも定義されて
いない状態になります。新しいセクション・ファイルを作成しているとき
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に，既存のセクション・ファイルからプロシージャや変数，あるいは定義
を含みたくない場合には，/NOSECTION修飾子を使用します。

/SECTION修飾子についての詳しい説明は『Guide to the DEC Text Processing
Utility』および本書の第 5.5.12項を参照してください。

イニシャライゼーション・ファイル

ファイル・タイプ .EVE

DEC XTPU修飾子 /INITIALIZATION=filespec

省略時のファイル 現在のディレクトリまたは SYS$LOGINディレクトリの
JEVE$INIT_V3.EVE

イニシャライゼーション・ファイルには，DEC XTPUを使用して書かれたアプリ
ケーションのためのコマンドが入っています。たとえば，日本語 EVEのイニシャ
ライゼーション・ファイルには，キー定義やマージンの設定を含めることができま
す。

省略時の設定は，/INITIALIZATIONです。論理名 JEVE$INIT_V3 に任意のファ
イルを定義して使うこともできます。イニシャライゼーション・ファイルはとても
簡単に作成できますが，セクション・ファイルやコマンド・ファイルを使用したと
きよりも，起動に時間がかかります。/NOINITIALIZATION修飾子が指定されな
い限り，DEC XTPUはイニシャラゼーション・ファイルを読み込もうとします。

/INITIALIZATION修飾子についての詳しい説明は『Guide to the DEC Text
Processing Utility』 および本書の第 5.5.6項を，また，イニシャライゼーショ
ン・ファイルの作成については日本語 EVE ユーザーズ・ガイド の "イニシャライ
ゼーション・ファイルの作成 "を参照してください。

初期化ファイルの使用法
コマンド・ファイルとセクション・ファイルのどちらか一方，または両方を使用す
ることにより，既存のインタフェースを変更または拡張することができます。

• コマンド・ファイルは一般に，インタフェースの一部だけを変更するときに使
用します。
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• セクション・ファイルを使用すれば始動時間が短くなるので，インタフェース
を大きく変更する場合や，変更内容が複雑な場合には，セクション・ファイル
を使用します。また既存のインタフェースの上にレイヤ構造として構成されて
いないインタフェースを作成するときにも，セクション・ファイルを使用しま
す。

• イニシャライゼーション・ファイルは，アプリケーションがサポートしている
ときのみ使用できます。

日本語 EVEのソース・ファイルは XTPU$EXAMPLESにあります。これらのリ
ストを見るには，以下のコマンドを入力してください。

$ DIRECTORY XTPU$EXAMPLES:JEVE$*.TPU

システムにこのファイルが含まれていないときには，システム管理者に連絡してく
ださい。
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DEC XTPUのデータ・タイプ

データ・タイプとは，同じ方法で作成され，同じ方法で処理される要素グループ
です。変数のデータ・タイプは，その変数に対してどのような操作を実行できる
かを決定します。DEC XTPUのデータ・タイプは以下に示すとおりです。DEC
XTPUで拡張されていて，この章で解説されているものにはアスタリスク (＊)が
ついています。その他のデータ・タイプは，英語版DECTPUとまったく同じに扱
われます。

ARRAY アレイ (＊)

BUFFER バッファ

LEARN 学習

INTEGER 整数

KEYWORD キーワード

MARKER マーカ (＊)

PATTERN パターン (＊)

PROGRAM プログラム

PROCESS プロセス

RANGE レンジ (＊)

STRING 文字列 (＊)

UNSPECIFIED 不定

WINDOW ウィンドウ

以降の各節ではDEC XTPUのデータ・タイプのうち，英語版DECTPUと異な
った意味を持つものについて説明します。それ以外のデータ・タイプについては
『Guide to the DEC Text Processing Utility』を参照してください。
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2.1 アレイ

アレイ・データ・タイプは，データをグループ化して扱うためのデータ・タイプで
す。アレイ・データ・タイプの要素には，任意のデータ・タイプを入れることがで
きます。アレイ・データ・タイプの要素となるデータ・タイプが文字列データ・タ
イプのときには，アレイ・データ・タイプに日本語データを入れることができま
す。

例

mark1 := MARK (none);
mix_array {mark1} := "日本語文字列";

またアレイ・データ・タイプは，その INDEXに文字列を使うことができます。こ
のとき，その INDEXの中には日本語文字を含めることができます。

例

mix_array {"英語"} := "hello";
mix_array {"日本語"} := "こんにちは";

2.2 マーカ

マーカ・データ・タイプはバッファ内の文字に関連する参照点です。マーカ・デー
タ・タイプはMARK組込みプロシージャを使って作成されます。マーカは文字に
対してセットされるため，複数カラム文字の 2カラム目以降に編集点があるときで
もマーカはその文字，すなわち 1カラム目に対してセットされます。ただし，フリ
ー・マーカは複数カラム文字の 2カラム目以降にセットすることができます。フリ
ー・マーカを作成するには，MARK (FREE_CURSOR)を使用してください。
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2.3 パターン

パターンは，バッファ内の特定の文字列を探索するために使用される構造です。パ
ターンは SEARCH および SEARCH_QUIETLY組込みプロシージャの第 1パラメ
ータとして使用されます。パターンを作成するには，DEC XTPUパターン演算子
(+, &, | , @)を用いて以下の要素を結合します。

• 文字列定数

• 文字列変数

• パターン変数

• パターン組込みプロシージャの呼び出し

• 以下のキーワード

ANCHOR
LINE_BEGIN
LINE_END
PAGE_BREAK
REMAIN
UNANCHOR

• カッコ (式を囲むために使用します)

上記の要素のうち，文字列定数，文字列変数，パターン組込みプロシージャの文字
列パラメータにはDEC XTPUで使用できるすべての文字を含むことができます。

パターン・データ・タイプを通知する組込みプロシージャは表 2–1に示すとおり
です。
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表 2–1 パターン・データ・タイプを通知する組み込みプロシージャ

プロシージャ 説明

ANY パラメータとして使用した文字列のどの文字 (1文字)とも一致する

ARB 指定した長さの一連の文字と一致する

MATCH 現在の文字位置から始まり，MATCHに対するパラメータとして指定
した文字列まで続く (その文字列も含む)一連の文字と一致する

NOTANY パラメータとして指定した文字列に含まれていないどの 1文字とも一致
する

SCAN パラメータとして指定した文字列に含まれているどの文字も含まない最
長文字列と一致する

SCANL SCANと同じであるが， SCANLはレコード境界をこえることができる

SPAN パラメータとして指定した文字列の文字だけを含む最長文字列と一致す
る

SPANL SPANと同じであるが， SPANLはレコード境界をこえることができる

これらのプロシージャの文字列パラメータには， 2バイト文字を含むことができま
す。

2.4 レンジ

レンジ・データ・タイプは，指定した 2つのマーカの間のすべてのテキスト (2つ
のマーカも含む)を表現します。レンジは CREATE_RANGE組込みプロシージャ
を使用して作成することができます。レンジ・データ・タイプは文字単位でつけら
れるので，複数カラム文字の一部分だけを含んだレンジを作成することはできませ
ん。

2.5 文字列

DEC XTPUは文字データを表現するために文字列データ・タイプを使用します。
文字列データ・タイプの値には， ASCII文字セット，DEC補助文字セット， ISO
Latin1補助文字セット， JISローマ字セット， JISカタカナ・セットおよびDEC
漢字セットで定義されるすべての文字を含むことができます。文字定数を指定する
には，値を引用符で囲まなければなりません。DEC XTPUでは，文字列の区切り
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文字として ASCII文字の二重引用符 (")または単一引用符 (’)を使用することができ
ますが，DEC漢字セットの二重引用符 (“，”)や単一引用符 (’)を文字列の区切
り文字として使用することはできません。
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3
DEC XTPU言語のレキシカル要素

この章では，次のDEC XTPUレキシカル要素のうち，日本語化されたものについ
て説明します (アスタリスク (＊)で示されています)。それ以外のレキシカル要素に
ついては，『Guide to the DEC Text Processing Utility』を参照してください。

• 文字セット (＊)

• 識別子 (＊)

• 変数

• 定数

• 演算子

• 式

• 予約語

3.1 概要

DEC XTPUプログラムはレキシカル要素から構成されます。レキシカル要素は算
術演算子などの個々の文字や，識別子などの文字グループです。レキシカル要素
の基本単位は ASCII，DEC MCS， ISO Latin1， JIS Roman， JISカタカナ，
DEC漢字セットの文字です。DEC漢字セットの詳細は，『漢字コード表』を参照
してください。
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3.2 文字セット

DEC XTPUは ASCII文字セット，DEC補助文字セット， ISO Latin1補助文字
セット， JISローマ字セット， JISカタカナ・セットおよびDEC漢字セットに含
まれる文字を扱うことができます。

ASCII文字セットは， 128文字の 7ビット文字セットです。各文字は，等価な 10
進数で表わされます。 ASCII文字セットは，次のように分類されます。

0～ 31 プリントされない文字 (タブ，ライン・フィード，キャリッ
ジ・リターン，ベルなど)

32 スペース

33～ 64 特殊文字 (アンパサンド "&"，疑問符 "?"，等号 "="，および
"0"から "9"までの数字)

65～ 122 大文字の "A"から "Z"，および小文字の "a"から "z"

123～ 126 特殊文字 (左中カッコ "{"，オーバーライン "~"など)

127 Delete

漢字コードとして， 1983年版DEC漢字文字セット (JIS X 0208-1983に準拠)と
拡張漢字文字セットが用いられます (本書では，これらを総称してDEC漢字セッ
トと呼ぶ場合があります)。漢字コードの詳しい体系については，『漢字コード
表』を参照してください。

注意

128～ 159は，拡張制御文字として扱われます。

DEC XTPUコンパイラは引用符で囲まれた文字列を除いて， ASCII文字の大文字
と小文字は区別しません。たとえば，以下のように表記した "EDITOR"という単語
は，すべて同じ意味になります。

EDITOR
EDitOR
editor
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しかし，次のように引用符で囲まれた 2つの文字列は，異なる値を表わします。

’xyz’
’XYZ’

DEC XTPUコンパイラは ASCII文字および ISO Latin1補助文字のみを解釈しま
すので，DEC漢字セットに含まれる文字などは，引用符で囲まれた文字列の内部
を除いて使用できません。たとえば以下の記述は認められます。

’文字’

3.2.1 制御文字の入力

DEC XTPUでは， 2通りの方法で制御文字を入力することができます。

1. 入力したい制御文字に対応する 10進数を指定した ASCII組込みプロシージャ
を使用します。たとえば， COPY_TEXT (ASCII (27))を実行すると，エスケー
プ文字が現在のバッファに入力されます。

2. 日本語 EVEで準備されている特殊機能を使用して制御文字を入力します。

日本語 EVEの場合，Ctrl/Vに対して定義されている quoteコマンドを使用し
て，バッファに制御文字を挿入することができます。Ctrl/Vを押し，次に入力し
たいキーを押します。たとえば，ESCキー (エスケープ・キー)を押すと，エス
ケープ文字が現在のバッファに入力されます。別の方法として，以下のような
コード入力方法があります。

a. Doキーを押す

b. CODE n と入力する
(n は，たとえばエスケープ文字のコード番号である 27など)

c. Returnキーを押す

あるいは

a. GOLDキーを押す

b. Xキーを押す

c. コード番号 (たとえば，エスケープ文字を示す 27)を入力する
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d. Returnキーを押す

3.2.2 DEC XTPUのシンボル

DEC XTPUでは，一部のシンボルは特殊な意味を持っています。これらのシンボ
ルはステートメント区切り文字 (;)，演算子 (+)やその他の構文要素として使用され
ます。DEC XTPUシンボルは英語版のDECTPUとまったく同じです。『Guide
to the DEC Text Processing Utility』を参照してください。複数の文字から構成
されるシンボルの場合，各文字をスペースで区切ることはできません。また，シン
ボルの記述はすべて ASCII文字に限られ， ASCII文字セットに属さない文字はシ
ンボルとして解釈されません。

3.3 識別子

DEC XTPUでは，識別子はプログラム，プロシージャ，キーワード，および変
数の名前を指定するために使用されます。識別子には ASCII文字セットに含まれ
る，アルファベット，数字，ドル記号，およびアンダースコアを含むことができま
すが，以下の制約条件に従わなければなりません。

• 識別子にスペースやシンボル (ドル記号とアンダースコアを除く)を含むことは
できない

• 識別子に ASCII文字セットに含まれない文字を含むことはできない

• 識別子の長さは最大 132文字である

DEC XTPUの組込みプロシージャ，キーワード，およびグローバル変数の識別子
は予約語です。予約語は本書では大文字で示されています。

プログラム，プロシージャ，および変数に名前をつけるために，ユーザ定義識別子
を作成することができます。
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DEC XTPU組込みプロシージャ

この章ではDEC XTPU組込みプロシージャについて， 2つの節に分けて説明して
います。

第 4.1節 － 組込みプロシージャが以下の機能に応じて分類されています。

• スクリーン・レイアウト

• カーソルの移動

• 編集位置の移動

• テキスト操作

• パターン照合

• 編集コンテキストのステータス

• キーの定義

• マルチ処理

• プログラムおよびプロシージャの実行

• DECwindows

• その他

第 4.2節 － 組込みプロシージャのうち日本語特有な機能変更や，DEC XTPUで
追加のあったものについて個別に説明されています。また，DEC XTPUでは制限
付きで使用できるプロシージャも記述されています。
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4.1 機能別に分類した組込みプロシージャ

以下のリストは，編集作業を実行するときに，どの作業に対してどの組込みプロシ
ージャを使用すればよいかを判断するのに役立ちます。組込みプロシージャについ
ての詳しい説明は，第 4.2節の各プロシージャに関する説明を参照してください。
英語版のDECTPUと機能的に変更のないプロシージャは，第 4.2節には記述され
ていませんので『Guide to the DEC Text Processing Utility』を参照してくださ
い。第 4.2節に記述されているプロシージャは，アスタリスク (＊)で示されていま
す。

4.1.1 スクリーン・レイアウト

ADJUST_WINDOW
CREATE_WINDOW
MAP
REFRESH
SET (DISPLAY_VALUE)
SET (HEIGHT)
SET (PAD)
SET (PROMPT_AREA)
SET (SCREEN_UPDATE)
SET (SCROLLING)
SET (STATUS_LINE)
SET (TEXT)
SET (VIDEO)
SET (WIDTH)
SHIFT
UNMAP
UPDATE
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4.1.2 カーソルの移動

ALIGN_CURSOR (＊)
CURSOR_HORIZONTAL
CURSOR_VERTICAL
SCROLL
SET (COLUMN_MOVE_VERTICAL)
SET (CROSS_WINDOW_BOUNDS)
SET (DETACHED_ACTION)
SET (MOVE_VERTICAL_CONTEXT)

4.1.3 編集位置の移動

MOVE_HORIZONTAL
MOVE_VERTICAL
POSITION

4.1.4 テキスト操作

APPEND_LINE
BEGINNING_OF
CHANGE_CASE (＊)
CHANGE_CODE (＊)
COPY_TEXT
CREATE_BUFFER
CREATE_RANGE
EDIT
END_OF
ERASE
ERASE_CHARACTER
ERASE_LINE
FILE_PARSE
FILE_SEARCH
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FILL (＊)
MARK (＊)
MESSAGE_TEXT
MODIFY_RANGE
MOVE_TEXT
PCS_CLASS (＊)
READ_FILE
SEARCH
SEARCH_QUIETLY
SELECT (＊)
SELECT_RANGE (＊)
SET (ERASE_UNMODIFIABLE)
SET (MODIFIABLE)
SET (MODIFIED)
SPLIT_LINE (＊)
TRANSLATE
VERIFY_BUFFER (＊)
WRITE_FILE

4.1.5 パターン照合

ANCHOR
ANY
ARB
LINE_BEGIN
LINE_END
MATCH
NOTANY
PAGE_BREAK
REMAIN
SCAN
SCANL
SPAN
SPANL
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UNANCHOR

4.1.6 編集コンテキストのステータス

CURRENT_BUFFER
CURRENT_CHARACTER
CURRENT_COLUMN
CURRENT_DIRECTION
CURRENT_LINE
CURRENT_OFFSET
CURRENT_ROW
CURRENT_WINDOW
DEBUG_LINE
ERROR
ERROR_LINE
ERROR_TEXT
GET_INFO (＊)
LOCATE_MOUSE
RECOVER_BUFFER
SET (AUTO_REPEAT)
SET (BELL)
SET (CODESET) (＊)
SET (DEBUG)
SET (DEFAULT_DIRECTORY)
SET (FACILITY_NAME)
SET (FILL_NOT_BEGIN) (＊)
SET (FILL_NOT_END) (＊)
SET (FILL_TRIM_SPACE) (＊)
SET (FORWARD)
SET (INFORMATIONAL)
SET (INSERT)
SET (JOURNALING)
SET (KEYBOARD_CODESET) (＊)
SET (KEYSTROKE_RECOVERY)
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SET (LEFT_MARGIN)
SET (LEFT_MARGIN_ACTION)
SET (LINE_NUMBER)
SET (MARGINS)
SET (MARGIN_ALLOWANCE) (＊)
SET (MAX_LINES)
SET (MESSAGE_ACTION_LEVEL)
SET (MESSAGE_ACTION_TYPE)
SET (MESSAGE_CODESET) (＊)
SET (MESSAGE_FLAGS)
SET (MOUSE)
SET (NO_WRITE)
SET (OUTPUT_CODESET) (＊)
SET (OUTPUT_FILE)
SET (OVERSTRIKE)
SET (PAD_OVERSTRUCK_TABS)
SET (PERMANENT)
SET (RECORD_ATTRIBUTE)
SET (REVERSE)
SET (RIGHT_MARGIN)
SET (RIGHT_MARGIN_ACTION)
SET (SPECIAL_ERROR_SYMBOL)
SET (SUCCESS)
SET (SYSTEM)
SET (TAB_STOPS)
SET (TIMER)
SET (TRACEBACK)
SET (VIDEO_CHARACTER_SET) (＊)
SHOW
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4.1.7 キーの定義

ADD_KEY_MAP
CREATE_KEY_MAP
CREATE_KEY_MAP_LIST
DEFINE_KEY
KEY_NAME (＊)
LAST_KEY
LOOKUP_KEY
REMOVE_KEY_MAP
SET (KEY_MAP_LIST)
SET (POST_KEY_PROCEDURE)
SET (PRE_KEY_PROCEDURE)
SET (SELF_INSERT)
SET (SHIFT_KEY)
SET (UNDEFINED_KEY)
UNDEFINE_KEY

4.1.8 マルチ処理

ATTACH
CREATE_PROCESS
SEND
SEND_EOF
SPAWN

4.1.9 プログラムおよびプロシージャの実行

ABORT
BREAK
COMPILE
EXECUTE
RETURN
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SAVE

4.1.10 DECwindows

CREATE_WIDGET
DEFINE_WIDGET_CLASS
GET_CLIPBOARD
GET_DEFAULT
GET_GLOBAL_SELECT
LOWER_WIDGET
MANAGE_WIDGET
RAISE_WIDGET
READ_CLIPBOARD
READ_GLOBAL_SELECT
REALISE_WIDGET
SEND_CLIENT_MESSAGE
SET (ACTIVE_AREA)
SET (CLIENT_MESSAGE)
SET (DEFAULT_FILE)
SET (DRM_HIERARCHY)
SET (ENABLE_RESIZE)
SET (FIRST_INPUT_ACTION)
SET (GLOBAL_SELECT)
SET (GLOBAL_SELECT_GRAB)
SET (GLOBAL_SELECT_READ)
SET (GLOBAL_SELECT_TIME)
SET (GLOBAL_SELECT_UNGRAB)
SET (ICON_NAME)
SET (ICON_PIXMAP)
SET (ICONIFY_PIXMAP)
SET (INPUT_FOCUS)
SET (INPUT_FOCUS_GRAB)
SET (INPUT_FOCUS_UNGRAB)
SET (MAPPED_WHEN_MANAGED)

4–8 DEC XTPU組込みプロシージャ



DEC XTPU組込みプロシージャ
4.1機能別に分類した組込みプロシージャ

SET (MENU_POSITION)
SET (RESIZE_ACTION)
SET (SCREEN_LIMITS)
SET (SCROLL_BAR)
SET (SCROLL_BAR_AUTO_THUMB)
SET (UID)
SET (WIDGET)
SET (WIDGET_CALL_DATA)
SET (WIDGET_CALLBACK)
SET (WIDGET_CONTEXT_HELP)
SET (WIDGET_RESOURCE_TYPES)
UNMANAGE_WIDGET
WRITE_CLIPBOARD
WRITE_GLOBAL_SELECT

4.1.11 その他

ASCII (＊)
CALL_USER (＊)
CODE (＊)
COLUMN_LENGTH (＊)
CONVERT
CONVERT_KANA (＊)
CREATE_ARRAY
DEC_KANJI (＊)
DELETE
DELETE_TANGO (＊)
ENTER_TANGO (＊)
EXIT
EXPAND_NAME
FAO (＊)
HELP_TEXT
INDEX
INT
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JOURNAL_CLOSE
JOURNAL_OPEN
LEARN_ABORT
LEARN_BEGIN
LEARN_END
LENGTH
MESSAGE
QUIT
READ_CHAR (＊)
READ_KEY (＊)
READ_LINE (＊)
SET (EOB_TEXT)
SLEEP
STR
SUBSTR
SYMBOL (＊)

4–10 DEC XTPU組込みプロシージャ



DEC XTPU組込みプロシージャ
4.2組込みプロシージャの説明

4.2 組込みプロシージャの説明

各組込みプロシージャの説明には下記の項目が含まれています。

• 簡単な機能定義

• 形式

• 説明

• 警告およびエラーを通知するシグナル・エラー

• 例

各組込みプロシージャはアルファベット順に説明されています。

注意

パラメータで使われる文字列のほとんどのものには ASCII以外の文字を使
用できますが，ファイル名，プロセス名などを指定するパラメータ文字列
には， ASCII 文字のみが使用できます。
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ALIGN_CURSOR

この組込みプロシージャは，カーソルが文字境界上に存在しないときに行の先頭方
向へカーソルを移動して，文字境界にカーソルを合わせます。

形式

[integer :=] ALIGN_CURSOR

引数

なし

戻り値

ALIGN_CURSORによって移動したカラム数。

シグナル・エラー

XTPU$_TOOMANY ERROR パラメータの数が多すぎる
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ASCII

この組込みプロシージャは，整数を ASCII文字 (半角文字)列に変換するか，ある
いは ASCII文字を整数に変換します。

形式

{integer2 | string2} := ASCII ({integer1 | keyword | string1})

引数

integer1

ISO Latin1文字セットに含まれる文字を示す 10進数。

keyword

キーワードはキー名でなければなりません。キー名が印字可能文字を生成するキー
の名前のときは， ASCIIはその文字を返します。そうでなければ， ASCIIの値が
0である文字を返します。

string1

ASCII値を得たい文字。文字列の長さが 1文字よりも長いときには，最初の文字の
ASCII値が得られます。

戻り値

指定された ASCII値を持つ文字 (integer または keyword パラメータを指定したと
き)。または，指定された文字の ASCII値 (string パラメータを指定したとき)。
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説明

ASCII組込みプロシージャの基本的な説明は，『DEC Text Processing Utility
Reference Manual』を参照してください。

ASCII組込みプロシージャは ISO Latin1以外の文字を扱いません。このため以下
のような制限事項があります。

• パラメータ integer1 の値は 0から 255までのみが有効です。それ以外の値を指
定したときには， ASCIIの値が 0である文字が戻されます。

• string パラメータとして ISO Latin1文字セットに属さない文字を指定したとき
は，整数値 0が戻されます。

ISO Latin1文字セットに属さない文字に関して，文字と数字の相互変換を行いた
いときには，DEC_KANJI組込みプロシージャまたは CODE組込みプロシージャ
を使用してください。

シグナル・エラー

XTPU$_ARGMISMATCH ERROR パラメータのデータ・タイプが正
しくない

XTPU$_NEEDTOASSIGN ERROR ASCIIは代入文の右辺でのみ使用
できる

XTPU$_NULLSTRING WARNING 長さ 0の文字列が渡された

XTPU$_TOOFEW ERROR パラメータの数が少なすぎる

XTPU$_TOOMANY ERROR パラメータの数が多すぎる
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例

1. my_character := ASCII (182)

この代入ステートメントはmy_characterという変数に ISO Latin1文字
の"¶ "を代入します。

2. character := ASCII ("B")

この代入ステートメントは， "B"という文字の ASCII値 (66)を characterとい
う変数に代入します。
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CALL_USER

この組込みプロシージャは，DEC XTPUの内部から他の言語で書かれたプログ
ラムを呼び出します。 CALL_USERのパラメータはそのまま外部ルーチンに渡
されます。DEC XTPUはパラメータに対して何の処理も行いません。パラメー
タ integer は参照によって渡され，string1 はディスクリプタによって渡されま
す。string2 は外部プログラムから返される値です。

形式

string2 := CALL_USER (integer, string1)

引数

integer

ユーザ作成プログラムに参照によって渡される整数値。

string1

ユーザ作成プログラムにディスクリプタによって渡される文字列。

戻り値

呼び出されたプログラムから返される値。

説明

CALL_USERに返される値 string2 に加えて，外部プログラムは正しく実行され
たかどうかを示すステータス・コードを返します。このステータス・コードは，
ON_ERROR文によって処理することができます。偶数のステータス・コードが返
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されるとON_ERROR文が実行されます。 ERROR文はプログラムからのステー
タス値をキーワードとして戻します。

CALL_USERは次のように使用します。

1. 任意の言語でプログラムを書きます。そのプログラムは XTPU$CALLUSERと
いう名前のグローバル・ルーチンでなければなりません。

2. プログラムをコンパイルします。

3. オプション・ファイルを使ってプログラムをリンクし，共有イメージを作りま
す。

4. 論理名 XTPU$CALLUSERに作ったルーチンが入ったファイルを定義します。

5. DEC XTPUを起動します。

6. 組込みプロシージャ CALL_USERに必要なパラメータを指定して，DEC
XTPUセッションから外部プログラムを実行します。プログラムが正しくリン
クされて論理名 XTPU$CALLUSERが定義されていると，組込みプロシージャ
CALL_USERはパラメータを外部ルーチンに渡します。

CALL_USERのパラメータは呼び出したプログラムへの入力パラメータになりま
す。DEC XTPUは，パラメータに対して何の処理も行わずに外部プロシージャに
渡します。呼び出されるルーチンが必要としていない場合でも，パラメータは必ず
2つ渡さなければなりません。値を渡す必要のないときには，以下のようなNULL
パラメータを渡してください。

CALL_USER (0, "")

シグナル・エラー

XTPU$_CALLUSERFAIL WARNING CALL_USERルーチンの実行が
失敗した
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XTPU$_ARGMISMATCH ERROR パラメータのデータ・タイプが正
しくない

XTPU$_BADUSERDESC ERROR ユーザ・ルーチンがリターン・デ
ィスクリプタに正しくない値を入
れた

XTPU$_INVPARAM ERROR パラメータの型が間違っている

XTPU$_NEEDTOASSIGN ERROR CALL_USERは代入文の右辺で
のみ使用できる

XTPU$_NOCALLUSER ERROR 実行するルーチンが光からない

XTPU$_TOOFEW ERROR パラメータの数が少なすぎる

XTPU$_TOOMANY ERROR パラメータの数が多すぎる

例

ret_value := CALL_USER (6, "ABC")

この文はユーザが書いたプログラムを呼び出します。DEC XTPUを起動する
前に論理名 XTPU$CALLUSERで CALL_USERによって呼び出したいプログ
ラムが入っているファイルを指定します。DEC XTPUは第 1パラメータ (6)
を参照によって，第 2パラメータ ("ABC")をディスクリプタによって渡しま
す。もし数字と文字列を入力値として使っているならば，プログラムは 6と
"ABC"を処理します。プログラムが結果を返すように作られていれば，結果は
ret_valueに返されます。

以下の例は，組込みプロシージャ CALL_USERの使い方を具体的に示したもの
です。浮動小数点演算を行うために呼び出されるルーチンは， BASICで書か
れています。

1. 渡された値の浮動小数点演算を行う BASICのプログラムを書きます。

! Filename:FLOATARITH.BAS

1 sub XTPU$CALLUSER ( some_integer% , input_string$ , return_string$)

10 ! don’t check some_integer% because this function only does
! floating point arithmetric
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20 ! parse the input string
! find and extract the operation
comma_location = pos ( input_string$, "，", 1% )
if comma_location = 0 then go to all_done end if

operation$ = seg$( input_string$, 1%, comma_location - 1% )

! find and extract the 1st operand
operand1_location = pos ( input_string$, "，", comma_location +1)
if operand1_location = 0 then go to all_done end if

operand1$ = seg$( input_string$, comma_location + 1%, &
operand1_location -1 )

! find and extract the 2nd operand
operand2_location = pos ( input_string$, "，", operand1_location + 1)
if operand2_location = 0 then

operand2_location = len( input_string$) + 1
end if

operand2$ = seg$( input_string$, operand1_location + 1%, &
operand2_location -1 )

select operation$ ! do the operation
case "+"

result$ = sum$( operand1$, operand2$ ) !
case "-"

result$ = dif$( operand1$, operand2$ ) !
case "*"

result$ = num1$( Val( operand1$ ) * Val( operand2$ ))
case "/"

result$ = num1$( Val( operand1$ ) / Val( operand2$ ))
case else

result$ = "unkown operation."
end select

return_string$ = result$

999 all_done: end sub

2. プログラムをコンパイルします。

$ BASIC/LIST floatarigh
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3. BASICのプログラムをリンクするときに使うオプション・ファイルを作り
ます。

!+
! File: FLOATARITH.OPT
!
! Options file to link floatarith BASIC program with VAXTPU
!-
FLOATARITH.OBJ
UNIVERSAL=XTPU$CALLUSER

4. プログラムをリンクし，共有イメージを作ります。

$ LINK floatarith/SHARE/OPT/MAP/FULL

5. 論理名 XTPU$CALLUSERに BASICプログラムの実行イメージを定義し
ます。

$ DEFINE XTPU$CALLUSER device:[directory]floatarith.EXE

6. DEC XTPUを起動します。

7. 以下のDEC XTPUプロシージャを書いてコンパイルします。

PROCEDURE my_call_user

! test the built-in procedure call_user

LOCAL output，
input;

input := READ_LINE ("Call user >"); ! パラメータを入力
output := CALL_USER (0, input); ! プログラムの呼び出し
MESSAGE (output);

ENDPROCEDURE;

8. プロシージャmy_call_userを呼び出すと， BASICルーチンに渡すパラメ
ータを聞いてきます。パラメータは，オペレータ，値，値の順番で渡されま
す。例えばプロンプトに， +, 3.33, 4.44と入力すると結果の 7.77がメッセ
ージ領域に表示されます。
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CHANGE_CASE

この組込みプロシージャは，指定されたキーワードに従って，指定されたバッフ
ァ，レンジ，または文字列中のテキストの，大文字/小文字変換，ひらがな/カタカ
ナ/半角カナ変換，全角 Latin文字/半角 Latin文字変換，および ASCIIからひら
がなへの変換を実行します。 CHANGE_CASEは変換された文字列を含むバッフ
ァ，レンジ，または文字列を戻すこともできます。

形式

 

[
returned_buffer
returned_range
returned_string

:=] CHANGE_CASE (
buffer
range
string

,

LOWER
UPPER
INVERT
LATIN
WIDE_LATIN
SIZE_INVERT
HIRAGANA
KATAKANA
KANA_INVERT
NARROW_KANA
KANA

IN_PLACE
NOT_IN_PLACE

])[,

引数

buffer

変更したい文字列を含むバッファ。第 1パラメータにバッファを指定したときに
は，キーワードNOT_IN_PLACEは使えません。

range

変更したい文字列を含むレンジ。第 1パラメータにレンジを指定したときには，キ
ーワードNOT_IN_PLACEは使えません。
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string

変換したい文字列。第 3パラメータに IN_PLACEを指定したときには，第 1パラ
メータに指定された文字列を変更します。文字列定数に対しては何も行いません。

LOWER

指定した文字列のアルファベット (全角，半角)は小文字に変換されます。

UPPER

指定した文字列のアルファベット (全角，半角)は大文字に変換されます。

INVERT

指定した文字列のアルファベット (全角，半角)が大文字の場合には小文字に変換さ
れ，小文字の場合には大文字に変換されます。

LATIN

指定した文字列の全角の Latin文字は半角の Latin文字に変換されます。

WIDE_LATIN

指定した文字列の半角の Latin文字は全角の Latin文字に変換されます。

SIZE_INVERT

指定した文字列の半角の Latin文字は全角に，全角の Latin文字は半角に変換され
ます。

HIRAGANA

指定した文字列のカタカナ (全角)および半角カナはひらがなに変換されます。

KATAKANA

指定した文字列のひらがなおよび半角カナはカタカナ (全角)に変換されます。

KANA_INVERT

指定した文字列のひらがなはカタカナ (全角)に，カタカナ (全角)はひらがなに変
換されます。

NARROW_KANA

指定した文字列のひらがなおよびカタカナ (全角)は半角カナに変換されます。
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KANA

指定した文字列のアルファベット (半角，全角)はローマ字として扱われ，ひらがな
に変換されます。また，文字列中のカタカナおよび半角カナはひらがなに変換され
ます。

戻り値

returned_buffer 第 1パラメータにバッファを指定したときに，変更さ
れたテキストが含んだバッファが戻されるバッファ型
の変数。変数 "returned_buffer"は第 1パラメータで
指定されたバッファと同じバッファを示します。

returned_range 第 1パラメータにレンジを指定したときに，変更され
たテキストを含んだレンジが戻されるレンジ型の変
数。変数 "returned_range"は第 1パラメータで指定さ
れたレンジと同じレンジを示します。

returned_string 第 1パラメータに文字列を指定したときに，変更され
たテキストを含む文字列が戻される文字列型の変数。
IN_PLACEを指定したときにも，文字列は戻されま
す。

表 4–1は CHANGE_CASEの各キーワードとその変換項目です。
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表 4–1 CHANGE_CASEのキーワードと変換項目

キーワード

文字列 LATIN
WIDE_
LATIN KANA

HIRA
GANA

KATA
KANA

KANA_
INVERT

NARROW_
KANA

SIZE_
INVERT

半角 none 全角 ひら none none none none 全角

全角 半角 none ひら none none none none 半角

ひらがな none none none none カタ カタ 半カ none

カタカナ none none ひら ひら none ひら 半カ none

半角カナ none none ひら ひら カタ none none none

none = 変換されない
ひら = ひらがな
カタ = カタカナ
半カ = 半角カナ

シグナル・エラー

XTPU$_BADKEY WARNING 間違ったキーワードが指定された

XTPU$_NOTMODIFIABLE WARNING 変更できないバッファの中のテキ
ストを変更することはできない

XTPU$_ARGMISMATCH ERROR 引数の型が正しくない

XTPU$_CONTROLC ERROR CHANGE_CASEの実行中
に Ctrl/Cが押された

XTPU$_INVPARAM ERROR パラメータのデータ・タイプが間
違っている

XTPU$_TOOFEW ERROR パラメータの数が少なすぎる

XTPU$_TOOMANY ERROR パラメータの数が多すぎる
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CHANGE_CODE

この組込みプロシージャは，指定されたキーワードに従って，指定されたバッファ
またはレンジ中のテキストのコードセットを変換します。

形式

[{returned_buffer |

returned_range} :=] CHANGE_CODE ({buffer | range }, keyword1, keyword2)

引数

buffer

変更したい文字列を含むバッファ。

range

変更したい文字列を含むレンジ。

keyword1

変換前のコードセットを示すキーワード。有効なキーワードは，DEC_MCS，
ISO_LATIN1， ASCII_JISKANA，DECKANJI，DECKANJI2000，
SDECKANJI， SJIS，およびUTF8です。

keyword2

変換後のコードセットを示すキーワード。有効なキーワードは，DEC_MCS，
ISO_LATIN1， ASCII_JISKANA，DECKANJI，DECKANJI2000，
SDECKANJI， SJIS，およびUTF8です。
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戻り値

returned_buffer 第 1パラメータにバッファを指定したときに，変更さ
れたテキストが含んだバッファが戻されるバッファ型
の変数。変数 "returned_buffer"は第 1パラメータで
指定されたバッファと同じバッファを示します。

returned_range 第 1パラメータにレンジを指定したときに，変更され
たテキストを含んだレンジが戻されるレンジ型の変
数。変数 "returned_range"は第 1パラメータで指定さ
れたレンジと同じレンジを示します。

説明

この組込みプロシージャは，あるコードセットを指定してファイルから読み込んだ
バッファの内容のすべて，または一部を別のコードセットと解釈し直す場合に使用
されます。たとえば，DEC漢字コードセットと思って読み込んだファイルが，実
際は ISO Latin1コードセットで書かれていた場合，この組込みプロシージャを使
用すれば，もう一度 ISO Latin1コードセットを指定してファイルから読み直すこ
となしに，バッファ中のコードセットの解釈のみを ISO Latin1コードセットに変
えることができます。これによって正しい文字が画面に表示されることになりま
す。

シグナル・エラー

XTPU$_BADKEY WARNING 間違ったキーワードが指定された

XTPU$_NOTMODIFIABLE WARNING 変更できないバッファの中のテキ
ストを変更することはできない

XTPU$_CONTROLC ERROR CHANGE_CODEの実行中
に Ctrl/Cが押された

XTPU$_INVPARAM ERROR パラメータのデータ・タイプが間
違っている
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XTPU$_TOOFEW ERROR パラメータの数が少なすぎる

XTPU$_TOOMANY ERROR パラメータの数が多すぎる
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この組込みプロシージャは，UCS-2 (Universal Character Set (ISO 10646)の 2
オクテット表現，いわゆるUnicode)と文字との相互変換を行います。またキーに
対応する文字を得るためにも使用されます。

形式

{integer3 | string2} := CODE ({integer1 | keyword | string1} [， integer2])

引数

integer1

UCS-2での文字の 10進数表現。 0から 65535までの値が有効です。それ以外の数
字を渡したときの動作は定義されていません。

keyword

対応する文字が必要なキーの名前。プリント可能な文字に対応しないキーのキー名
を指定した場合には， CODEはUCS-2の値が 0である文字を戻します。

string1

対応するUCS-2の値が必要な文字。 1文字より長い文字列を指定した場合には，
CODEは最初の文字の値を戻します。

integer2

文字のカラム幅を示す整数。このパラメータは第 1パラメータに整数を指定したと
きのみ指定できます。省略時の値は 1です。漢字など 2カラム文字のUCS-2コー
ドから文字列への変換を行うときは，このパラメータに 2を指定しなければなりま
せん。
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説明

第 1パラメータに整数が与えられたときには，このプロシージャは第 2パラメータ
に指定された数字に従って， 1カラムあるいは 2カラムの文字を通知します。第 1
パラメータの数字と文字の対応は，UCS-2の規定によって決められています。変
換されたコードに対応する文字が表示できるかどうかはチェックされません。

文字列パラメータが与えられたときには，このプロシージャは最初の文字に対応す
るUCS-2コードを通知します。

シグナル・エラー

XTPU$_NULISTRING WARNING 長さ 0の文字列が渡された

XTPU$_ARGMISMATCH ERROR 引数のデータ・タイプが正しくな
い

XTPU$_NEEDTOASSIGN ERROR CODEは代入文の右辺でのみ使用
できる

XTPU$_TOOFEW ERROR 引数の数が少なすぎる

XTPU$_TOOMANY ERROR 引数の数が多すぎる
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COLUMN_LENGTH

この組込みプロシージャは，文字列またはレンジに含まれる文字の，画面上のカラ
ム数を示す整数を通知します。

形式

integer := COLUMN_LENGTH ({buffer | range | string})

引数

buffer

カラム長を知りたいバッファの名前。バッファを指定した場合，行の終端はカラム
数としてカウントされないので注意してください。

range

カラム長を知りたいレンジの名前。レンジを指定した場合，行の終端はカラム数と
してカウントされないので注意してください。

string

カラム長を知りたい文字列。

説明

バッファ，レンジ，あるいは文字列の中に TAB文字が含まれていたときは， TAB
文字のカラム数は表示されているカラム数に関わらず 1カラムとして計算されま
す。
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シグナル・エラー

XTPU$_ARGMISMATCH ERROR COLUMN_LENGTHのパラメー
タは，バッファ，レンジ，文字列
のいずれかでなければならない

XTPU$_CONTROLC ERROR COLUMN_LENGTHの実行中に
Ctrl/Cが押された

XTPU$_NEEDTOASSIGN ERROR COLUMN_LENGTHは代入文の
右辺でのみ使用できる

XTPU$_TOOFEW ERROR パラメータの数が少なすぎる

XTPU$_TOOMANY ERROR パラメータの数が多すぎる
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CONVERT_KANA

この組込みプロシージャは，日本語OpenVMSかな漢字変換ライブラリを使用し
て，ひらがなまたはカタカナの文字列を漢字に，また，ローマ字をひらがな/カタ
カナの表示に変換します。

形式

[{strint2 | integer2} :=] CONVERT_KANA (keyword [，{string1 | integer1}])

引数

keyword

変換に関する各指示を指定するキーワードで，下記の中から 1つを指定します。指
定するキーワードによって，その他のパラメータや戻り値のデータ・タイプが異な
ります。

START_CONVERSION 新しい変換を開始し，変換文字列を返します

FORWARD 現在の文節の次候補を含む変換文字列を返します

REVERSE 現在の文節の前候補を含む変換文字列を返します

NONE 現時点での変換文字列を返します

END_CONVERSION 漢字辞書を更新します

HIRAGANA 現在の文節をひらがなに変換し，変換文字列を返しま
す

KATAKANA 現在の文節をカタカナ (全角)に変換し，変換文字列を
返します

NARROW_KANA 現在の文節を半角カナに変換し，変換文字列を返しま
す

ROMAN 現在の文節を全角英数字に変換し，変換文字列を返し
ます

SHRINK 現在の文節の長さを縮小し，変換文字列を返します

EXPAND 現在の文節の長さを拡大し，変換文字列を返します
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CLAUSE_OFFSET 現在の文節の漢字列中の文字オフセットを返します

CLAUSE_LENGTH 現在の文節の文字長を返します

PHONETIC_OFFSET 現在の文節の読み文字列中の文字オフセットを返しま
す

PHONETIC_LENGTH 現在の文節の読みの長さを返します

CLAUSE_NEXT 次の文節に移動します

CLAUSE_PREVIOUS 前の文節に移動します

CLAUSE_NUMBER 現在の文節番号を設定します

MAX_CLAUSE_NUMBER 現在の変換文字列の文節数を返します

string1

新しい変換を開始するときの読み文字列。かな漢字変換は全角かなの部分を対象と
します。キーワードが START_CONVERSIONの場合にのみ必要で，それ以外の
場合に指定してはいけません。

integer1

現在の文節を指定した番号の文節に設定します。キーワードが CLAUSE_
NUMBER の場合のみに有効で，それ以外の場合に指定してはいけません。

キーワードが CLAUSE_OFFSETの場合，現在の文節の変換文字列中での文字オ
フセットの値が整数値で返されます。 CLAUSE_LENGTHの場合，現在の文節の
変換後文字列に占める文字長が整数値で返されます。

キーワードが CLAUSE_OFFSET， CLAUSE_LENGTHの場合，変換された文
字列を返します。この文字列は，現在の文節に対応する文字列ではなく，string1

で指定した読み文字列全体に対する変換文字列です。ただし， FORWARD，
REVERSE，HIRAGANAなどの変換操作の対象となるのは，文字列全体ではな
く，現在の文節に対応する文字列です。
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説明

学習機能

かなを漢字に変換する場合，いくつかの候補文字 (同音異字語)が存在することが
あります。このプロシージャは， START_CONVERSIONのキーワードを指定す
ると辞書の第 1候補を返し， FORWARD， REVERSEを指定するとそれぞれ次候
補，前候補を返します。また， END_CONVERSIONを指定するとその時点での
候補の，次に同じ単語の変換 (START_CONVERSION)を開始する時の優先順位が
上がるので，よく使われる単語は再変換の回数が少なくてすむようになります。

変換機能

ASCII(半角) / ROMAN(全角)からひらがな，カタカナ，ローマ字へ，あるいはひ
らがな，カタカナから漢字への変換が可能です。　

START_CONVERSION string1 で指定された読みの変換を開始します。このと
き，string1 に対する文法解析を行い，変換文字列は 1
またはそれ以上の文節に分けられます。このとき，現
在の文節は 1番目の文節となります。

FORWARD 現在の文節の自立語の次候補を求め，新しい変換文字
列を返します。

REVERSE 現在の文節の自立語の前候補を求め，新しい変換文字
列を返します。

NONE 現時点での変換文字列をそのまま返します。

END_CONVERSION 変換文脈を終了し，変換文字列を確定するとともに，
個人辞書の学習を行います。

HIRAGANA 現在の文節をひらがなに変換し，新しい変換文字列を
返します。 ASCII， ROMAN，ひらがなおよびカタカ
ナからなる部分が変換対象となります。

KATAKANA 現在の文節をカタカナ (全角)に変換し，新しい変換文
字列を返します。 1回目に呼ばれた時は文節の自立語
のみをカタカナに変換し， 2回目に呼ばれた時は文節
全体をカタカナに変換します。 STARTの時 string1
にはひらがなで渡されていなければなりません。
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NARROW_KANA 現在の文節を半角カナに変換し，新しい変換文字列を
返します。 1回目に呼ばれた時は文節の自立語のみを
半角カナに変換し， 2回目に呼ばれた時は文節全体を
半角カナに変換します。 STARTの時 string1 にはひ
らがなで渡されていなければなりません。

ROMAN 現在の文節を全角英数字に変換し，新しい変換文字列
を返します。 ASCIIからなる部分のみが変換対象とな
ります。

SHRINK 現在の文節の長さを 1文字分縮小し，文法解析を再び
行って新しい変換文字列を返します。文法解析の結
果，文節の長さが 1以上縮小されることもあります。

EXPAND 現在の文節の長さを拡大し，文法解析をやりなおして
新しい変換文字列を返します。

一般的に，文節の縮小/拡大を実行すると，現在の文節以降の文字列が変化し，そ
れに伴って文節数も変化する可能性が高いので注意してください。

CLAUSE_OFFSET 現在の文節が，変換文字列の中のどの位置から始まる
かを文字オフセットとして返します。文節移動を行っ
た結果として値が変化します。

CLAUSE_LENGTH 現在の文節の長さを返します。変換操作を行った後は
値が変化する可能性があります。

PHONETIC_OFFSET 現在の文節が，読み文字列の中のどの位置から始まる
かを文字オフセットとして返します。文節移動を行っ
た結果として値が変化します。

PHONETIC_LENGTH 現在の文節の読み文字列の長さを返します。変換操作
を行った後は値が変化する可能性があります。

CLAUSE_NEXT 変換対象を次の文節に移動します。この結果，
FORWARD， REVERSEなどの対象となる部分が次
の文節に移動します。

CLAUSE_PREVIOUS 変換対象を前の文節に移動します。現在の文節が先頭
の文節である場合，最後の文節に移動します。この結
果， FORWARD， REVERSEなどの対象となる部分
が次の文節に移動します。

CLAUSE_NUMBER パラメータ integer1 で指定した文節を現在の文節とし
ます。integer1 を指定しなかったときは，現在の文節
の文節番号を返します。

MAX_CLAUSE_NUMBER 現在の変換文字列の文節数を返します。
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シグナル・エラー

XTPU$_ROUND INFORMATION FORWARDによる次候補が一巡
して最初の単語に戻った

XTPU$_NEEDTOASSIGN ERROR 返される値を代入する変数が必
要である

XTPU$_NODIC WARNING この編集セッションでは辞書を
使用していない

XTPU$_BADVALUE ERROR 指定した整数値が有効な範囲内
にない

XTPU$_CNVERR ERROR かな漢字変換ルーチンの内部エ
ラーが発生した

XTPU$_DICUPDERR ERROR 個人辞書の更新時にエラーが発
生した

XTPU$_INVPARAM ERROR 引数の型が正しくない

XTPU$_NOCLA ERROR 変換対象となる文節が指定され
ていない，変換を開始していな
い

XTPU$_NODICENT WARNING 文節の縮小あるいは拡大ができ
ない。単語が辞書にない (変換
不可能)

XTPU$_STRTOOLONG ERROR 入力文字数が 253文字を越えた

XTPU$_TOOFEW ERROR パラメータの数が少なすぎる

XTPU$_TOOMANY ERROR パラメータの数が多すぎる

XTPU$_TRUNCATE WARNING 変換文字列が長すぎるため，切
り捨てが行われた
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DEC_KANJI

この組込みプロシージャは，文字と文字コード (ASCIIコードあるいはDEC漢字
コード)の相互変換をします。

形式

{integer2 | string2} := DEC_KANJI ({integer1 | string1})

引数

integer1

ASCII文字あるいは漢字に変換したい整数。 ASCIIあるいはDEC漢字セットで決
められた整数 (10進数)。

string1

ASCIIコードあるいはDEC漢字コードを得たい文字。

説明

整数パラメータが与えられたときには，このプロシージャは指定された数字に従っ
て，文字を通知します。数字と文字の対応は， ASCIIおよびDEC漢字セット規定
によって決められています。文字が定義されていない値が指定されたときには，値
が 0の文字を戻します。

文字列パラメータが与えられたときには，このプロシージャは最初の文字に対応す
る ASCIIコードあるいはDEC漢字コードを戻します。
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シグナル・エラー

XTPU$_NULLSTRING WARNING 長さ 0の文字列が渡された

XTPU$_ARGMISMATCH ERROR 引数のデータ・タイプが正しくな
い

XTPU$_NEEDTOASSIGN ERROR DEC_KANJIは代入文の右辺での
み使用できる

XTPU$_TOOFEW ERROR 引数の数が少なすぎる

XTPU$_TOOMANY ERROR 引数の数が多すぎる

例

次のサンプル・プロシージャは， JIS漢字セットの任意の 1区のテーブルをバ
ッファに挿入します。たとえば， user_kanji_list (20)を実行すると，第 20区
のテーブルを現在のカーソルの位置に挿入します。

PROCEDURE user_kanji_list (jis_ku)
LOCAL cnt, col, low_byte;

cnt := jis_ku * 256 + 41120;
max := cut + 94;

COPY_TEXT (FAO(’第 !ZL 区’, jis_ku));
SPLIT_LINE;
COPY_TEXT ("0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F");
SPLIT_LINE;
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COPY_TEXT (user_hex(cnt) + ’ ’);
col := 1;
LOOP

EXITIF cnt 〉max;
IF col 〉16 THEN

SPLIT_LINE;
UPDATE (current_window);
col := 1;
COPY_TEXT (user_hex(cnt) + ’ ’);

ENDIF;
low_byte := cnt-((cnt / 256)*256);
IF low_byte〈〉160 THEN

COPY_TEXT (’ ’+ DEC_KANJI(cnt));
ELSE

COPY_TEXT (’ ’);
ENDIF;
cnt := cnt + 1;
col := col + 1;

ENDLOOP;
SPLIT_LINE;

ENDPROCEDURE;

PROCEDURE user_hex (dec_num)
LOCAL res, rmn, temp;

temp := dec_num;
IF temp =0 THEN

res := ’0’
ELSE

res := ’’
ENDIF;
LOOP

EXITIF temp 〈= 0;
rmn := temp-((temp / 16) * 16);
temp := temp / 16;
IF (0〈 rmn) AND (rmn〈 16) THEN

res := SUBSTR (’123456789ABCDEF’, rmn, 1) + res;
ELSE

res := ’0’ + res;
ENDIF;

ENDLOOP;
user_hex := res;

ENDPROCEDURE;
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DELETE_TANGO

この組込みプロシージャは，単語とその読みを個人辞書から削除します。

形式

DELETE_TANGO (string1, string2)

引数

string1

辞書から削除される単語の読みを表わすひらがな文字列。

string2

辞書から読みを削除される単語。

説明

この組込みプロシージャは，個人辞書から単語の読みを削除します。これは日本語
OpenVMSかな漢字変換ライブラリを使用しています。単語とその読みは，個人辞
書に登録されているものでなければなりません。

『日本語ライブラリ 利用者の手引き』 "かな漢字変換ライブラリ "の JLB$DEL_
TANGOを参照してください。
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シグナル・エラー

XTPU$_NODIC WARNING この編集セッションでは個人辞書
は使用していない

XTPU$_NODICENT WARNING 個人辞書に指定された単語が見つ
からない

XTPU$_DICUPDERR ERROR 個人辞書の変更時にエラーが発生
した

XTPU$_INVPARAM ERROR 引数のデータ・タイプが正しくな
い

XTPU$_NORETURNVALUE ERROR DELETE_TANGOは値を返さな
い

XTPU$_TOOFEW ERROR 引数の数が少なすぎる

XTPU$_TOOMANY ERROR 引数の数が多すぎる

例

1. DELETE_TANGO ("じゅうしょ", "東京都あきる野市")

このステートメントは，個人辞書に登録されている単語 "東京都あきる野市
"と，その読み "じゅうしょ "を個人辞書から削除します。

次のサンプル・プロシージャは，選択された単語を個人辞書から削除します。
読みがなを引数としてとり，引数が空文字であると，その読みをローマ字で入
力するように要求します。単語が選択されていない場合や削除に失敗した (単語
とその読みが正しくない)ときにはエラー・メッセージが表示されます。このプ
ロシージャで用いている user_select_positionは，選択開始位置を示すグロー
バル変数です。

! This procedure specifies start position of selection
PROCEDURE user_select
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ON_ERROR
IF error = XTPU$_ONESELECT THEN

MESSAGE ("すでに選択されています。");
RETURN;

ENDIF;
ENDON_ERROR;

user_select_position := SELECT (reverse);

ENDPOROCEDURE

! This procedure removes selected TANGO and its YOMIGANA
! from personal dictionary.
PROCEDURE user_delete_tango (yomi)

LOCAL yomigana, tango_range, tango;

ON_ERROR
IF (error = XTPU$_NOSELECT) OR (error = XTPU$_SELRANGEZERO) THEN

MESSAGE ("単語が選択されていません。");
ELSE

MESSAGE ("単語を削除できません。");
ENDIF;
user_select_position := 0;
RETURN;

ENDON_ERROR;

tango_range := select_range;
user_select_position := 0; ! This global variable is used to

! specify start position of selection
POSITION (BEGINNING_OF(tango_range));
tango := SUBSTR (tango_range, 1, LENGTH(tango_range));
tango_range := 0;
yomigana := yomi;
IF yomigana = ’’THEN

yomigana := READ_LINE ("読みがなをローマ字で入力してください:");
ENDIF;
CHANGE_CASE (yomigana, KANA);

DELETE_TANGO (yomigana, tango);

ENDPROCEDURE;
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ENTER_TANGO

この組込みプロシージャは，単語とその読みを個人辞書に登録します。

形式

ENTER_TANGO (string1, string2)

引数

string1

個人辞書に登録する単語の読みを表わすかな文字列。

string2

個人辞書に登録する単語。

説明

このプロシージャは，個人辞書に新しい単語とその読みを登録します。これは日本
語OpenVMSかな漢字変換ライブラリを使用しています。単語とその読みは，個
人辞書に登録されているものであってはなりません。

『日本語ライブラリ 利用者の手引き』の "かな漢字変換ライブラリ "の JLB$ENT_
TANGOを参照してください。
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シグナル・エラー

XTPU$_NODIC WARNING この編集セッションでは個人辞書
は使用していない

XTPU$_DICUPDERR ERROR 個人辞書の変更時にエラーが発生
した

XTPU$_INVPARAM ERROR 引数のデータ・タイプが正しくな
い

XTPU$_NORETURNVALUE ERROR ENTER_TANGOは値を返さない

XTPU$_TOOFEW ERROR 引数の数が少なすぎる

XTPU$_TOOMANY ERROR 引数の数が多すぎる

例

1. ENTER_TANGO ("じゅうしょ", "東京都あきる野市")

このステートメントは，個人辞書に単語 "東京都あきる野市 "と，その読み "じ
ゅうしょ "を新しく登録します。

次のサンプル・プロシージャは，選択された単語を個人辞書に登録します。読
みがなを引数としてとり，引数が空文字であると，その読みをローマ字で入力
するように要求します。単語が選択されていないときや登録に失敗した (単語と
その読みが正しくない)ときにはエラー・メッセージを表示します。このプロシ
ージャで用いている user_select_positionは，選択開始位置を示すグローバル
変数です。

PROCEDURE user_select

! This procedure specifies start position of selection
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ON_ERROR
IF error = XTPU$_ONESELECT THEN

MESSAGE ("すでに選択されています。");
RETURN;

ENDIF;
ENDON_ERROR;

user_select_position := SELECT (REVERSE);

ENDPROCEDURE;

! This procedure reserves selected TANGO and its YOMIGANA
! in personal dictionary.
PROCEDURE user_enter_tango (yomi)

LOCAL yomigana, tango_range, tango;

ON_ERROR
IF (error = XTPU$_NOSELECT) OR (error = XTPU$_SELRANGEZERO) THEN

MESSAGE ("単語が選択されていません。");
ELSE

MESSAGE ("単語を登録できません。");
ENDIF;
user_select_position := 0;
RETURN;

ENDON_ERROR;

tango_range := select_range;
user_select_position := 0; ! This global variable is used to

! specify start position of selection
POSITION (BEGINNING_OF(tango_range));
tango := SUBSTR (tango_range, 1, LENGTH(tango_range));
tango_range := 0;
yomigana := yomi;
IF yomigana = ’’ THEN

yomigana := READ_LINE ("読みがなをローマ字で入力してください：");
ENDIF;
CHANGE_CASE (yomigana, KANA);

ENTER_TANGO (yomigana, tango);

ENDPROCEDURE;
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この組込みプロシージャは，制御文字列をフォーマッティングされた ASCII出力
文字列に変換するために， Formatted ASCII OUTPUT ($FAO)システム・サービ
スをコールします。 FAOディレクティブに対する引数を制御文字列として指定す
ることにより，$FAOシステム・サービスによって実行される処理を制御すること
ができます。 FAO組込みプロシージャはフォーマッティングされた ASCII出力を
含む文字列を通知します。

FAOには最大 127個までのパラメータを指定することができます。

FAOは，指定された文字列をメッセージ・コードセットに指定されたコードセッ
トに変換して，$FAOシステム・サービスを呼び出します。このため，そのとき
のメッセージ・コードセットで表現できない文字は， FAOを呼び出した結果，
失われます。メッセージ・コードセットについて詳しくは， SET (MESSAGE_
CODESET)組込みプロシージャを参照してください。

$FAOシステム・サービスについての詳しい説明は，『OpenVMS System
Services Reference Manual』を参照してください。

形式

string2 := FAO (string1 [， FAO parameters])

引数

string1

引用符で囲まれた文字列，文字列定数を含む変数名，または文字列を表わす式であ
り，固定長テキストの出力文字列と FAOディレクティブから構成されます。
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文字列の一部として指定することができる FAOディレクティブは下記のとおりで
す。

!AS 文字列を入力されたとおりに挿入する

!OL 倍長語 (ロングワード)を 8進数に変換する

!XL 倍長語 (ロングワード)を 16進数に変換する

!ZL 倍長語 (ロングワード)を 10進数に変換する

!UL 倍長語 (ロングワード)を 10進数に変換するが，負の数値に対する調整は実行し
ない

!SL 倍長語 (ロングワード)を 10進数に変換し，負の数値も正しく変換する

!/ 新しい行を挿入する (キャリッジ・リターン/ライン・フィード)

!_ タブを挿入する

!^ フォーム・フィードを挿入する

!! 感嘆符を挿入する

!%S 最後に変換された数値が 1でない場合には Sを挿入する

!%T パラメータとして 0を入力した場合には，現在の時刻を挿入する (DEC XTPU
は 4倍長語を使用しないため，特定の時刻を渡すことはできない)

!%D パラメータとして 0を入力した場合には，現在の日付と時刻を挿入する (DEC
XTPUは 4倍長語を使用しないため特定の日付を渡すことはできない)

FAOパラメータについては『OpenVMS System Services Reference Manual』を
参照してください。一般的には， FAOパラメータは string1 の FAOディレクティ
ブに対応しています。

説明

FAO組込みプロシージャについての説明は，『Guide to the DEC Text Processing
Utility』を参照してください。

FAO組込みプロシージャの引数に指定される文字列は，メッセージ・コードセッ
トに指定される文字列でなければなりません。メッセージ・コードセットについて
の詳しい説明は， SET (MESSAGE_CODESET)を参照してください。
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シグナル・エラー

XTPU$_INVFAOPARAM WARNING 引数が整数または文字列でない

XTPU$_INVPARAM ERROR FAOの第 1引数は文字列でなけ
ればならない

XTPU$_NEEDTOASSIGN ERROR FAO組込みプロシージャは代入
文の右辺でのみ使用できる

XTPU$_TOOFEW ERROR 引数の数が少なすぎる
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FILL

この組込みプロシージャは，指定されたバッファまたはレンジに含まれるテキスト
のフォーマットを変更することにより，テキスト・ラインをほぼ同じ長さにそろえ
ます。

形式

FILL ({buffer | range}, [string [， integer1 [， integer2 [， integer3]]]])

引数

buffer

形式を変更したいテキストを含むバッファ。

range

形式を変更したいテキストを含むレンジ。

string

テキストをバッファに挿入するときにワード区切り文字として使用したい文字の集
合。半角の空白文字は常にワード区切り文字です。

integer1

左マージンの値。左マージンの値は 1以上で，右マージンの値より小さくなければ
なりません。省略時にはバッファの左マージンが使われます。

integer2

右マージンの値。右マージンの値は左マージンよリ大きく，バッファの最大レコー
ド・サイズ以下でなければなりません。省略時にはバッファの右マージンが使われ
ます。
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integer3

最初の行の段付けの値。この値は最初の行の左マージンを変更します。値は正負共
に有効ですが，この値を左マージンに足した結果が 1以上で，かつ右マージンよリ
小さくなければなりません。省略時には 0が使われます。

説明

FILL組込みプロシージャに関しての基本的な説明は，『DEC Text Processing
Utility Reference Manual』を参照してください。

DEC XTPUでは FILL組込みプロシージャが 2カラム以上の文字 (複数カラム文
字)を扱うことができます。複数カラム文字が含まれているときには， 1カラム文
字のワード区切り文字に加えて， 2つの複数カラム文字の間もワード区切りとして
扱われます。すなわち， 2つの複数カラム文字の間で行が分割されることがありま
す。

DEC XTPUの FILL組込みプロシージャでは，日本語の禁則処理をすることが
できます。行頭禁則文字の指定には， SET (FILL_NOT_BEGIN)を，行末禁則
文字の指定には， SET (FILL_NOT_END)を使います。また， SET (MARGIN_
ALLOWANCE)で，右マージンの右側に置くことのできる行頭禁則文字の文字数
を指定することができます。

Latin文字からなる文章に FILLを実行したときに行末に空白文字がくると，その
空白文字は削除されます。また， FILLの結果複数行がつながると，その間に空白
文字が置かれます。しかし複数カラム文字が含まれているときには，この機能が不
要になることがあります。そのようなときには， SET (FILL_TRIM_SPACE)で
FILLを実行するときに，空白文字の削除および追加を行うかどうかを制御できま
す。
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シグナル・エラー

XTPU$_BADMARGINS WARNING 正しくない FILLのマージンが
指定された

XTPU$_INVRANGE WARNING 正しくないレンジ領域が指定さ
れた

XTPU$_NOTMODIFIABLE WARNING 変更が禁止されているバッファ
で FILLを実行することはでき
ない

XTPU$_ARGMISMATCH ERROR パラメータのデータ・タイプが
正しくない

XTPU$_CONTROLC ERROR FILLの実行中に Ctrl/Cが押され
た

XTPU$_INVPARAM ERROR パラメータのデータ・タイプが
正しくない

XTPU$_NOCACHE ERROR 割り当てられたメモリの不足で
新しい行が作れない

XTPU$_TOOFEW ERROR パラメータの数が少なすぎる

XTPU$_TOOMANY ERROR パラメータの数が多すぎる
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この組込みプロシージャは，編集コンテキストの現在のステータスに関する情報を
通知します。GET_INFOが通知する情報のリストのうち，DEC XTPUで拡張さ
れたものが表 4–2と表 4–3にまとめられているので参照してください。

形式

return_value := GET_INFO (parameter1, parameter2)

形式

return_value := GET_INFO (parameter1, parameter2, parameter3)

引数

parameter1

DEC XTPUのデータ・タイプまたはキーワード。GET_INFOは，parameter1 と
して指定されたアイテムに関する情報を通知します。parameter1 として指定でき
るデータ・タイプのうちDEC XTPUで拡張されたものについては，表 4–2を参照
してください。また，parameter1 として指定できるキーワードのうちDEC XTPU
で拡張されてものについては，表 4–3を参照してください。

parameter2

引用符で囲まれた文字列，変数名，または表 4–2または表 4–3の文字列定数を表
わす式。parameter2 として使用される文字列は，parameter1 で指定されたアイテ
ムに関して要求される情報の種類を指定します。文字列は大文字で入力しても小文
字で入力してもかまいません。

parameter3

引用符で囲まれた文字列，変数名。
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parameter1 が SCREENで paramerter2 が "video_character_set"という文字列の
ときは，parameter3 には文字セットを示すキーワードを与えます。有効なキーワ
ードはDEC_SUPPLEMENTAL， LATIN1_SUPPLEMENTAL， JIS_ROMAN，
JIS_KATAKANA，KANJI_1，またはKANJI_UDCです。

説明

要求される情報の種類に応じて，GET_INFOは以下のいずれかを通知します。

• アレイ

• バッファ

• 整数 (真という値は 1として，また偽という値は 0として通知される)

• キーワード

• マーカ

• プロセス

• レンジ

• 文字列

• ウィンドウ

表 4–2 GET_INFO - parameter1として変数を使用する場合

parameter1 parameter2 戻り値 戻り値の説明

バッファ変数 "character_index" 整数 現在の編集位置の文字境界
からのカラム・オフセット

"character_length" 整数 現在の編集位置の文字のカ
ラム長

"codeset" キーワード バッファのコードセットを
示すキーワード

(次ページに続く)
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表 4–2 (続き) GET_INFO - parameter1として変数を使用する場合

parameter1 parameter2 戻り値 戻り値の説明

"output_codeset" キーワード バッファの出力コードセッ
トを示すキーワード

マーカ変数 "character_index" 整数 マーカの文字境界からのカ
ラム・オフセット

"character_length" 整数 マーカのある文字のカラム
長

表 4–3 GET_INFO - parameter1としてキーワードを使用する場合

parameter1 parameter2 戻り値 戻り値の説明

COMMAND_LINE "codeset" キーワード /CODESET=に指定したコ
ードセット名

"kanji_dictionary" 1整数
(1か 0)

/KANJI_DICTIONARYが
アクティブであるかどうか
を示す値 (省略時の値によ
って，または DEC XTPU
を呼び出すときに/KANJI_
DICTIONARYを指定する
ことによって)

"kanji_dictionary_file" 文字列 /KANJI_DICTIONARY=に
指定した個人辞書ファイル
名

SCREEN "video_character_set" 1整数
(1か 0)

第 3パラメータで指定した
文字セットを画面に表示で
きるかどうかを示す値

SYSTEM "codeset" キーワード システム・コードセットを
示すキーワード

"fill_not_begin" 文字列 行頭禁則文字からなる文字
列

"fill_not_end" 文字列 行末禁則文字からなる文字
列

11という整数値は条件が真であることを示し， 0という整数値は偽であることを示す。

(次ページに続く)
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表 4–3 (続き) GET_INFO - parameter1としてキーワードを使用する場合

parameter1 parameter2 戻り値 戻り値の説明

"fill_trim_space" 1整数
(1か 0)

FILL組込みプロシージャ
で分割された行の最後の空
白文字を取り除くかどうか
を示す値

"jis_roman" 1整数
(1か 0)

JISローマ字文字セットが
ASCII文字セットに代わっ
て使われるかどうかを示す
値

"kanji_dictionary_file" 文字列 DEC XTPUが呼びだされ
たときに使用された個人辞
書ファイル名

"keyboard_codeset" キーワード キーボード・コードセット
を示すキーワード

"margin_allowance" 整数 右マージンを越えて置くこ
とができる行頭禁則文字の
数

"message_codeset" キーワード メッセージ・コードセット
を示すキーワード

11という整数値は条件が真であることを示し， 0という整数値は偽であることを示す。

シグナル・エラー

XTPU$_BADREQUEST WARNING 2番目の引数によって指定される
要求が最初の引数のデータ・タイ
プに対して正しくないものである

XTPU$_BADKEY WARNING 最初の引数として誤ったキーワー
ド値，または認識されないデー
タ・タイプが渡されていた

XTPU$_NOBREAKPOINT WARNING 文字列定数が使用できるのはブレ
ーク・ポイントの後のみである

XTPU$_NOCRRENTBUF WARNING 現在のバッファが定義されていな
い
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XTPU$_NOKEYMAP WARNING キー・マップが定義されていない

XTPU$_NOKEYMAPLIST WARNING キー・マップ・リストが定義され
ていない

XTPU$_NONAMES WARNING 要求された名前にマッチするもの
がない

XTPU$_INVPARAM ERROR 引数のデータ・タイプに誤りがあ
る

XTPU$_NEEDTOASSIGN ERROR GET_INFO組込みプロシージャ
は代入文の右辺でのみ使用できる

XTPU$_TOOFEW ERROR 引数の数が少なすぎる

XTPU$_TOOMANY ERROR 引数の数が多すぎる

XTPU$_UNKEYWORD ERROR 引数に誤ったキーワードが使われ
た

例

1. my_dictionary := GET_INFO (SYSTEM, "kanji_dictionary_file");

この代入ステートメントは，現在使用中の個人辞書の名前をmy_dictionaryと
いう変数に代入します。

2. current_codeset := GET_INFO (CURRENT_BUFFER, "codeset");

この代入ステートメントは，現在のバッファのコードセットを current_codeset
という変数に代入します。
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KEY_NAME

この組込みプロシージャは， 1つのキーまたは複数のキーの組合わせを示すDEC
XTPUキーワードを通知します。

形式

keyword2 := KEY_NAME ({integer | key-name | string} [， SHIFT_KEY] [，{FUNCTION | KEYPAD}])

引数

integer

キーを示すキーワードの整数表現，DEC XTPUが ISO Latin1文字セットに解釈
する 0から 255までの整数。

key-name

キーに対するDEC XTPUキー名を示すキーワード。

string

メイン・キーボードのキーの値を示す文字列。

SHIFT_KEY

戻されるキーワードの前に 1つまたは複数のシフト・キーが存在することを示すパ
ラメータ。 SHIFT_KEYはDEC XTPUが定義する SHIFTキーで， (省略時の値
はPF1 )，キーボードのShiftキーではありません。

FUNCTION

パラメータでファンクション・キーによって発生するコードを指定していることを
示す。

KEYPAD

パラメータでキーパッドによって発生するコードを指定していることを示す。
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説明

KEY_NAME組込みプロシージャについての基本的な説明は，『DEC Text
Processing Utility Reference Manual』を参照してください。　

string パラメータに，日本語の全角文字を指定することができます。また，日本語
の全角文字もキー定義に使用することができます。

シグナル・エラー

XTPU$_BADKEY WARNING 指定できるキーワードは
SHIFT_KEY， FUNCTION，
KEYPADのみである

XTPU$_INCKWDCOM WARNING キーワードの組み合せが正しく
ない

XTPU$_MUSTBEONE WARNING 文字列は 1文字でなければなら
ない

XTPU$_NOTDEFINABLE WARNING キーに定義されない値が指定さ
れた

XTPU$_NEEDTOASSIGN ERROR KEY_NAMEは代入文の右辺で
のみ使用できる

XTPU$_ARGMISMATCH ERROR パラメータのデータ・タイプが
正しくない

XTPU$_TOOFEW ERROR パラメータの数が少なすぎる

XTPU$_TOOMANY ERROR パラメータの数が多すぎる

例

1. key1 := KEY_NAME (’タ’)

この代入ステートメントはキーボードの "タ "というキーに対して key1という
キー名を作成します。
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2. key2 := KEY_NAME (’タ’, SHIFY_KEY)

この例では，キーの組合せに対してキー名を作成するためにKEY_NAMEが使
用されています。
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この組込みプロシージャは，現在のバッファの現在の文字位置にマーカを設定
して，そのマーカを戻します。マーカがスクリーンにどのように表示されるかを
(NONE， REVERSE， BOLD，またはUNDERLINE)指定しなければなりませ
ん。

形式

marker := MARK (keyword)

引数

keyword

以下のいずれかのキーワードを使用しなければなりません。

BLINK マーカが点滅することを指定します。

BOLD マーカがボールド体で表示されることを指定します。

FREE_CURSOR マーカがフリー・マーカ (文字に対応しないマーカ)であることを指定
します。MARK (FREE_CURSOR)が実行されたときのカーソル位置
が，行頭より前，行末より後ろ，タブの中， DEC漢字文字の第 2カラ
ム上，バッファの終端より下でないときにはフリー・マーカにはなりま
せん。フリー・マーカはビデオ属性を持ちません。

NONE ビデオ属性がマーカに適用されないことを指定します。

REVERSE マーカが反転表示されることを指定します。

UNDERLINE マーカにアンダーラインが引かれることを指定します。

説明

MARK組込みプロシージャに関する基本的な説明は，『DEC Text Processing
Utility Reference Manual』を参照してください。
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マーカは文字の境界にセットされます。したがって，たとえば漢字上にカーソルが
あるときに，マーカをセットしようとすると，現在の文字位置が漢字の 2カラム目
にあるときでも，マーカはその文字の 1カラム目にセットされます。ただしフリ
ー・マーカは漢字の 2カラム目にセットすることができます。

シグナル・エラー

XTPU$_NOCURRENTBUF WARNING マーカはバッファ中にのみ設定
できる

XTPU$_TOOFEW ERROR パラメータの数が少なすぎる

XTPU$_TOOMANY ERROR パラメータの数が多すぎる

XTPU$_NEEDTOASSIGN ERROR MARKは代入文の右辺でのみ使
用できる

XTPU$_INVPARAM ERROR パラメータのデータ・タイプが
正しくない

XTPU$_BADKEY ERROR 指定できるキーワードは
NONE， BOLD， BLINK，
REVERSE， UNDERLINE，
FREE_CURSORのいずれかで
ある

XTPU$_UNKKEYWORD ERROR 正しくないキーワードが指定さ
れた

XTPU$_INSVIRMEM FATAL マーカを作るのに十分なメモリ
がない
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PCS_CLASS

この組込みプロシージャは，指定した文字が属する PCS (Primitive Character
Set)をビット・フィールド形式で整数値として戻します。

形式

integer2 := PCS_CLASS (string [， integer1])

引数

string

文字が属する PCSを知りたい文字を指定します。 2文字以上の文字列を指定した
ときには最初の文字のみが有効です。

inteter1

PCSのグループ番号を指定します。このパラメータは将来 32以上の PCSを扱う
ために用意されていますが，現在はグループ番号 0のみが使われますので，省略可
能です。省略時の値は 0です。

説明

次の表は PCSを示すビットの割り当てを示しています。プログラム中では予め定
義された定数と， PCS_CLASSから戻される値を論理演算で比較することになり
ます。

クラス ビット 定数

ASCII_CHAR 0 XTPU$K_ASCII_CHAR

DEC_SUPPLEMENTAL 1 XTPU$K_DEC_SUPP
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クラス ビット 定数

LATIN1_SUPPLEMENTAL 2 XTPU$K_LATIN1_SUPP

JIS_ROMAN 3 XTPU$K_JIS_ROMAN

JIS_KATAKANA 4 XTPU$K_JIS_KATAKANA

KANJI_1 (JIS X0208) 8 XTPU$K_KANJI_1

KANJI_UDC 16 XTPU$K_KANJI_UDC

シグナル・エラー

XTPU$_INVPARAM ERROR 引数の型が正しくない

XTPU$_NEEDTOASSIGN ERROR PCS_CLASSは代入文の右辺での
み使用できる

XTPU$_TOOFEW ERROR パラメータの数が少なすぎる

XTPU$_TOOMANY ERROR パラメータの数が多すぎる
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READ_CHAR

この組込みプロシージャは，次にキーボードから入力される文字を文字列で通知し
ます。

形式

string := READ_CHAR

引数

なし

説明

READ_CHAR組込みプロシージャに関する基本的な説明は，『DEC Text
Processing Utility Reference Manual』を参照してください。

キーボードから入力される文字コードの解釈は，キーボード・コードセットの設定
に従います。詳しくはGET_INFO (SYSTEM， "keyboard_codeset")および SET
(KEYBOARD_CODESET)を参照してください。

シグナル・エラー

XTPU$_NEEDTOASSIGN ERROR READ_CHARは代入文の右辺
でのみ使用できる
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XTPU$_NOCHARREAD WARNING READ_CHARが文字を読まな
かった

XTPU$_TOOMANY ERROR パラメータの数が多すぎる

DEC XTPU組込みプロシージャ 4–65



READ_KEY

READ_KEY

この組込みプロシージャは，次のキーボードからの入力を待ち，そのキーに対する
キーワードを通知します。このプロシージャは，エスケープ・シーケンスを送るキ
ーやコントロール・キーも受け付けます。

形式

keyword := READ_KEY

引数

なし

説明

READ_KEY組込みプロシージャに関する基本的な説明は，『DEC Text
Processing Utility Reference Manual』を参照してください。

キーボードから入力される文字コードの解釈は，キーボード・コードセットの設定
に従います。詳しくはGET_INFO (SYSTEM， "keyboard_codeset")および SET
(KEYBOARD_CODESET)を参照してください。
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シグナル・エラー

XTPU$_CONTROLC ERROR READ_KEYの実行中
に Ctrl/Cが押された

XTPU$_NEEDTOASSIGN ERROR READ_KEYは代入文の右辺で
のみ使用できる

XTPU$_REQUIRESTERM ERROR NODISPLAYモードでは
READ_KEYを使用できな
い

XTPU$_TOOMANY ERROR パラメータの数が多すぎる
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READ_LINE

この組込みプロシージャは，入力を要求するプロンプトとして指定されたテキスト
を表示し，プロンプトに対する応答として入力された情報を読み込みます。読み込
みたい文字の最大のバイト数を指定することもできます。 READ_LINEは，プロ
ンプトに対する応答として入力されたデータを含む文字列を通知します。

形式

string2 := READ_LINE [(string1 [， integer])]

引数

string1

入力を要求するプロンプトとして使用されるテキストを指定します。このパラメー
タは省略することができます。

integer

プロンプトに対する応答として入力されたデータから何バイトを読み込むかを指定
します。指定できる最大値は 132文字です。このパラメータは省略することができ
ます。このパラメータが指定されなかったときには，Returnキーまたは Ctrl/Zが入
力されるまで，あるいは文字列の長さが 132文字になるまで入力できます。

説明

READ_LINE組込みプロシージャに関する基本的な説明は，『DEC Text
Processing Utility Reference Manual』を参照してください。

キーボードから入力される文字コードの解釈は，キーボード・コードセットの設定
に従います。詳しくはGET_INFO (SYSTEM， "keyboard_codeset")および SET
(KEYBOARD_CODESET)を参照してください。
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シグナル・エラー

XTPU$_INVPARAM ERROR パラメータのデータ・タイプが
正しくない

XTPU$_NEEDTOASSIGN ERROR READ_LINEは代入文の右辺で
のみ使用できる

XTPU$_TOOMANY ERROR パラメータの数が多すぎる
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この組込みプロシージャは現在のバッファの現在の文字位置にマーカをセット
して，そのマーカを返します。マーカがスクリーンにどのように表示されるか
を指定しなければなりません (NONE， REVERSE， BOLD， BLINK，または
UNDERLINE)。

SELECTから通知されるマーカは選択・レンジの最初の文字位置を示していま
す。マーカに対して指定したビデオ属性は選択・レンジに含まれるすべての文字に
適用されます。選択・レンジの作成方法については， SELECT_RANGE を参照し
てください。

形式

marker := SELECT (keyword)

引数

keyword

戻されるマーカがスクリーン上でどのように表示されるかを指定します。以下のい
ずれかのキーワードを使用しなければなりません。

BLINK マーカが点滅することを指定します

BOLD マーカがボールド体で表示されることを指定します

NONE ビデオ属性がマーカに適用されないことを指定します

REVERSE マーカが反転表示されることを指定します

UNDERLINE マーカにアンダーラインが引かれることを指定します

4–70 DEC XTPU組込みプロシージャ



SELECT

説明

SELECT組込みプロシージャに関する基本的な説明は，『DEC Text Processing
Utility Reference Manual』を参照してください。　

SELECTが実行されたときに，現在の編集位置が複数カラム文字の 2カラム目以
降にあった場合には，マーカは 1カラム目にセットされます (現在の編集位置は動
きません)。

シグナル・エラー

XTPU$_BADKEY WARNING 正しくないキーワードが指定さ
れた

XTPU$_NOCURRENTBUF WARNING 現在のバッファが設定されてい
ない

XTPU$_ONESELECT WARNING SELECTは現在のバッファです
でに実行中である

XTPU$_TOOFEW ERROR パラメータの数が少なすぎる

XTPU$_TOOMANY ERROR パラメータの数が多すぎる

XTPU$_NEEDTOASSIGN ERROR SELECTは代入文の右辺でのみ
使用できる

XTPU$_INVPARM ERROR SELECTのパラメータがキーワ
ードでない
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SELECT_RANGE

この組込みプロシージャは SELECT組込みプロシージャを使ってセットされたマ
ーカと現在の文字位置の間のすべての文字を含むレンジを通知します。 SELECT_
RANGEの場合，選択されたレンジの中の最後の位置には文字は含まれません。

形式

range := SELECT_RANGE

引数

なし

説明

SELECT_RANGE組込みプロシージャに関する基本的な説明は，『DEC Text
Processing Utility Reference Manual』を参照してください。　

SELECT_RANGEを実行したときに現在の編集位置が複数カラム文字の 2カラム
目以降にあった場合には，編集位置が 1カラム目にあるときと同様に動作します。

シグナル・エラー

XTPU$_NOCURRENTBUF WARNING 現在のバッファが設定されてい
ない
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XTPU$_NOSELECT WARNING 現在のバッファで SELECTが
実行されていない

XTPU$_SELRANGEZERO WARNING 選択されたレンジに文字が入っ
ていない

XTPU$_NEEDTOASSIGN ERROR SELECT_RANGEは代入文の
右辺でのみ使用できる

XTPU$_TOOMANY ERROR パラメータの数が多すぎる
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この組込みプロシージャは，DEC XTPUセッションの特定の機能を設定または変
更するために使用されます。 SET組込みプロシージャでは最初のパラメータとし
てキーワードを指定しなければなりません。キーワードはエディタのどの機能をセ
ットするのかを指定します。セットできる機能はテキスト入力モード，スクリーン
の特定の部分に表示されるテキスト，バッファの方向，バッファのステータスなど
です。

形式

SET (keyword, parameter [ ])

引数

keyword

最初のパラメータとして使用されるキーワードは，設定または変更される機能を指
定します。 SET組込みプロシージャに対して以下のキーワードを指定することが
できます。アスタリスク (＊)がついたものはDEC XTPUで追加されたもので，後
の節で説明されています。

ACTIVE_AREA
AUTO_REPEAT
BELL
CLIENT_MESSAGE
CODESET (＊)
COLUMN_MOVE_VERTICAL
CROSS_WINDOW_BOUNDS
DEBUG
DEFAULT_DIRECTORY
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DEFAULT_FILE
DETACHED_ACTION
DISPLAY_VALUE
DRM_HIERARCHY
ENABLE_RESIZE
EOB_TEXT
ERASE_UNMODIFIABLE
FACILITY_NAME
FILL_NOT_BEGIN (＊)
FILL_NOT_END (＊)
FILL_TRIM_SPACE (＊)
FIRST_INPUT_ACTION
FORWARD
GLOBAL_SELECT
GLOBAL_SELECT_GRAB
GLOBAL_SELECT_READ
GLOBAL_SELECT_TIME
GLOBAL_SELECT_UNGRAB
HEIGHT
ICON_NAME
ICON_PIXMAP
INFORMATIONAL
INPUT_FOCUS
INPUT_FOCUS_GRAB
INPUT_FOCUS_UNGRAB
INSERT
JOURNALING
KEY_MAP_LIST
KEYSTROKE_RECOVERY
KEYBOARD_CODESET (＊)
LEFT_MARGIN
LEFT_MARGIN_ACTION
LINE_NUMBER
MAPPED_WHEN_MANAGED
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MARGINS
MARGIN_ALLOWANCE (＊)
MAX_LINES
MENU_POSITION
MESSAGE_ACTION_LEVEL
MESSAGE_ACTION_TYPE
MESSAGE_CODESET (＊)
MESSAGE_FLAGS
MODIFIABLE
MODIFIED
MOUSE
MOVE_VERTICAL_CONTEXT
NO_WRITE
OUTPUT_CODESET (＊)
OUTPUT_FILE
OVERSTRIKE
PAD
PAD_OVERSTRUCK_TABS
PERMANENT
POST_KEY_PROCEDURE
PRE_KEY_PROCEDURE
PROMPT_AREA
RECORD_ATTRIBUTE
RECORD_MODE
RESIZE_ACTION
REVERSE
RIGHT_MARGIN
RIGHT_MARGIN_ACTION
SCREEN_LIMITS
SCREEN_UPDATE
SCROLL_BAR
SCROLL_BAR_AUTO_THUMB
SCROLLING
SELF_INSERT
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SHIFT_KEY
SPECIAL_ERROR_SYMBOL
STATUS_LINE
SUCCESS
SYSTEM
TAB_STOPS
TEXT
TIMER
TRACEBACK
UID
UNDEFINED_KEY
VIDEO
VIDEO_CHARACTER_SET (＊)
WIDGET
WIDGET_CALL_DATA
WIDGET_CALL_BACK
WIDGET_CONTEXT_HELP
WIDGET_RESOURCE_TYPES
WIDTH

これらの各キーワードとその後に指定されるパラメータについては，以降のページ
で詳しく説明します。キーワードはアルファベット順に説明されています。

parameter [ ]

最初のパラメータの後に指定されるパラメータの数は，どのキーワードを使用した
かによって異なります。パラメータはキーワードの説明の形式の部分に示されてい
ます。

説明

SET組込みプロシージャは編集インタフェースを作成するプログラマ，およびそ
の編集インタフェースを利用する人が使用できるように設計されています。プログ
ラマは編集インタフェースの特定の省略時の動作や，スクリーン表示を設定するこ
とができます。また，ユーザは省略時の動作を変更し， SET組込みプロシージャ

DEC XTPU組込みプロシージャ 4–77



SET

を使って既存の DEC XTPUセッションを簡単にカスタマイズすることができま
す。
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SET (CODESET)

形式

SET (CODESET, {SYSTEM | buffer}, keyword)

引数

CODESET

システムまたはバッファのコードセットを指定するためのキーワード。

SYSTEM

システム・コードセットを設定することを示します。

buffer

コードセットを設定するバッファを指定します。

keyword

設定するコードセットを示すキーワード。指定できるキーワードは，DEC_
MCS， ISO_LATIN1， ASCII_JISKANA，DECKANJI，DECKANJI2000，
SDECKANJI， SJIS，またはUTF8です。

説明

CREATE_BUFFER組込みプロシージャで新しくバッファを作るときには，新し
いバッファのコードセットおよび出力コードセットはシステム・コードセットと同
じになります。

バッファのコードセットには 2種類あり， SET (CODESET)で指定するコードセ
ットは， READ_FILE組込みプロシージャでファイルを読み込むときに使われま
す。ファイルに書き出すときに使用させれるコードセット (出力コードセット)は，
SET (OUTPUT_CODESET)組込みプロシージャで設定します。
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SET (KEYBOARD_CODESET)， SET (MESSAGE_CODESET)， SET
(OUTPUT_CODESET)も参照してください。

シグナル・エラー

XTPU$_TOOFEW ERROR 引数の数が少なすぎる

XTPU$_TOOMANY ERROR 引数の数が多すぎる

XTPU$_INVPARAM ERROR 引数の型が正しくない

XTPU$_BADKEY ERROR 正しくないキーワードが指定され
た

XTPU$_ARGMISMATCH ERROR 引数の型が正しくない
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SET (FILL_NOT_BEGIN)

形式

SET (FILL_NOT_BEGIN, string)

引数

FILL_NOT_BEGIN

行頭禁則文字を指定するためのキーワード。

string

行頭禁則文字からなる文字列。

説明

FILL組込みプロシージャを実行する時に使用する "行頭禁則文字 "を指定します。
FILLは行頭禁則文字に指定された文字が行頭にこないように，行を分割する位置
を決定します。

FILL， SET (FILL_NOT_END)， SET (MARGIN_ALLOWANCE)も参照してく
ださい。

シグナル・エラー

XTPU$_TOOFEW ERROR 引数の数が少なすぎる
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XTPU$_TOOMANY ERROR 引数の数が多すぎる

XTPU$_INVPARAM ERROR 引数の型が正しくない
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SET (FILL_NOT_END)

形式

SET (FILL_NOT_END, string)

引数

FILL_NOT_END

行末禁則文字を指定するためのキーワード。

string

行末禁則文字からなる文字列。

説明

FILL組込みプロシージャを実行する時に使用する "行末禁則文字 "を指定します。
FILLは行末禁則文字に指定された文字が行末にこないように，行を分割する位置
を決定します。

FILL， SET (FILL_NOT_BEGIN)， SET (MARGIN_ALLOWANCE)も参照して
ください。

シグナル・エラー

XTPU$_TOOFEW ERROR 引数の数が少なすぎる
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XTPU$_TOOMANY ERROR 引数の数が多すぎる

XTPU$_INVPARAM ERROR 引数の型が正しくない
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SET (FILL_TRIM_SPACE)

形式

SET (FILL_TRIM_SPACE, {ON | OFF | 1 | 0})

引数

FILL_TRIM_SPACE

FILL組込みプロシージャの実行によって行末にきた空白文字を，取り除くかどう
かを制御することを示すキーワード。

ONまたは 1

FILL組込みプロシージャの実行によって行末にきた空白文字を，取り除くことを
指示します。

OFFまたは 0

FILL組込みプロシージャの実行によって行末にきた空白文字を，取り除かないこ
とを指示します。

説明

FILL， SET (FILL_NOT_BEGIN)， SET (FILL_NOT_END)， SET (MARGIN_
ALLOWANCE)も参照してください。
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シグナル・エラー

XTPU$_TOOFEW ERROR 引数の数が少なすぎる

XTPU$_TOOMANY ERROR 引数の数が多すぎる

XTPU$_INVPARAM ERROR 引数の型が正しくない

XTPU$_BADKEY WARNING 正しくないキーワードが指定され
た

XTPU$_ONOROFF ERROR 第 2パラメータは ON， OFF，
1， 0のいずれかでなければなら
ない
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SET (KEYBOARD_CODESET)

形式

SET (KEYBOARD_CODESET, keyword)

引数

KEYBOARD_CODESET

キーボードのコードセットを指定するためのキーワード。

keyword

設定するキーボード・コードセットを示すキーワード。指定できるキーワ
ードは，DEC_MCS， ISO_LATIN1， ASCII_JISKANA，DECKANJI，
DECKANJI2000， SDECKANJI， SJIS，またはUTF8です。

説明

SET (KEYBOARD_CODESET)はキーボード (端末)から送られるバイト列の解釈
の方法を規定します。たとえば，端末から 177というコードが送られたときに，キ
ーボード・コードセットが ISO_LATIN1に設定されていると半角の "± "という文
字に解釈されますが，キーボード・コードセットが ASCII_JISKANAに設定され
ていると， JISカタカナ文字セット (半角)の "ア "という文字に解釈されます。

UTF8に出力した場合，UTF-8端末を使用していると想定され，画面への出力コ
ードセットもUTF-8となります。この場合，エスケープシーケンスは 7 bitのコー
ドが出力されます。

SET (CODESET)， SET (MESSAGE_CODESET)， SET (OUTPUT_CODESET)
も参照してください。
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シグナル・エラー

XTPU$_BADKEY WARNING 正しくないキーワードが指定され
た

XTPU$_TOOFEW ERROR 引数の数が少なすぎる

XTPU$_TOOMANY ERROR 引数の数が多すぎる

XTPU$_INVPARAM ERROR 引数の型が正しくない
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SET (MARGIN_ALLOWANCE)

形式

SET (MARGIN_ALLOWANCE, integer)

引数

MARGIN_ALLOWANCE

右マージンを越えて置くことができる行頭禁則文字のカラム数を指定するためのキ
ーワード。

integer

右マージンを越えて置くことができる行頭禁則文字のカラム数を指定する整数。

説明

組込みプロシージャ FILLは行頭禁則文字と行末禁則文字を考慮に入れて文字列を
詰め込みます。 SET (MARGIN_ALLOWANCE)を使用して，行頭禁則文字が何カ
ラムまで右マージンを越えた位置に存在できるかを指定できます。

初期値は 0で，行頭禁則文字は右マージンを越えて存在できません。この場合は，
行頭禁則文字が行の先頭にこないように，行頭禁則文字でない文字を伴って次の行
に移されるので，右マージンまで埋まらない行ができることがあります。

FILL， SET (FILL_NOT_BEGIN)， SET (FILL_NOT_END)も参照してくださ
い。
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シグナル・エラー

XTPU$_TOOFEW ERROR 引数の数が少なすぎる

XTPU$_TOOMANY ERROR 引数の数が多すぎる

XTPU$_INVPARAM ERROR 引数の型が正しくない

XTPU$_BADVALUE ERROR 負の値が指定された
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SET (MESSAGE_CODESET)

形式

SET (MESSAGE_CODESET, keyword)

引数

MESSAGE_CODESET

メッセージのコードセットを指定するためのキーワード。

keyword

設定するメッセージ・コードセットを示すキーワード。指定できるキーワ
ードは，DEC_MCS， ISO_LATIN1， ASCII_JISKANA，DECKANJI，
DECKANJI2000， SDECKANJI， SJIS，またはUTF8です。

説明

SET (MESSAGE_CODESET)はメッセージ・ファイルに書かれた内容の解釈の方
法を規定します。たとえばメッセージファイルに 177というコードが書かれていた
ときに，メッセージ・コードセットが ISO_LATIN1に設定されていると半角の "±
"という文字に解釈されますが，メッセージ・コードセットが ASCII_JISKANAに
設定されていると， JISカタカナ文字セット (半角)の "ア "という文字に解釈され
ます。

SET (CODESET)， SET (KEYBOARD_CODESET)， SET (OUTPUT_
CODESET)も参照してください。

DEC XTPU組込みプロシージャ 4–91
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シグナル・エラー

XTPU$_BADKEY WARNING 正しくないキーワードが指定され
た

XTPU$_TOOFEW ERROR 引数の数が少なすぎる

XTPU$_TOOMANY ERROR 引数の数が多すぎる

XTPU$_INVPARAM ERROR 引数の型が正しくない
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SET (OUTPUT_CODESET)

SET (OUTPUT_CODESET)

形式

SET (OUTPUT_CODESET, buffer, keyword)

引数

OUTPUT_CODESET

バッファの出力コードセットを指定するためのキーワード。

buffer

出力コードセットを設定するバッファを指定します。

keyword

設定するコードセットを示すキーワード。指定できるキーワードは，DEC_
MCS， ISO_LATIN1， ASCII_JISKANA，DECKANJI，DECKANJI2000，
SDECKANJI， SJIS，またはUTF8です。

説明

バッファのコードセットには 2種類あり， SET (OUTPUT_CODESET)で指定
するコードセットはWRITE_FILE組込みプロシージャでファイルを書き出す
ときに使われます。ファイルに読み込むときに使われるコードセットは SET
(CODESET)組込みプロシージャで設定します。

SET (CODESET)， SET (KEYBOARD_CODESET)， SET (MESSAGE_
CODESET)も参照してください。
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SET (OUTPUT_CODESET)

シグナル・エラー

XTPU$_BADKEY WARNING 正しくないキーワードが指定され
た

XTPU$_TOOFEW ERROR 引数の数が少なすぎる

XTPU$_TOOMANY ERROR 引数の数が多すぎる

XTPU$_INVPARAM ERROR 引数の型が正しくない
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SET (VIDEO_CHARACTER_SET)

SET (VIDEO_CHARACTER_SET)

形式

SET (VIDEO_CHARACTER_SET, keyword, {ON | OFF | 1 | 0})

引数

VIDEO_CHARACTER_SET

端末に表示する文字セットを設定するキーワード。

keyword

有効または無効にする文字セットを示すキーワード。指定できるキーワード
は，DEC_SUPPLEMENTAL， LATIN1_SUPPLEMENTAL， JIS_ROMAN，
JIS_KATAKANA，KANJI_1，KANJI_3，KANJI_4，またはKANJI_UDCで
す。

ONまたは 1

指定した文字セットを有効にすることを指定します。

OFFまたは 0

指定した文字セットを無効にすることを指定します。

説明

SET (VIDEO_CHARACTER_SET)組込みプロシージャは，端末が持っている文
字セットの情報をDEC XTPUに通知するために使われます。DEC XTPUは，端
末が持っている文字セットの情報を使って，端末が表示できない文字をダイアモン
ド・シンボルで表示する機能を持っています。
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SET (VIDEO_CHARACTER_SET)

しかしDEC XTPUが端末が持っている文字セットの正しい情報を持っていないと
文字化けを起こしたり，表示できるはずの文字がダイアモンド・シンボルになって
しまいます。このような場合は SET (VIDEO_CHARACTER_SET)組込みプロシ
ージャで正しい情報をDEC XTPUに知らせることができます。

シグナル・エラー

XTPU$_BADKEY WARNING 間違ったキーワードが指定された

XTPU$_TOOFEW ERROR 引数の数が少なすぎる

XTPU$_TOOMANY ERROR 引数の数が多すぎる

XTPU$_INVPARAM ERROR 引数の型が正しくない
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SPLIT_LINE

SPLIT_LINE

この組込みプロシージャは現在の行を現在の文字位置で区切り， 2つの行を作成し
ます。

形式

SPLIT_LINE

引数

なし

説明

SPLIT_LINE組込みプロシージャに関する基本的な説明は，『DEC Text
Processing Utility Reference Manual』を参照してください。

現在の文字位置が 2カラム文字の 2カラム目にあるときに SPLIT_LINEを実行す
ると， 1カラム目にあるときと同様に行が分割されます。

シグナル・エラー

XTPU$_NOCURRENTBUF WARNING 現在のバッファが設定されてい
ない
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XTPU$_NOTMODIFIABLE WARNING 変更が禁止されているバッファ
の内容は変更できない

XTPU$_NOCACHE ERROR 十分なメモリがない

XTPU$_TOOMANY ERROR パラメータの数が多すぎる
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SYMBOL

SYMBOL

この組込みプロシージャは， 1～ 3個の文字の組合せをDEC漢字コード中の特殊
文字の 1つに変換してそれを通知します。また，区点コード変換および 16進コー
ド変換を行います。

形式

string2 := SYMBOL (string1)

引数

string1

特殊文字を生成するもととなる文字列。

説明

この組込みプロシージャは， ASCII文字からDEC漢字セットの特殊記号文字お
よび罫線文字の変換およびコード変換を行います。これは日本語OpenVMSかな
漢字変換ライブラリを使っています。変換対応表については，『日本語ライブラ
リ 利用者の手引き』の付録 Bを参照してください。

シグナル・エラー

XTPU$_TOOFEW ERROR 引数の数が少なすぎる

XTPU$_TOOMANY ERROR 引数の数が多すぎる
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SYMBOL

XTPU$_INVPARAM ERROR 引数の型が正しくない

XTPU$_NEEDTOASSIGN ERROR SYMBOLは代入文の右辺でのみ
使用できる

例

このプロシージャは，現在の編集位置に ’≠ ’を挿入します。

PROCEDURE user_symbol
COPY_TEXT (SYMBOL(’=/’));

ENDPROCEDURE;
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VERIFY_BUFFER

VERIFY_BUFFER

この組込みプロシージャは，バッファの中に存在する指定したコードセットで表現
できない文字を検索し，表現できない文字が連続する領域をレンジで戻します。該
当する文字がないときには整数値 0を戻します。

形式

{range | 0} := VERIFY_BUFFER (keyword, {FORWARD | REVERSE})

引数

keyword

コードセットを表すキーワード。指定できるキーワードは，DEC_MCS， ISO_
LATIN1， ASCII_JISKANA，DECKANJI， SDECKANJI， SJISまたはUTF8
です。

FORWARD

現在の変終点からバッファの終わりの方向に検索することを指定するキーワード。

REVERSE

現在の変終点からバッファの先頭の方向に検索することを指定するキーワード。

説明

この組込みプロシージャはWRITE_FILEでファイルに書き込む前に，バッファ
中の文字がそのままファイルに書き込めるかどうかを調べるために使います。
VERIFY_BUFFERで検索された文字列は，指定したコードセットで正しくファイ
ルに書き込むことができません。戻される range には，最初に見つかった該当す
る文字が連続する領域のレンジが入ります。
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VERIFY_BUFFER

シグナル・エラー

XTPU$_BADKEY WARNING 間違ったキーワードが渡された

XTPU$_TOOFEW ERROR 引数の数が少なすぎる

XTPU$_TOOMANY ERROR 引数の数が多すぎる

XTPU$_INVPARAM ERROR 引数の型が正しくない

XTPU$_NEEDTOASSIGN ERROR VERIFY_BUFFER組込みプロシ
ージャは代入文の右辺でのみ使用
できる

4–102 DEC XTPU組込みプロシージャ



5
DEC XTPUの呼び出し

この章ではDEC XTPUの呼び出しについて説明します。特にDEC XTPUを呼び
出すコマンドである EDIT/XTPU コマンドの使い方を詳しく説明しています。

5.1 概要

DECコマンド言語 (DCL)レベルで下記のコマンドを入力すると，DEC XTPUが
呼び出され,編集インタフェースとして日本語 EVEが使用されます。

$ EDIT/XTPU

この章は，以下のような節から構成されています。

• DEC XTPUが回復不可能なエラーを起こさないために，第 5.2節

• DCLコマンド・プロシージャからDEC XTPUを呼び出す場合，第 5.3節

• バッチ・ジョブからDEC XTPUを呼び出す場合，第 5.4節

• DEC XTPUコマンド・ラインの修飾子，第 5.5節

• DEC XTPUで解釈されない修飾子が日本語 EVEによってどのように扱われて
いるか，第 5.5節

• EDIT/XTPUコマンドのパラメータ指定，第 5.6節

5.2 仮想アドレス空間に関するエラーを避ける方法

DEC XTPUはデータをプロセスの仮想メモリ空間で扱います。もし，DEC
XTPUのイメージ，データ構造，およびメモリ中に展開されたファイルに必要な空
間が仮想アドレス空間を越えてしまった時には，DEC XTPUはデータの一部をワ
ーク・ファイルに書き出し，開放されたメモリを必要な処理のために使用します。
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DEC XTPUの呼び出し
5.2仮想アドレス空間に関するエラーを避ける方法

ワーク・ファイルがいっぱいになると XTPU$_GETMEMまたは XTPU$_
NOCACHE というエラー・メッセージが出力されます。不要なバッファを消去す
ることでメモリを開放することもできますが，このようなエラーが発生したときに
は，処理を中断することが望まれます。再起動した後，必要なバッファのみを使用
して処理を続けてください。ワーク・ファイルを十分な容量のあるディスクに置く
ことも可能です。ワーク・ファイルを置くディレクトリは，論理名 XTPU$WORK
で指定してください。

プロセスに割り当てられる仮想アドレス空間を拡げることで，この回復不可能な内
部エラーを避けることもできます。仮想アドレス空間は，以下の二つの要素によっ
て決まります。

• SYSGENパラメータの VIRTUALPAGECNT

• 使用しているアカウントのページ・ファイル・クォータ

VIRTUALPAGECNTはプロセスにマップされる仮想ページの数を制御します。
VIRTUALPAGECNTに関する詳しい説明は，『OpenVMSシステム管理ユーティ
リティ・リファレンス・マニュアル』を参照してください。

ページ・ファイル・クォータは，プロセスに割り当てられるシステム・ページ・
ファイルの数を制御します。ページ・ファイル・クォータに関する詳しい説明
は，『OpenVMSシステム管理ユーティリティ・リファレンス・マニュアル』
の/PGFLQUOTA修飾子を参照してください。

仮想アドレス空間を拡げるためには， VIRTUALPAGECNT とページ・ファイ
ル・クォータの両方を変える必要があるかもしれません。

5.3 DCLコマンド・プロシージャからDEC XTPUを呼び出す
場合

DEC XTPUをコマンド・プロシージャから呼び出さなければならないのは，以下
の 2つの場合です。

• 対話方式の編集のための特殊な環境を設定するため
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5.3 DCLコマンド・プロシージャから DEC XTPUを呼び出す場合

• 対話方式でない，DEC XTPUを使ったアプリケーションを実行するため

5.3.1 特殊な編集環境の設定

最初に必要とする環境を設定し，次にDEC XTPUを呼び出すDCLコマンド・プ
ロシージャを作成すれば，特殊な編集環境でDEC XTPUを実行することができま
す。この場合， SYS$INPUTに SYS$COMMANDと同じ値を代入しなければなり
ません。

$ DEFINE/USER SYS$INPUT SYS$COMMAND

例 5–1は最後に編集したファイルを‘‘記憶’’し，そのファイルをDEC XTPUに対す
る入力ファイルとして使用するDCLコマンド・プロシージャを示したものです。
ファイル名をDCLのシンボル last_file_editidに記憶した後，このDCLコマン
ド・プロシージャは省略時のセクション・ファイル (別のセクション・ファイルを
指定していないため)とユーザ作成コマンド・ファイルを使用してDEC XTPUを
呼び出します。

例 5–1 DCLコマンド・プロシージャ filename.COM

$ IF P1 .NES. "" THEN last_file_edited == P1
$ WRITE SYS$OUTPUT "*** ’’last_file_edited’ ***"
$ DEFINE/USER SYS$INPUT SYS$COMMAND
$ EDIT/XTPU/COMMAND=DISK$:[USER]XTPUINI.TPU ’last_file_edited

例 5–2は FORTRANプログラムのためのタブ・ストップを指定する環境を設定す
るコマンド・プロシージャです。
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5.3 DCLコマンド・プロシージャから DEC XTPUを呼び出す場合

例 5–2 DCLコマンド・プロシージャ fortran_ts.COM

$ IF P1 .EQS. " THEN GOTO REGULAR_INVOKE
$ last_file_edited == P1
$ FTN_TEST = F$FILE_ATTRIBUTES (last_file_edited,"RAT")
$ IF FTN_TEST .NES. "FTN" THEN GOTO REGULAR_INVOKE
$ FTN_INVOKE:
$ DEFINE/USER SYS$INPUT SYS$COMMAND
$ EDIT/XTPU/COMMAND=FTNTABS.TPU ’last_file_edited
$ GOTO TPU_DONE
$ REGULAR_INVOKE:
$ DEFINE/USER SYS$INPUT SYS$COMMAND
$ EDIT/XTPU ’last_file_edited
$ TPU_DONE:

5.3.2 対話方式でない編集環境の設定

一部の編集操作では編集コマンドを対話方式で入力するより，すべての編集コマン
ドをファイルに記憶し，ファイルからそれらのコマンドを読み取る方が便利なこと
があります。また編集結果をスクリーンに表示せずに編集を実行したいこともあり
ます。このような編集操作はバッチ・ジョブから実行することができ，また編集セ
ッションの結果をスクリーンに表示したい場合には，このような編集操作をDCL
コマンド・プロシージャから実行することもできます。実行中の編集操作がスクリ
ーンに表示されない場合でも，コマンド・プロシージャが実行されている間，端末
装置を自由に使用することはできません。

例 5–3は下記の方法でDEC XTPU を呼び出すためのコマンド・ラインを含む
DCLコマンド・プロシージャを示したものです。

コマンド・プロシージャのファイル名は invisible_tpu.COMです。

例 5–3 DCLプロシージャ invisible_tpu.COM

$ EDIT/XTPU/NOSECTION/COMMAND=gsr.TPU/NODISPLAY/NOKANJI_DICTIONARY ’p1’
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5.3 DCLコマンド・プロシージャから DEC XTPUを呼び出す場合

/NOSECTION セクション・ファイルは使用しません (エディタを初期化する
ためにバイナリ・セクション・ファイルのプロシージャやキー
定義は使用されません)。

/COMMAND=gsr.TPU 実行したい編集操作はコマンド・ファイルに含まれています。

/NODISPLAY スクリーン管理機能 (ウィンドウ，カーソルなど)は認識されま
せん。

/NOKANJI_DICTIONARY かな漢字変換辞書を使用しません。

gsr.TPUというファイルは /COMMAND修飾子に対するファイル仕様として使用
されています。これは現在のバッファを探索し，文字列またはパターンを文字列と
置き換えます。例 5–4は gsr.TPUというファイルを示したものです。

例 5–4 DEC XTPUコマンド・ファイル gsr.TPU

PROCEDURE global_search_replace (str_or_pat, str2)

! This procedure performs a search through the current
! buffer and replaces a string or a pattern with a new string

LOCAL src_range, replacement_count;

! Return to caller if string not found
ON_ERROR

msg_text := FAO (’Completed !UL replacement!%S’,
replacement_count);

MESSAGE (msg_text);
RETURN;

ENDON_ERROR;

replacement_count := 0;

LOOP
src_range := SEARCH (str_or_pat, FORWARD);

! Search returns a range if found
ERASE (src_range); ! Remove first string
POSITION (END_OF (src_range));! Move to right place
COPY_TEXT(str2); ! Replace with second string
replacement_count := replacement_count + 1;

ENDLOOP;
ENDPROCEDURE ! global_search_replace

(次ページに続く)
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5.3 DCLコマンド・プロシージャから DEC XTPUを呼び出す場合

例 5–4 (続き) DEC XTPUコマンド・ファイル gsr.TPU

! Executable statements
input_file:=GET_INFO (COMMAND_LINE,’file_name’);
main_buffer:=CREATE_BUFFER (’main’, input_file);
POSITION (BEGINNING_OF (main_buffer));
global_search_replace (’xyz$_’, ’user$_’);
pat1:= ’’ & LINE_BEGIN & ’t’;
POSITION (BEGINNING_OF (main_buffer));
global_search_replace (pat1, ’T’);
WRITE_FILE (main_buffer, ’newfile.dat’);
QUIT;

注意

/NODISPLAYを EDIT/XTPUコマンド・ラインに指定した場合には，キー
を定義することはできません。また編集操作を記憶しているファイルでウ
ィンドウを作成したり操作することもできません。

/NOKANJI_DICTIONARYを EDIT/XTPUコマンド・ラインに指定しなか
った時には，その編集操作に対して変換用個人辞書が割り当てられま
す。このため，バッチ・モードでかな漢字変換機能を使用しない時に
は，/NOKANJI_DICTIONARYを指定しておくことをお勧めします。

QUIT組込みプロシージャまたは EXIT組込みプロシージャを使用してエディタ
を終了する時には，変更したバッファを出力しなければなりません (この操作は
例 5–4に示されています)。バッファの内容を変更したのにそのバッファを出力し
ないと，その変更された内容は失われてしまいます。

5.4 バッチ・ジョブからDEC XTPUを呼び出す場合

端末装置からではなく，バッチ・ジョブで編集操作を実行したい場合には，DCL
の SUBMITコマンドを使用してジョブをバッチ・キューに送ることができます。

たとえば，前の節と同じ編集をバッチ・モードで実行したい場合には，以下のコマ
ンドを入力することができます。
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5.4バッチ・ジョブから DEC XTPUを呼び出す場合

$ SUBMIT invisible_tpu.COM/LOG=invisible_tpu.LOG/parameter=my_file.txt

このジョブはシステムの省略時のバッチ・キューに入力され，結果はバッチ・ジョ
ブが作成する LOGファイルに出力されます。

バッチのようなコマンド・プロシージャに適用される制約条件は，バッチ・ジョブ
にも適用されます。/NODISPLAYをコマンド・ラインで使用するときと，編集操
作を含むファイルで EXIT組込みプロシージャまたはQUIT組込みプロシージャを
使用するときの注意事項について，上記の節を参照してください。

5.5 DEC XTPUコマンド・ラインの修飾子

EDIT/XTPUコマンドにはDEC XTPUあるいはDEC XTPUを使用して書かれた
アプリケーションの動作を制御するために 14個の修飾子があります。修飾子は次
のように 2種類に分類できます。

• DEC XTPUによって使われる修飾子。ここに分類される修飾子は，DEC
XTPUによって省略時の値が定義されています。

• DEC XTPUで書かれたアプリケーションによって使われる修飾子。省略時の値
が，DEC XTPUによって定義されているもの，アプリケーションによって定
義されるもの，両方によって決まるものがあります。

表 5–1は EDIT/XTPUコマンドの修飾子と，それらの省略時の値を定義する部
分，それらの修飾子を解釈する部分を示しています。
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5.5 DEC XTPUコマンド・ラインの修飾子

表 5–1 EDIT/XTPUコマンドの修飾子

修飾子 省略時の値の定義 修飾子の扱い

/[NO]CODESET[=keyword] DEC XTPU DEC XTPU

/[NO]COMMAND[=filespec] DEC XTPU DEC XTPU

/[NO]CREATE 両方 アプリケーション

/[NO]DEBUG[=filespec] DEC XTPU DEC XTPU

/[NO]DISPLAY[=keyword] DEC XTPU DEC XTPU

/[NO]INITIALIZATION[=filespec] 両方 アプリケーション

/[NO]JOURNAL[=filespec] 両方 アプリケーション

/[NO]KANJI_DICTIONARY[=filespec] DEC XTPU DEC XTPU

/[NO]MODIFY アプリケーション アプリケーション

/[NO]OUTPUT[=filespec] 両方 アプリケーション

/[NO]READ_ONLY 両方 アプリケーション

/[NO]RECOVER DEC XTPU DEC XTPU

/[NO]SECTION[=filespec] DEC XTPU DEC XTPU

/START_POSITION[=(line,column)] DEC XTPU アプリケーション

/[NO]WRITE 両方 アプリケーション

以降の節では，修飾子について詳しく説明します。以降の例の中では，修飾子は
EDIT/XTPUコマンドのすぐ後，入力ファイル仕様の前に指定されていますが，修
飾子は EDIT/XTPUコマンドの後なら，コマンド・ラインのどこに指定してもかま
いません。以降の節は，インタフェースとして日本語 EVE使用されていることを
想定して書かれています。したがって，アプリケーションが扱いを指定できる修飾
子も日本語 EVEをもとにして書かれています。日本語 EVEをベースにしないア
プリケーションは，それらの修飾子を違った方法で使用できます。

5.5.1 /CODESET

/CODESET[=keyword]
/CODESET=ISO_LATIN1 ( 省略時設定 )
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DEC XTPUの起動時のシステム・コードセットを指定します。システム・コード
セットは新しくバッファを作る時に使用されますので，組込みプロシージャでシス
テム・コードセットを変更しなければ，作成されるバッファのコードセットおよび
出力コードセットの初期値は/CODESET修飾子で指定した値になります。

/CODESET修飾子のパラメータに指定できるキーワードは以下の通りです。

表 5–2 /CODESET修飾子のパラメータ

キーワード コードセット

DECKANJI DEC漢字コードセット

SDECKANJI Super DEC漢字コードセット

ISO_LATIN1 ISO Latin1コードセット

DEC_MCS DEC MCSコードセット

ASCII_JISKANA ASCII (JISローマ字) + JISカタカナコードセット

SJIS シフト JISコードセット

UTF8 UTF-8コードセット

/CODESET修飾子を指定しなかった場合には，以下のような順序でシステム・コ
ードセットが決められます。

1. 論理名 LANGの定義

論理名 LANGに定義できるものは以下の通りです。大文字小文字の区別はあり
ません。論理名 LANGはプロセスのコードセットの定義を行う場合に使用しま
す。システム全体のコードセットの定義を行う時には論理名 XPG$DEFAULT_
LANG を使用してください。

表 5–3 論理名 LANGの定義

値 コードセット

ja_JP.deckanji DEC漢字コードセット

ja_JP.sdeckanji Super DEC漢字コードセット

en_US.ISO8859-1 ISO Latin1コードセット

ja_JP.sjis シフト JISコードセット
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2. 論理名 XPG$DEFAULT_LANGの定義

論理名 XPG$DEFAULT_LANGに定義できるものは以下の通りです。大文字小
文字の区別はありません。論理名 XPG$DEFAULT_LANGはシステム全体のコ
ードセットの定義を行う場合に使用します。プロセスごとにコードセットを定
義するときには論理名 LANGを使用してください。

表 5–4 論理名 XPG$DEFAULT_LANGの定義

値 コードセット

ja_JP.deckanji DEC漢字コードセット

ja_JP.sdeckanji Super DEC漢字コードセット

en_US.ISO8859-1 ISO Latin1コードセット

ja_JP.sjis シフト JISコードセット

3. 省略値の使用

上記の論理名が定義されていない時にはコードセットの省略値が使用されま
す。省略値は論理名 XTPU$TEXT_LANGUAGEの値によってきまります。
XTPU$TEXT_LANGUAGEが "JAPANESE"と定義されているときはDEC漢
字コードセットがシステム・コードセットになります。それ以外のときには
ISO Latin1コードセットがシステム・コードセットになります。

日本語OpenVMSでは以下のようにシステム論理名が定義されていますので，
/CODESET修飾子を指定しなかった場合には通常DEC漢字コードセットがシス
テム・コードセットになります。

• XTPU$TEXT_LANGUAGE = "JAPANESE"

コマンド・ラインで指定されたコードセットの名前を知るには以下のようにしてく
ださい。変数 Xにはコードセットを示すキーワードが戻ります。

x := GET_INFO (COMMAND_LINE, "codeset");

次のコマンドを実行すると，DEC XTPUは起動時にシステム・コードセットを
Super DEC漢字コードセットに設定し，編集セッションのための入力ファイルと
して letter.txtを使用します。
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$ EDIT/XTPU/CODESET=sdeckanji letter.txt

5.5.2 /COMMAND

/COMMAND[=filespec]
/NOCOMMAND
/COMMAND=XTPU$COMMAND ( 省略時設定 )

DEC XTPUが初期化のために，ユーザ作成コマンド・ファイルを読み取るか
どうかを指定します。コマンド・ファイルは，DEC XTPU上に作られたアプ
リケーションの拡張および変更や，新しいアプリケーションを作るために使
用されます。DEC XTPUコマンド・ファイルの省略時のファイル・タイプ
は.TPUです。ファイル指定にワイルド・カードを使うことはできません。特
に指定しなかった場合，省略時の値によってDEC XTPUは，省略時のディレ
クトリの XTPU$COMMAND.TPUというコマンド・ファイルを読み取ろうと
します。省略時のコマンド・ファイル以外のコマンド・ファイルを使用する場
合には，/COMMAND修飾子の後に完全なファイル仕様を指定するか，または
XTPU$COMMANDという論理名を定義してください。

ユーザがDCLコマンド・ラインで/COMMANDを指定したかどうかは，アプリケ
ーションの中で以下のようにして知ることができます。

x := GET_INFO (COMMAND_LINE, "command");

/COMMANDが指定された時には 1，指定されなかった時には 0が返されます。コ
マンド・ラインで指定されたコマンド・ファイルの名前を知るには以下のようにし
てください。

x := GET_INFO (COMMAND_LINE, "command_file");

以下のコマンドを実行すると，DEC XTPUは sys$login:my_tpu$command.TPU
という名前のコマンド・ファイルを読み取り，編集セッションのための入力ファイ
ルとして， letter.rnoを使用します。

$ EDIT/XTPU/COMMAND=sys$login:my_tpu$command.TPU letter.rno
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DEC XTPUがコマンド・ファイルを処理しないようにするには，/NOCOMMAND
修飾子を使用します。コマンド・ファイルを使用せずにDEC XTPUを呼び出すこ
とが多いときには，以下のようなシンボルを定義しておくと良いでしょう。

$ JEVE == "EDIT/XTPU/NOCOMMAND"

/NOCOMMAND修飾子を使用してコマンド・ファイルを使用しないと，コマン
ド・ファイルの探索が不要になるので，始動時間を短縮することができます。

指定したコマンド・ファイルが存在しないときには，編集を継続せずにDCLに戻
ります。

5.5.3 /CREATE

/CREATE ( 省略時設定 )
/NOCREATE

指定された入力ファイルが存在しないときに，DEC XTPUが新しいファイルを作
成するかどうかを指定します。/CREATEと/NOCREATEが両方とも指定されなか
ったときには，DEC XTPUは/CREATEと解釈しますが，ファイル名は指定され
ません。

DEC XTPUの上にレイヤ構造となっているインタフェースが，この修飾子を処理
します。インタフェースは以下に示すGET_INFO組込みプロシージャを使用する
ことによって，DEC XTPUが呼び出されたときに，修飾子が指定されていたかど
うかを知ることができます。

x := GET_INFO (COMMAND_LINE, "create")

この値が 1のときは，/CREATEが指定されていたことを， 0のときは
/NOCREATEが指定されていたことを示します。

日本語 EVEは，省略時には入力ファイルが存在しないときにファイルを作成し
ます。/NOCREATEを指定して，入力ファイルに存在しないファイルを指定する
と，編集を中断して，DCLコマンド・レベルに戻ります。
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たとえば，現在のデバイスとディレクトリがDISK$:[USER]のときに
NEWFILE.DATという存在しない入力ファイルを指定したときには，DEC
XTPUインタフェースはエラー・メッセージをプリントし，下記のようにDCLコ
マンド・レベルに戻ります。

$ EDIT/XTPU/NOCREATE newfile.dat
入力ファイルがありません: NEWFILE.DAT
$

5.5.4 /KANJI_DICTIONARY

/KANJI_DICTIONARY[=kanji_dictionary_filename]
/NOKANJI_DICTIONARY
/KANJI_DICTIONARY=SYS$LOGIN:JSYKOJIN.JISHO ( 省略時設定 )

DEC XTPUがかな漢字変換用の個人辞書を使用するかどうかを指定します。
指定されないときには，DEC XTPUの省略時の値によって JSY$KOJIN と
いう論理名で示されるファイルを個人辞書として使用しようとします。こ
のときに， JSY$KOJINの論理名にファイルが割り当てられていないと，
SYS$LOGIN:JSYKOJIN.JISHOが個人辞書として使用されます。個人辞書として
使用されるファイルは，日本語OpenVMSの個人辞書ファイルでなければなりま
せん。

/KANJI_DICTIONARY=filespec 修飾子に対する値を指定すれば，個人辞書として
使用されるファイルの名前を指定することができます。この結果，省略時の個人辞
書である SYS$LOGIN:JSYKOJIN.JISHOは無効になります。

下記のコマンドを実行すると，DEC XTPUは personal.jishoというファイルを個
人辞書として使用します。

$ EDIT/XTPU/KANJI_DICTIONARY=personal.jisho

個人辞書として指定されたファイルが存在しないときには，DEC XTPUは個人辞
書を指定されたファイル名で作成して使用します。
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/NOKANJI_DICTIONARYを指定したときには，DEC XTPUは個人辞書を使
用しません。したがって CONVERT_KANA， ENTER_TANGO，DELETE_
TANGOなどの組込みプロシージャを実行することはできません。これらの組込み
プロシージャを実行するには個人辞書が必要で，エラー・メッセージが表示されま
す。

DEC XTPUをバッチ・モードで使用するときのように，かな漢字変換を必要とし
ないときには/NOKANJI_DICTIONARY修飾子を指定すると良いでしょう。

$ EDIT/XTPU/NODISPLAY/NOKANJI_DICTIONARY/NOSECTION/COMMAND=format.tpu

個人辞書の利用方法は，論理名 JSY$KOJIN_MODEによって指定することができ
ます。

1. JSY$KOJIN_MODE="0" (個人辞書共有モード)

個人辞書を用いて変換を行います。個人辞書への学習を行い，単語の登録およ
び削除もできます。辞書を共有することができます。

2. JSY$KOJIN_MODE="1" (個人辞書学習モード)

個人辞書を用いて変換を行います。個人辞書への学習を行い，単語の登録およ
び削除もできます。辞書を共有することはできません。

3. JSY$KOJIN_MODE="2" (個人辞書参照モード)

個人辞書を用いて変換を行います。ただし，個人辞書への学習は行われずに，
単語の登録および削除もできません。個人辞書参照モードどうしなら，個人辞
書を共有することができます。

4. JSY$KOJIN_MODE="3"

個人辞書は使用されません。

JSY$KOJIN_MODEが論理名として定義されていないときの省略値は， "1."の個
人辞書共有モードです。
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5.5.5 /DISPLAY

/DISPLAY=CHARACTER_CELL ( 省略時設定 )
/DISPLAY=DECWINDOWS
/NODISPLAY

DECwindows版とキャラクタセル版のDEC XTPUを選択するには，DEC
XTPUを起動するときにDCLコマンド・ラインの/DISPLAY修飾子で行います。
/DISPLAYコマンド修飾子はオプションです。省略時には，DEC XTPUをワーク
ステーション上で使うか端末上で使うかに関わらず，/DISPLAY=CHARACTER_
CELLが使われます。/DISPLAY=CHARACTER_CELLを指定したときには，
DEC XTPUはキャラクタセル端末用のスクリーン・マネージャを使用します。キ
ャラクタセル端末用のスクリーン・マネージャは日本語DECterm端末エミュレー
タあるいはハードウェア端末上で動作します。

/DISPLAY=DECWINDOWSを指定し，DECwindowsの環境を使うことがで
きるときには，DEC XTPUはDECwindows用のスクリーン・マネージャを
使用して，DEC XTPUのためにDECwindowsのウィンドウを作成します。
/DISPLAY=DECWINDOWSを指定したときに，DECwindowsの環境を使うこと
ができない場合には，DEC XTPUはキャラクタセル端末用のスクリーン・マネー
ジャを使用します。

/NODISPLAY修飾子を使用すると，DEC XTPUは端末装置のスクリーン表示機
能やキーボード機能を使用せずに動作します。次の場合には，/NODISPLAY修飾
子を使用しなければなりません。

• バッチ・ジョブでDEC XTPUプロシージャを実行する場合

• サポートされない端末装置でDEC XTPUを使用する場合

/NODISPLAYを使用する場合には，DEC XTPUのウィンドウ操作コマンドや
スクリーン操作コマンドを実行するとエラーが発生します。また/NODISPLAY
が指定されているときでも，スクリーン操作コマンド (ADJUST_WINDOW，
CREATE_WINDOW，MAP)およびキー定義を含む初期化ファイルは実行するこ
とができます。これらのコマンドは意味のないもので，バッチ・ログ・ファイル
またはスクリーンにエラー・メッセージが通知されることもあります。したがっ
て，/NODISPLAY修飾子を使用するセッションでは，特殊な初期化ファイル (セク
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ション・ファイルまたはコマンド・ファイル)を使用してください。このファイル
にはスクリーン操作コマンド (READ_LINE，MESSAGE，および LAST_KEYは
除きます。これらはいくつかの制限はありますが正しく機能します)やキー定義を
含んでいけません。さらにファイルは，完全なDEC XTPUセッションである必要
があります。つまり， EXITコマンドまたはQUITコマンドで終了していなければ
なりません。

以下のコマンドを実行すると，DEC XTPUは端末装置を使用せずにmy_batch_
file.rnoというファイルを編集します。

$ EDIT/XTPU/NODISPLAY my_batch_file.rno

5.5.6 /INITIALIZATION

/INITIALIZATION[=filespec] ( 省略時設定 )
/NOINITIALIZATION

DEC XTPUを使用して書かれたアプリケーションがイニシャライゼーション・フ
ァイルを実行するかどうかを指定します。この修飾子の使い方は，アプリケーショ
ンによって異なります。

アプリケーションは，次のようにしてユーザがDCLコマンド・ラインで
/INITIALIZATIONを指定したかどうかを調べます。

x := GET_INFO (COMMAND_LINE, "initialization");

この値が 1のときは，/INITIALIZATIONが指定されていたことを， 0のときに
は，指定されていなかったことを示します。コマンド・ラインで指定されたファイ
ル名を知るためには次のようにします。

x := GET_INFO (COMMAND_LINE, "initialization_file");

詳しくは，『Guide to the DEC Text Processing Utility』を参照してください。

DCLコマンド・ラインで/[NO]INITIALIZATIONを指定しなかったときには，
DEC XTPUは/INITIALIZATIONが指定されていたものとして処理を行います。
ただし，省略時のファイル名はありません。省略時のファイル名は，アプリケーシ
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ョンによって指定されます。ユーザがアプリケーションを書くときには，次のよう
なフォーマットのファイルを省略時のファイルとすることをお勧めします。

facility$init.facility

日本語 EVEの省略時のイニシャライゼーション・ファイルは， JEVE$INIT_
V3.EVEです。

日本語 EVEにおいてデバイスやディレクトリを指定しなかったときには，日本語
EVEはまず最初に現在のディレクトリを捜します。指定された (またはデフォル
トの)イニシャライゼーション・ファイルがそこにないときには，日本語 EVEは
SYS$LOGINを捜します。イニシャライゼーション・ファイルが見つかれば，日本
語 EVEはそのファイル中のコマンドを実行します。

日本語 EVEでのイニシャライゼーション・ファイルの使い方について，詳しく
は，『日本語 EVE リファレンス・マニュアル』の "日本語 EVEのカスタマイズ
"を参照してください。

5.5.7 /JOURNAL

/JOURNAL=input_file.TJL
/NOJOURNAL ( 省略時設定 )

割り込まれたセッションから回復できるように，DEC XTPUが編集セッションの
ジャーナル・ファイルを保存するかどうかを指定します。DEC XTPUは 2種類の
ジャーナリングをサポートします。

• キー・ジャーナリング—どのバッファを使用しているかに関わらず， 1つのジ
ャーナル・ファイルにキー入力を保存します。

• バッファ・ジャーナリング—バッファの内容の変化をバッファごとのジャーナ
ル・ファイルに保存します。

この修飾子の処理はDEC XTPU上に作られたアプリケーションの責任です。
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アプリケーションは，次のようにしてユーザがDCLコマンド・ラインで
/JOURNALを指定したかどうかを調べます。

x := GET_INFO (COMMAND_LINE, "journal");

この値が 1のときは，/JOURNALが指定されていたことを， 0のときには，指定
されていなかったことを示します。

あるバッファにたいしてバッファ・ジャーナリングが起動されているかどうかを知
るためには次のようにします。

status := GET_INFO (buffer_name, "journaling");

コマンド・ラインで指定されたキー・ジャーナリングのファイル名を知るためには
次のようにします。

x := GET_INFO (COMMAND_LINE, "journal_file");

詳しくは，『Guide to the DEC Text Processing Utility』を参照してください。

日本語 EVEでは，/JOURNAL修飾子を指定しないか，ジャーナル・ファイル名
を付けずに/JOURNALを指定したときには，バッファ・ジャーナリングが使用さ
れます。バッファ・ジャーナリングの，ジャーナル・ファイルの省略時のファイ
ル・タイプは.XTPU$JOURNALです。

/JOURNAL=filespec というようにジャーナル・ファイル名を指定すると，キー・
ジャーナリングも同時に使用されます。キー・ジャーナリングの，ジャーナル・フ
ァイルの省略時のファイル・タイプは.TJLです。

日本語 EVEで，キー・ジャーナリング，バッファ・ジャーナリングの両方を使わ
ないときには，修飾子に/NOJOURNALを指定してください。たとえば，以下のコ
マンドは日本語 EVEに対してジャーナリングをしないで MEMO.TXTをいうファ
イルを編集することを指示します。

$ EDIT/XTPU/NOJOURNAL memo.txt
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DEC XTPU上にアプリケーションを作る時には， JOURNAL_OPEN組込みプロ
シージャを使用して編集セッションのキー・ジャーナル・ファイルを作成します。
JOURNAL_OPENによってDEC XTPUはキーをジャーナリングするために 500
バイトのバッファを確保します。通常DEC XTPUはそのバッファがいっぱいにな
ったときにバッファの内容をジャーナル・ファイルに書き出します。

/NOJOURNALを指定してバッファ・ジャーナリングを起動させていないとき
でも， SET (JOURNALING)組込みプロシージャを使用して起動できます。
SET (JOURNALING)はジャーナリングの頻度を設定する際にも使用されます。
JOURNAL_OPENおよび SET (JOURNALING)について詳しくは『Guide to the
DEC Text Processing Utility』 を参照してください。

キー・ジャーナリングでジャーナル・ファイルを作成した後，DEC XTPUがジ
ャーナル・ファイルに含まれるコマンドを処理するようにするには，/RECOVER
修飾子を使用します。下記のコマンドを実行すると，DEC XTPUはMEMO.TXT
という名前の入力ファイルを編集した編集セッションをジャーナル・ファイ
ルMEMO.TJLを使用して回復します。キー・ジャーナリングのジャーナル・
ファイルを用いて回復を行う場合には，コマンド行に，/JOURNAL=filespec
と/RECOVER修飾子の両方を指定しなければなりません。

$ EDIT/XTPU/RECOVER/JOURNAL=memo.tjl memo.txt

バッファ・ジャーナリングでバッファの変更を回復するには RECOVER_BUFFER
組込みプロシージャを使用してください。 RECOVER_BUFFERについて詳しく
は『DEC Text Processing Utility Reference Manual』を参照してください。

中断された日本語 EVEセッションを回復する方法について詳しくは『日本語
EVE ユーザーズ・ガイド』の "システム割り込みからの回復 "を参照してくださ
い。

5.5.8 /MODIFY

/MODIFY ( 省略時設定 )
/NOMODIFY
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編集セッションの最初のユーザ・バッファが変更可能かどうかを指定します。
DEC XTPUを使用して書かれたアプリケーションが，/MODIFY修飾子を処理し
ます。

/MODIFY修飾子がどのように使用されたかを知るためには次のようにします。

x := GET_INFO (COMMAND_LINE, "modify")
x := GET_INFO (COMMAND_LINE, "nomodify")

最初のステートメントの値が 1のときには/MODIFYが明示的に指定されたことを
示します。 2番目のステートメントの値が 1のときには/NOMODIFYが明示的に
指定されたことを示します。両方のステートメントの値が 0のときには，アプリケ
ーションは省略時の動作をしなければなりません (省略時の動作はアプリケーショ
ンによって異なります)。

日本語 EVEを使うときに，/MODIFY，/NOMODIFY，/READ_ONLY，
/NOWRITEのいづれも指定しなければ，日本語 EVEは編集セッションのす
べてのバッファを変更可能にします。/NOMODIFYを指定すれば，すべてのユー
ザ・バッファは変更できなくなります。

日本語 EVEで，/MODIFYも/NOMODIFYも指定しなかったときには，/READ_
ONLYあるいは，/WRITE修飾子が指定されていたかどうかが調べられます。
/READ_ONLYと/MODIFY，あるいは/NOWRITEと/MODIFYを同時に指定す
るとバッファは変更可能になります。同様に，/WRITEと/NOMODIFY，あるい
は/NOREAD_ONLYと/NOMODIFYを同時に指定するとバッファは変更不可能に
なります。

5.5.9 /OUTPUT

/OUTPUT=input_file.type ( 省略時設定 )
/NOOUTPUT

DEC XTPUセッションの出力がファイルに書き込まれるかどうかを指定します。
DEC XTPUの上にレイヤ構造となっているインタフェースは，この修飾子を処理
しなければなりません。インタフェースは以下に示すGET_INFO組込みプロシー
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ジャを使用して，DEC XTPUが呼び出されたときに修飾子が指定されていたかど
うかを知ることができます。

x := GET_INFO (COMMAND_LINE, "output")

日本語 EVEインタフェースでは，/OUTPUTを使用することにより，DEC XTPU
を終了するときにメイン・バッファから作成されるファイルの名前を指定すること
ができます。

インタフェースとして日本語 EVEを使用しているときに以下のコマンドを実行す
ると，DEC XTPUを終了するときに，DEC XTPUはメイン・バッファの内容を
newlet.rnoというファイルに出力します。

$ EDIT/XTPU/OUTPUT=newlet.rno letter.rno

出力ファイルの省略時の名前は入力ファイルの名前と同じで，バージョン番号は入
力ファイルの既存のバージョンより 1だけ大きな値になります。/OUTPUT修飾子
に対してファイル指定をすれば，出力ファイルに別の名前を付けることができま
す。

/NOOUTPUT修飾子は，DEC XTPU上に，ファイルに出力を書き込まないよう
なインタフェースを作成するときに使用することができます。たとえば，コマン
ド・ラインに/NOOUTPUTを指定すると，DEC XTPUがメイン・バッファに対
してNO_WRITE属性を設定し，そのバッファに対する出力ファイルは作成しない
というようなアプリケーションを作ることができます。

5.5.10 /READ_ONLY

/READ_ONLY
/NOREAD_ONLY ( 省略時設定 )

DEC XTPUがジャーナル・ファイルを保存し，メイン・バッファを変更したとき
に，メイン・バッファの内容から出力ファイルを作成するかどうかを指定します。
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/READ_ONLY修飾子の処理は，/WRITE修飾子と関係があります。/READ_
ONLYは/NOWRITEを同じです。また/NOREAD_ONLYは，/WRITEと同じで
す。DCLコマンドで次のように修飾子が組み合せられたときには，DEC XTPU
は，エラーを出して終了します。

• /READ_ONLYと/WRITE

• /NOREAD_ONLYと/NOWRITE

DEC XTPU上に作られたアプリケーションは，この修飾子を処理しなければなり
ません。

DCLコマンド・ラインで/READ_ONLYあるいは/NOWRITEが指定されたことを
知るには，次の呼び出しを使用します。

x := GET_INFO (COMMAND_LINE, "read_only");

1という値は，/READ_ONLYあるいは/NOWRITEが指定されたことを示しま
す。

DCLコマンド・ラインで/NOREAD_ONLYあるいは/WRITEが指定されたことを
知るには，次の呼び出しを使用します。

x := GET_INFO (COMMAND_LINE, "write");

1という値は，/NOREAD_ONLYあるいは/WRITEが指定されたことを示しま
す。

日本語 EVEでは，/READ_ONLY修飾子は，/NOMODIFY修飾子，および
/NOOUTPUT修飾子のすべてを使用した場合と同じ結果になります。/READ_
ONLYを指定すると，DEC XTPUはすべてのユーザ・バッファに対してNO_
WRITE属性とNO_MODIFY属性をセットします。バッファがNO_WRITEにセ
ットされている場合には，DEC XTPUを終了するときに，バッファの内容がファ
イルに書き込まれません。 EXIT組込みプロシージャとQUIT組込みプロシージャ
はどちらも，メイン・バッファの内容から新しいファイルを作成せずに編集セッシ
ョンを終了します。

5–22 DEC XTPUの呼び出し



DEC XTPUの呼び出し
5.5 DEC XTPUコマンド・ラインの修飾子

たとえば，次のコマンドを実行すると，DEC XTPUはエディタを終了するときに
新しいファイルを作成しません。

$ EDIT/XTPU/READ_ONLY meeting.mem

/NOREAD_ONLYは， EXITコマンドが実行されるときにメイン・バッファの
内容が変更されていれば，メイン・バッファをファイルに書き込むようにDEC
XTPUに指示を与えます。これは省略時の処理です。

5.5.11 /RECOVER

/RECOVER
/NORECOVER ( 省略時設定 )

DEC XTPUが起動時にジャーナル・ファイルを読み込んで，前に中断された編集
セッションを回復するかどうかを指定します。たとえば，次のコマンドを実行する
と，DEC XTPUは notes.txtというファイルに対する前の編集セッションを回復
します。

$ EDIT/XTPU/RECOVER notes.txt

DCLコマンド・ラインで/RECOVERが指定されたかどうかは，以下のようにして
知ることができます。

x := GET_INFO (COMMAND_LINE, "recover")

1という値は，/RECOVERが指定されたことを示します。

JOURNAL_OPEN組込みプロシージャが実行されると，通常は，DEC XTPUは
出力のためにジャーナル・ファイルをオープンします。/RECOVERを指定し，
JOURNAL_OPEN組込みプロシージャを実行すると，ジャーナル・ファイルは
入力と出力のためにオープンされます。DEC XTPUは，入力ファイルに含まれ
るすべてのコマンドを復元するために入力ファイルをオープンします。その後，
DEC XTPUは編集セッションの残りの部分に関して，または JOURNAL_CLOSE
が実行されるまで，キーストロークをジャーナル・ファイルに保存します。DEC
XTPUの上にレイヤ構造となっているインタフェースは， JOURNAL_OPEN組込
みプロシージャが実行されるかどうかを制御しなければなりません。
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セッションを回復する場合，個人辞書の内容を含むファイルはすべて，回復する編
集セッションを開始したときと同じ状態でなければなりません。また端末装置特性
はすべて，回復する編集セッションを開始したときと同じ状態でなければなりませ
ん。端末装置の幅や 1ページの長さを変更した場合には，回復する編集セッション
を開始したときの値に戻しておかなければりません。特に次の値には注意してくだ
さい。

• Device_Type

• Edit_mode

• Eightbit

• Page

• Width

ジャーナル・ファイルの名前が入力ファイルの名前と異なる場合には，DCLコマ
ンド・ラインに/JOURNAL=filespec 修飾子と/RECOVER修飾子の両方を指定しな
ければなりません。

$ EDIT/XTPU/RECOVER/JOURNAL=save.dat letter.dat

/NORECOVERはDEC XTPUの省略時の値です。

5.5.12 /SECTION

/SECTION[=filespec]
/NOSECTION
/SECTION=XTPU$SECTION ( 省略時設定 )

DEC XTPUが，セクション・ファイルを読み取るかどうかを指定します。セクシ
ョン・ファイルとは，キー定義やコンパイルされたプロシージャをバイナリ形式で
持っているファイルのことです。

省略時のセクション・ファイルは XTPU$SECTIONです。セクション・ファイ
ルを検索するときには省略時のディレクトリに SYS$SHARE，省略時のファイ
ル・タイプに.XTPU$SECTIONを使用します。 XTPU$SECTIONという論理名
には，デフォルトで JEVE$SECTION_V3が定義されているので，省略時には
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SYS$SHARE:JEVE$SECTION_V3.XTPU$SECTIONを読み込みます。これは日
本語 EVEインタフェースです。初期化のために別のファイルを指定することもで
きます。このときには，省略時のファイル以外のセクション・ファイルを指定する
ために， XTPU$SECTIONという論理名を再定義してください。また/SECTION
修飾子にセクション・ファイルの完全なファイル仕様を指定することもできます。

次のコマンドを実行すると，DEC XTPUは vt282ini.XTPU$SECTIONというセ
クション・ファイルを読み取ります。

$ EDIT/XTPU/SECTION=disk$user:[smith]vt282ini

ファイル指定のときに，装置とディレクトリを指定しないと，DEC XTPUは
SYS$SHAREにあるファイルをさがします。セクション・ファイルは，DEC
XTPUを起動するノードと同じノードに存在しなければなりません。

DCLコマンド・ラインで/SECTIONが指定されたかどうかを知るには，アプリケ
ーションの中で以下のようにします。

x := GET_INFO (COMMAND_LINE, "section");

/SECTIONが指定されたときには 1が，指定されなかったときには 0が戻されま
す。コマンド・ラインで指定されたファイル名を得るには以下のようにします。

x := GET_INFO (COMMAND_LINE, "section_file");

/SECTION=filespec に対する値として使用されるファイルは，DEC XTPUでファ
イルのソース・コードのバージョンを実行してコンパイルし， SAVE組込みプロシ
ージャを使用して保存しておかなければなりません。この処理を実行すると，ファ
イルは正しいバイナリ形式に変換されます。

/NOSECTIONを指定した場合には，DEC XTPUはセクション・ファイルを読
み取りません。/COMMAND修飾子も使用しなかった場合には，DEC XTPUは
ユーザ・インタフェースを持たず，どのキーも定義されない状態となります。
この状態では，Ctrl/Yを押さなければDEC XTPUを終了することはできませ
ん。/NOSECTIONは，日本語 EVEをベースにしないで独自のDEC XTPUアプ
リケーションを作るときに使用されます。
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5.5.13 /START_POSITION

/START_POSITION=(line,column)
/START_POSITION=(1,1) ( 省略時設定 )

ユーザがDEC XTPUを使用して書かれたアプリケーションを起動したときの最初
のカーソル位置を指定します。

DEC XTPU上のアプリケーションが，この修飾子を使用してカーソル位置を設定
する処理を行います。

次のようにするとDCLコマンド・ラインで/START_POSITION修飾子で指定され
た値を知ることができます。

start_line := GET_INFO (COMMAND_LINE, "start_record");
start_line := GET_INFO (COMMAND_LINE, "start_character");

DCLコマンド・ラインで/START_POSITION修飾子が指定されなかったときは，
DEC XTPUは行，カラムともに 1を設定します。

日本語 EVEではこの修飾子を使用して，メイン・バッファのどの位置に最初にカ
ーソルが置かれるかを指定します。省略時の最初の位置は， 1行目の 1カラム目で
す。

5.5.14 /WRITE

/WRITE ( 省略時設定 )
/NOWRITE

メイン・バッファの内容が書き換えられたときにDEC XTPU上のアプリケーショ
ンが内容を新しいファイルに書き込むかどうかを指定します。

/WRITE修飾子がどのように処理されるかは，/READ_ONLY修飾子にも関係し
ています。/WRITEは/NOREAD_ONLYと同じです。また/NOWRITEは/READ_
ONLYと同じです。
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次のような組み合せがDCLコマンド・ラインで使用されたときには，DEC
XTPUはエラーを通知してDCLに戻ります。

• /READ_ONLYと/WRITE

• /NOREAD_ONLYと/NOWRITE

DEC XTPUで書かれたアプリケーションがこの修飾子を処理します。次のように
すれば，/WRITEまたは/NOREAD_ONLY修飾子が DCLコマンド・ラインで使用
されたかどうかを知ることができます。

x := GET_INFO (COMMAND_LINE, "write");

1という値は，/NOREAD_ONLYあるいは/WRITEが明示的に指定されたことを
示します。

次のようにすれば，/NOWRITEまたは/READ_ONLY修飾子がDCLコマンド・ラ
インで使用されたかどうかを知ることができます。

x := GET_INFO (COMMAND_LINE, "read_only");

1という値は，/READ_ONLYあるいは/NOWRITEが明示的に指定されたことを
示します。

両方のGET_INFOともに‘‘偽’’を返したときには，アプリケーションは省略時の動
作をします (省略時の動作はアプリケーションによって異なります)。

日本語 EVEにおいては，/NOWRITE修飾子は，/NOMODIFY，/NOOUTPUTを
指定したときとまったく同じです。

5.6 DEC XTPUコマンドのパラメータ

DCLレベルでDEC XTPUコマンドの後にパラメータとしてOpenVMSファイル
仕様を使用することができます。ファイル仕様はDEC XTPUで作成または編集し
たいファイルの名前をオペレーティング・システムに対して指定するために使用さ
れます。以下のコマンド・ラインは日本語 EVEのセクション・ファイルを使用し
てDEC XTPUを呼び出し， history.txtというファイルを指定します。
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$ EDIT/XTPU/SECTION=sys$library:jeve$section_v3 history.txt

セクション・ファイルを使用しないでDEC XTPUを呼び出すときには，パラメー
タを指定する必要はありません。しかし，DEC XTPUの上にレイヤ構造となって
いる編集インタフェースの多くは，処理したいファイルを指定するためにDCLコ
マンド・ラインのパラメータが使用されています。たとえば，日本語 EVEは省略
可能なパラメータとしてファイル仕様を受け付けます。ファイル名を指定しなくて
も編集セッションを開始することはできますが，バッファにデータを入力した後で
DEC XTPUを終了しようとすると，ファイル名を要求するプロンプトが表示され
ます。

ファイル仕様はファイル名だけでも，また次の例に示されているように，完全なフ
ァイル仕様でも指定できます。

$ EDIT/XTPU disk$user:[smith]letter.dat

使用しているインタフェースによって，DEC XTPUは入力ファイル名の一部とし
てワイルドカード文字を認識できる場合とできない場合があります。日本語 EVE
はワイルドカード文字に対して一致するものが 1つのときに，ワイルドカード文字
を処理します。それ以外の場合には，日本語 EVEは該当するファイル名の候補を
表示して，指定を求めます。

ファイル仕様の一部としてバージョン番号を指定する必要はありません。バージョ
ン番号を指定しなかったときには，DEC XTPUはディレクトリの中で最大のバー
ジョン番号を読み込みます。古いバージョンのファイルを編集したい場合には，フ
ァイル仕様にバージョン番号を指定してください。

ファイル仕様には複数のファイルを同時に指定することができます。複数のファイ
ルを指定する場合にはファイル名をコンマ (,)で区切って指定します。以下の例で
は first.txtと second.txtの 2つのファイルを指定しています。

$ EDIT/XTPU first.txt,second.txt

コマンド・ラインに/OUTPUT修飾子を指定することにより出力ファイルの名前を
指定しない限り，日本語 EVEは入力ファイルの名前を出力ファイル名として使用
します。この場合，編集しているもとのバージョンが変更されることはありませ
ん。システム管理者がバージョン・リミットをセットしていない限り，もとのバー
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ジョンもディレクトリにそのまま保存されます。DEC XTPUを終了すると，新し
いファイルが入力ファイル・ディレクトリに作成されます (別のディレクトリを指
定していない場合)。出力ファイルは入力ファイルと同じ名前になりますが，バー
ジョン番号は入力ファイルより 1つだけ大きい番号となります。
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6
コール可能な DEC XTPU

この章では，コール可能なDEC XTPUルーチンを説明し，コール可能なルーチン
の目的と使用できるパラメータおよび主なステータス・リターンについて説明しま
す。

6.1 概要

コール構文のパラメータは，DEC XTPUルーチンに渡されるオブジェクトを表現
します。各パラメータの説明には，データ・タイプとオブジェクトの受渡しメカニ
ズムが示されています。データ・タイプはOpenVMS標準データ・タイプです。
受渡しメカニズムはパラメータ・リストがどのように解釈されるかを示していま
す。

コール可能なDEC XTPUを使用すると，他のプログラム言語やアプリケーション
からDEC XTPUの機能を利用できます。DEC XTPUは標準のOpenVMSプロシ
ージャ呼び出し/条件処理を使って，他の言語で作成されたプログラムからコール
することができ，また，MAILなどのOpenVMSユーティリティからもコールす
ることができます。コール可能なDEC XTPUを使用すれば，ユーザのプログラム
の内部でテキスト処理機能を実行することができます。

コール可能なDEC XTPUはDEC XTPUの共有可能イメージである
XTPUSHR.EXEに存在するコール可能なルーチンから構成されます。コール
可能なDEC XTPUを使用するためには，この共有可能イメージとリンクします。
共有可能イメージには，コール可能なインタフェース・ルーチン名と定数が含まれ
ています。DCLレベルのDEC XTPUインタフェースの場合と同様に，コール可
能なDEC XTPUへの入力として，また出力として，ファイルを使用することがで
きます。さらに入力，出力，およびメッセージを処理するために独自のルーチンを
作成することもできます。
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この章は，システム・プログラマを対象としたものであり，以下の事項について十
分理解しているものと仮定しています。

• 標準のOpenVMSプロシージャ呼び出しおよび条件処理

• OpenVMSランタイム・ライブラリ (RTL)

• VAXおよび Alpha (AXP)コンピュータでのデータ・タイプの表現方法

• メイン・プログラムで使用している言語と異なる言語で作成されたルーチンを
コールする方法

コール可能なDEC XTPUを使用するプログラムは，パラメータをDEC XTPU プ
ロシージャで使用できるタイプにして渡す必要があります。

この章で説明しているDEC XTPUルーチンは，ルーチンの終了ステータスを示す
条件値を返します。戻される条件値とテスト値を比較する場合には，ランタイム・
ライブラリの LIB$MATCH_CONDを使用しなければなりません。条件値を単純
な整数としてテストしないようにしてください。

6.1.1 コール可能な DEC XTPUに対する 2つのインタフェース

コール可能なDEC XTPUは，単純なコール可能インタフェースと完全なコール可
能インタフェースの 2通りの方法でアクセスすることができます。

単純なコール可能インタフェース

コール可能なDEC XTPUを使用するためのもっとも簡単な方法は，単純なコール
可能インタフェースを使用することです。DEC XTPUには，単純なコール可能イ
ンタフェースで使用できる 2つのルーチンがあります。これらのルーチンはさらに
以下の操作を実行する他のルーチンをコールします。

• エディタを初期化する

• エディタの操作に必要なパラメータをエディタに与える

• 編集セッションを制御する

• エラー処理を実行する
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6.1概要

単純なコール可能インタフェースを使用する場合には， XTPU$XTPU ルーチンの
場合，DEC XTPUに対するOpenVMSコマンド・ラインを指定します。また，
XTPU$EDITルーチンを使って，入力ファイルと出力ファイルを指定すること
も可能です。 XTPU$EDITはコマンド文字列を作成し，そのコマンド文字列は
XTPU$XTPUルーチンに渡されます。これらの 2つのルーチンについては，第 6.2
節で詳しく説明します。

完全なコール可能インタフェース

完全なコール可能インタフェースを使用する場合には，コール可能なDEC XTPU
のメイン・ルーチンを直接アクセスするプログラムを使用します。これらのルーチ
ンは以下の操作を実行します。

エディタを初期化する XTPU$INITIALIZE

DEC XTPUプロシージャを実行する XTPU$EXECUTE_INIFILE
XTPU$EXECUTE_COMMAND

エディタを制御する XTPU$CONTROL

編集セッションを終了する XTPU$CLEANUP

この方法でコール可能なDEC XTPUを使用する場合には，特定のパラメータに対
して，値を指定しなければなりません。場合によっては，指定する値がルーチンの
アドレスになることがあります。たとえば， XTPU$INITIALIZEをコールする場
合には，初期化オプションを指定するルーチンのアドレスを指定しなければなりま
せん。各アプリケーションに応じて，ユーザが追加ルーチンを自分で作成しなけれ
ばならないこともあります。たとえば，ファイル操作を実行するルーチンやエラー
を処理するルーチン，あるいは編集セッションを制御するルーチンを作成しなけれ
ばならないことがあります。コール可能なDEC XTPUには，これらの作業の一部
を実行できるユーティリティ・ルーチンが準備されています。これらのユーティリ
ティ・ルーチンは以下の操作を実行することができます。

• OpenVMSコマンド・ラインを解析して，エディタを初期化するときに使用す
るアイテム・リストを作成する

• ファイル操作を処理する

• エラー・メッセージを出力する

• 条件処理を行う
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6.1概要

完全なコール可能インタフェースについては，以下の各節に詳しく説明されていま
す。

第 6.3節 まずインタフェースの簡単な説明が示されていますが，この節の
大部分はコール可能な DEC XTPUのメイン・ルーチンの説明
にあてられています (XTPU$INITIALIZE， XTPU$EXECUTE_
INIFILE， XTPU$CONTROL， XTPU$EXECUTE_COMMAND，
XTPU$CLEANUP)。

第 6.3.2項 完全なコール可能インタフェースで使用できる追加ルーチンが説明され
ています。

第 6.3.3項 完全なコール可能インタフェースで使用できるルーチンを作成するため
の必要条件が定義されています。

完全なコール可能インタフェースは，コール可能なDEC XTPUメイン・ルーチン
とDEC XTPUユーティリティ・ルーチンから構成されます。

6.1.2 共有可能イメージ

単純なコール可能インタフェースを使用する場合も，完全なコール可能インタフ
ェースを使用する場合も，DEC XTPUの共有可能イメージにリンクすることによ
り，コール可能なDEC XTPUにアクセスすることができます。このイメージに
はアプリケーションで使用できるルーチン名と定数が含まれています。さらに，
XTPUSHR.EXEには，以下のシンボルも含まれています。

XTPU$GL_VERSION 共有可能イメージのバージョン

XTPU$GL_UPDATE 共有可能イメージの更新番号

XTPU$_FACILITY DEC XTPUのファシリティ・コード

共有可能イメージ， XTPUSHR.EXEのリンク方法については，『日本語
OpenVMS概説書』を参照してください。

6.1.3 コール可能な DEC XTPUルーチンに対するパラメータの受渡し

パラメータは参照またはディスクリプタによってコール可能なDEC XTPUに渡さ
れます。パラメータがルーチンの場合には，パラメータはバウンド・プロシージャ
値 (BPV)データ・タイプとしてディスクリプタによって渡されます。

6–4 コール可能な DEC XTPU



コール可能な DEC XTPU
6.1概要

バウンド・プロシージャ値とは， 2つのロングワードから構成される値であり，最
初のロングワードにはプロシージャのアドレスが含まれており， 2番目のロングワ
ードには環境値が含まれています。図 6–1を参照してください。環境値は最初の
バウンド・プロシージャ値を作成するときに言語特有の方法で決定されます。バウ
ンド・プロシージャがコールされると，コーリング・プログラムは 2番目のロング
ワードを R1にロードします。

図 6–1 バウンド・プロシージャ値

ルーチンの名前

環     境      

6.1.4 エラー処理

単純なコール可能インタフェースを使用する場合，DEC XTPUはすべてのエラー
を処理するために独自の条件ハンドラである XTPU$HANDLER を設定します。
完全なコール可能インタフェースを使用する場合には，以下の 2通りの方法でエラ
ーを処理することができます。

• DEC XTPUの省略時の条件ハンドラである XTPU$HANDLERを使用するこ
とができる

• 一部のエラーを処理するために独自の条件ハンドラを作成し，他のエラーは
XTPU$HANDLERをコールすることにより処理することができる

省略時の条件ハンドラである XTPU$HANDLERについては XTPU$FILEIOを参
照してください。また，ユーザ独自の条件ハンドラを作成する方法については，
『OpenVMS Programming Concepts Manual』を参照してください。

コール可能な DEC XTPU 6–5



コール可能な DEC XTPU
6.1概要

6.1.5 戻される値

DEC XTPUの条件コードはすべてユニバーサル・シンボルとして宣言されます。
したがって，自分のプログラムを共有可能イメージにリンクすると，自動的にこ
れらのシンボルにアクセスできるようになります。DEC XTPUは条件コード値を
R0にセットします。DEC XTPUのリターン・コードについては，『DEC Text
Processing Utility Reference Manual』を参照してください。DEC XTPUが返す
リターン・コードとそのメッセージについては，Help/Messageファシリティを参
照してください。

この後の節では，コール可能なDEC XTPUルーチンの説明の中に条件コードに関
する情報も示されています。この情報は“戻される条件値”という見出しの下に示
されており，省略時の条件ハンドラが設定されているときに戻される値を示してい
ます。

6.2 単純なコール可能インタフェース

DEC XTPUの単純なコール可能インタフェースは XTPU$XTPUと XTPU$EDIT
という 2つのルーチンから構成されています。DEC XTPUに対するこれらのエン
トリ・ポイントは，以下のアプリケーションで使用することができます。

• 1行のコマンド・ラインにすべての編集パラメータを指定できるアプリケーシ
ョン

• 入力ファイルと出力ファイルだけを指定するだけでよいアプリケーション

6.2.1 単純なインタフェースの例

以下の例は XTPU$EDITを呼びだして， INFILE.DAT中のテキストを編集し，そ
の結果を OUTFILE.DATに書き込みます。 XTPU$EDITに渡すパラメータはディ
スクリプタ渡しでなければなりません。
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6.2単純なコール可能インタフェース

例
/*
Sample C program that calls DEC XTPU. This program uses XTPU$EDIT to
provide the names of the input and output files

*/

#include descrip

int return_status;

static $DESCRIPTOR (input_file, "infile.dat");
static $DESCRIPTOR (output_file, "outfile.dat");

main (argc, argv)
int argc;
char *argv[];

{
/*
Call DEC XTPU to edit text in "infile.dat" and write the result
to "outfile.dat". Return the condition code from DEC XTPU as the
status of this program.

*/

return_status = XTPU$EDIT (&input_file, &output_file);
exit (return_status);
}

以下の例は，上の例と同じ動作をします。ここではエントリ・ポイントとして
XTPU$XTPUを使います。 XTPU$XTPUは引数として "XTPU"で始まるコマンド
文字列を受け取ります。コマンド文字列には "EDIT/XTPU"コマンドに使用できる
すべての修飾子を使用できます。

例
/*
Sample C program that calls DEC XTPU. This program uses XTPU$XTPU and
specifies a command string

*/

#include descrip

int return_status;

static $DESCRIPTOR (command_prefix, "XTPU/NOJOURNAL/NOCOMMAND/OUTPUT=");
static $DESCRIPTOR (input_file, "infile.dat");
static $DESCRIPTOR (output_file, "outfile.dat");
static $DESCRIPTOR (space_desc, " ");
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char command_line [100];
static $DESCRIPTOR (command_desc, command_line);

main (argc, argv)
int argc;
char *argv[];

{
/*
Build the command line for DEC XTPU. Note that the command verb
is "XTPU". The string we construct in the buffer command_line
will be

"XTPU/NOJOURNAL/NOCOMMAND/OUTPUT=outfile.dat infile.dat"
*/

return_status = STR$CONCAT (&command_desc,
&command_prefix,
&output_file,
&space_desc,
&input_file);

if (! return_status)
exit (return_status);

/*
Now call DEC XTPU to edit the file

*/
return_status = XTPU$XTPU (&command_desc);
exit (return_status);
}

以下の節では，完全なコール可能インタフェースによってコールされるルーチンに
ついて，詳しく説明します。単純なコール可能インタフェースを使用した場合に
は，これらのルーチンが呼び出されます。完全なコール可能インタフェースを使用
する場合には，直接これらのルーチンを呼び出します。

6.3 完全なコール可能インタフェース

DEC XTPUの完全なコール可能インタフェースは，以下の作業を実行するために
使用できる複数のルーチンから構成されています。

• 初期化パラメータを指定する
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• ファイルの入出力を制御する

• エディタが実行するコマンドを指定する

• 条件の処理方法を制御する

単純なコール可能インタフェースを使用する場合には，上記の操作は自動的に実行
されます。これらの機能を実行する各DEC XTPUルーチンはユーザ作成プログラ
ムからコールすることができ，DEC XTPUの完全なコール可能インタフェースと
呼ばれます。このインタフェースには 2種類のルーチンが含まれています。それは
DEC XTPUのコール可能なメイン・ルーチンとDEC XTPUユーティリティ・ル
ーチンです。これらのDEC XTPUルーチンと，DEC XTPUルーチンにパラメー
タを渡すユーザ・ルーチンを使用することにより，アプリケーション・プログラム
がDEC XTPUを制御します。

以降の節では，コール可能なメイン・ルーチン，これらのルーチンに対するパラメ
ータの受渡し方法，DEC XTPUユーティリティ・ルーチン，およびユーザ作成ル
ーチンの必要条件について説明します。

6.3.1 主なコール可能な DEC XTPUユーティリティ・ルーチン

この節では，以下のコール可能なDEC XTPUルーチンについて説明します。

• XTPU$INITIALIZE

• XTPU$EXECUTE_INIFILE

• XTPU$CONTROL

• XTPU$EXECUTE_COMMAND

• XTPU$CLEANUP

注意

これらのルーチンをコールする場合には， XTPU$HANDLERを設定する
か，または独自の条件ハンドラを作成しなければなりません。条件ハンド
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ラの設定について詳しくは，この章の終わりの XTPU$HANDLERルーチン
の説明と『OpenVMS Calling Standard』を参照してください。

6.3.2 その他の DEC XTPUユーティリティ・ルーチン

完全なコール可能インタフェースには，他にもいくつかのユーティリティ・ルーチ
ンが含まれており，これらのユーティリティ・ルーチンに対してパラメータを渡す
ことができます。アプリケーションによっては，自分のルーチンを作成せずに，こ
れらのルーチンを使用することができます。以下にDEC XTPUユーティリティ・
ルーチンとその説明をします。

XTPU$CLIPARSE コマンド・ラインを解析し， XTPU$INITIALIZEの
ためにアイテム・リストを作成する

XTPU$PARSEINFO コマンドを解析し， XTPU$INITIALIZEのためにア
イテム・リストを作成する

XTPU$FILEIO 省略時のファイル入出力ルーチン

XTPU$MESSAGE MESSAGE組込みプロシージャを使ってエラー・メッ
セージと文字列を出力する

XTPU$HANDLER 省略時の条件ハンドラ

XTPU$CLOSE_TERMINAL CALL_USERルーチンの実行中，ターミナルへの
DEC XTPUのチャネルをクローズする

XTPU$SPECIFY_ASYNC_
ACTION

XTPU$CONTROLルーチンを中断する非同期イベン
トを指定する

XTPU$TRIGGER_ASYNC_
ACTION

特定の非同期イベントで XTPU$CONTROLルーチン
を中断する

XTPU$CLIPARSEと XTPU$PARSEINFOは，コマンドを解析するために
CLI$ルーチンによって保持されている内容を破壊します。

6.3.3 ユーザ作成ルーチン

この節では，ユーザ作成ルーチンの必要条件を定義します。これらのルーチンを
DEC XTPUに渡す場合には，バウンド・プロシージャ値として渡さなければなり
ません (バウンド・プロシージャ値については第 6.1.3項を参照してください)。各
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アプリケーションに応じて，以下に示されているルーチンの中から， 1つまたはす
べてを作成しなければなりません。

• 初期化コールバックのためのルーチン

このルーチンは初期化パラメータの値を入手するために， XTPU$INITIALIZE
がコールするルーチンです。初期化パラメータはアイテム・リストとして戻さ
れます。

• ファイル入出力のためのルーチン

このルーチンはファイル操作を処理するルーチンです。独自のファイル入出力
ルーチンを作成するかわりに， XTPU$FILEIOユーティリティ・ルーチンを使
用することもできます。ただし，ジャーナル・ファイル操作や SAVE組込みプ
ロシージャによって実行される動作ではこのルーチンは使用されません。

• 条件処理のためのルーチン

このルーチンはエラー条件を処理するルーチンです。独自の条件ハンドラを作
成するかわりに，省略時の条件ハンドラである XTPU$HANDLERを使用する
こともできます。

• CALL_USER組込みプロシージャのためのルーチン

このルーチンは CALL_USER組込みプロシージャがコールするルーチンです。
このルーチンを使用すると，編集セッションからユーザ・プログラムに制御を
渡すことができます。

6.4 DEC XTPUルーチンの使用例

例 6–1，例 6–2，および例 6–3は，コール可能なDECXTPUを使用したもので
す。これらの例は解説を目的としたものであり，DECはこれらの信頼性につい
て，その責任を負いません。
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例 6–1 DEC FORTRANにおける通常の DEC XTPUセットアップ

C A sample FORTRAN program that calls DEC XTPU to act
C normally, using the programmable interface.
C
C IMPLICIT NONE

INTEGER*4 CLEAN_OPT !options for clean up routine
INTEGER*4 STATUS !return status from DEC XTPU routines
INTEGER*4 BPV_PARSE(2) !set up a Bound Procedure Value
INTEGER*4 LOC_PARSE !a local function call

C declare the DEC XTPU functions

INTEGER*4 XTPU$CONTROL
INTEGER*4 XTPU$CLEANUP
INTEGER*4 XTPU$EXECUTE_INIFILE
INTEGER*4 XTPU$INITIALIZE
INTEGER*4 XTPU$CLIPARSE

C declare a local copy to hold the values of DEC XTPU cleanup variables

INTEGER*4 RESET_TERMINAL
INTEGER*4 DELETE_JOURNAL
INTEGER*4 DELETE_BUFFERS,DELETE_WINDOWS
INTEGER*4 DELETE_EXITH,EXECUTE_PROC
INTEGER*4 PRUNE_CACHE,KILL_PROCESSES
INTEGER*4 CLOSE_SECTION
INTEGER*4 CLOSE_KANJI_DIC

C declare the DEC XTPU functions used as external

EXTERNA XTPU$HANDLER
EXTERNAL XTPU$CLIPARSE

EXTERNAL XTPU$_SUCCESS !external error message

EXTERNAL LOC_PARSE !user supplied routine to

C call TPUCLIPARSE and setup
C declare the DEC XTPU cleanup variables as external these are the
C external literals that hold the value of the options

(次ページに続く)
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例 6–1 (続き) DEC FORTRANにおける通常の DEC XTPUセットアップ

EXTERNAL XTPU$M_RESET_TERMINAL
EXTERNAL XTPU$M_DELETE_JOURNAL
EXTERNAL XTPU$M_DELETE_BUFFERS,XTPU$M_DELETE_WINDOWS
EXTERNAL XTPU$M_DELETE_EXITH,XTPU$M_EXECUTE_PROC
EXTERNAL XTPU$M_PRUNE_CACHE,XTPU$M_KILL_PROCESSES
EXTERNAL XTPU$M_CLOSE_KANJI_DIC

100 CALL LIB$ESTABLISH ( XTPU$HANDLER ) !establish the condition handler

C set up the Bound Procedure Value for the call to XTPU$INITIALIZE

BPV_PARSE( 1 ) = %LOC( LOC_PARSE )
BPV_PARSE( 2 ) = 0

C call the DEC XTPU initialization routine to do some set up work

STATUS = XTPU$INITIALIZE ( BPV_PARSE )

C Check the status if it is not a success then signal the error

IF ( STATUS .NE. %LOC ( XTPU$_SUCCESS ) ) THEN

CALL LIB$SIGNAL( %VAL( STATUS ) )
GOTO 9999

ENDIF

C execute the XTPU$_ init files and also a command file if it
C was specified in the command line call to DEC XTPU

STATUS = XTPU$EXECUTE_INIFILE ( )

IF ( STATUS .NE. %LOC ( XTPU$_SUCCESS ) ) THEN

CALL LIB$SIGNAL( %VAL( STATUS ) )
GOTO 9999

ENDIF

C invoke the editor as it normally would appear

STATUS = XTPU$CONTROL ( ) !call the DEC XTPU editor

IF ( STATUS .NE. %LOC ( XTPU$_SUCCESS ) ) THEN

CALL LIB$SIGNAL( %VAL( STATUS ) )
C GOTO 9999

ENDIF

(次ページに続く)
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例 6–1 (続き) DEC FORTRANにおける通常の DEC XTPUセットアップ

C Get the value of the option from the external literals. In FORTRAN you
C cannot use external literals directly so you must first get the value
C of the literal from its external location. Here we are getting the
C values of the options that we want to use in the call to XTPU$CLEANUP.

DELETE_JOURNAL = %LOC ( XTPU$M_DELETE_JOURNAL )
DELETE_EXITH = %LOC ( XTPU$M_DELETE_EXITH )
DELETE_BUFFERS = %LOC ( XTPU$M_DELETE_BUFFERS )
DELETE_WINDOWS = %LOC ( XTPU$M_DELETE_WINDOWS )
EXECUTE_PROC = %LOC ( XTPU$M_EXECUTE_PROC )
RESET_TERMINAL = %LOC ( XTPU$M_RESET_TERMINAL )
KILL_PROCESSES = %LOC ( XTPU$M_KILL_PROCESSES )
CLOSE_SECTION = %LOC ( XTPU$M_CLOSE_SECTION )
CLOSE_KANJI_DIC = %LOC ( XTPU$M_CLOSE_KANJI_DIC )

C Now that we have the local copies of the variables we can do the
C logical OR to set the multiple options that we need.

CLEAN_OPT = DELETE_JOURNAL .OR. DELETE_EXITH .OR.
1 DELETE_BUFFERS .OR. DELETE_WINDOWS .OR. EXECUTE_PROC
1 .OR. RESET_TERMINAL .OR. KILL_PROCESSES .OR. CLOSE_SECTION
1 .OR. CLOSE_KANJI_DIC

C do the necessary clean up
C XTPU$CLEANUP wants the address of the flags as the parameter so
C pass the %LOC of CLEAN_OPT which is the address of the variable

STATUS = XTPU$CLEANUP ( %LOC ( CLEAN_OPT ) )

IF ( STATUS .NE. %LOC (XTPU$_SUCCESS) ) THEN

CALL LIB$SIGNAL( %VAL(STATUS) )

ENDIF

9999 CALL LIB$REVERT !go back to normal processing -- handlers

STOP
END

C
C

INTEGER*4 FUNCTION LOC_PARSE

(次ページに続く)
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例 6–1 (続き) DEC FORTRANにおける通常の DEC XTPUセットアップ

INTEGER*4 BPV(2) !A local Bound Procedure Value

CHARACTER*13 EDIT_COMM !A command line to send to XTPU$CLIPARSE

C Declare the DEC XTPU functions used

INTEGER*4 XTPU$FILEIO
INTEGER*4 XTPU$CLIPARSE

C Declare this routine as external because it is never called directly and
C we need to tell FORTRAN that it is a function and not a variable

EXTERNAL XTPU$FILEIO

BPV(1) = %LOC(XTPU$FILEIO) !set up the BOUND PROCEDURE VALUE
BPV(2) = 0

EDIT_COMM(1:18) = ’EDIT/XTPU TEST.TXT’

C parse the command line and build the item list for XTPU$INITIALIZE
9999 LOC_PARSE = XTPU$CLIPARSE (EDIT_COMM, BPV , 0)

RETURN
END

例 6–2 DEC FORTRANでのコール・バック項目リストの作成

PROGRAM TEST_TPU
C

IMPLICIT NONE
C
C Define the expected DEC XTPU return statuses
C

EXTERNAL XTPU$_SUCCESS
EXTERNAL XTPU$_QUITTING

(次ページに続く)
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6.4 DEC XTPUルーチンの使用例

例 6–2 (続き) DEC FORTRANでのコール・バック項目リストの作成

C
C Declare the DEC XTPU routines and symbols used
C

EXTERNAL XTPU$M_DELETE_CONTEXT
EXTERNAL XTPU$HANDLER
INTEGER*4 XTPU$M_DELETE_CONTEXT
INTEGER*4 XTPU$INITIALIZE
INTEGER*4 XTPU$EXECUTE_INIFILE
INTEGER*4 XTPU$CONTROL
INTEGER*4 XTPU$CLEANUP

C
C Declare the external callback routine
C

EXTERNAL TPU_STARTUP ! the DEC XTPU set-up function
INTEGER*4 TPU_STARTUP

INTEGER*4 BPV(2) ! Set up a bound procedure value

C
C Declare the functions used for working with the condition handler
C

INTEGER*4 LIB$ESTABLISH
INTEGER*4 LIB$REVERT

C
C Local Flags and Indices
C

INTEGER*4 CLEANUP_FLAG ! flag(s) for DEC XTPU cleanup
INTEGER*4 RET_STATUS

C
C Initializations
C

RET_STATUS = 0
CLEANUP_FLAG = %LOC(XTPU$M_DELETE_CONTEXT)

C
C Establish the default DEC XTPU condition handler
C

CALL LIB$ESTABLISH(%REF(XTPU$HANDLER))

(次ページに続く)
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6.4 DEC XTPUルーチンの使用例

例 6–2 (続き) DEC FORTRANでのコール・バック項目リストの作成

C
C Set up the bound procedure value for the initialization callback
C

BPV(1) = %LOC (TPU_STARTUP)
BPV(2) = 0

C
C Call the DEC XTPU procedure for initialization
C

RET_STATUS = XTPU$INITIALIZE(BPV)

IF (RET_STATUS .NE. %LOC(XTPU$_SUCCESS)) THEN
CALL LIB$SIGNAL (%VAL(RET_STATUS))
ENDIF

C
C Execute the DEC XTPU initialization file
C

RET_STATUS = XTPU$EXECUTE_INIFILE()

IF (RET_STATUS .NE. %LOC(XTPU$_SUCCESS)) THEN
CALL LIB$SIGNAL (%VAL(RET_STATUS))
ENDIF

C
C Pass control to DEC XTPU
C

RET_STATUS = XTPU$CONTROL()

IF (RET_STATUS .NE. %LOC(XTPU$_QUITTING)
1 .OR. %LOC(XTPU$_QUITTING)) THEN

CALL LIB$SIGNAL (%VAL(RET_STATUS))
ENDIF

C
C Clean up after processing
C

RET_STATUS = XTPU$CLEANUP(%REF(CLEANUP_FLAG))

IF (RET_STATUS .NE. %LOC(XTPU$_SUCCESS)) THEN
CALL LIB$SIGNAL (%VAL(RET_STATUS))
ENDIF

(次ページに続く)
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6.4 DEC XTPUルーチンの使用例

例 6–2 (続き) DEC FORTRANでのコール・バック項目リストの作成

C
C Set the condition handler back to the default
C

RET_STATUS = LIB$REVERT()

END

INTEGER*4 FUNCTION TPU_STARTUP

IMPLICIT NONE

INTEGER*4 OPTION_MASK ! temporary variable for DEC XTPU
CHARACTER*44 SECTION_NAME ! temporary variable for DEC XTPU

C
C External DEC XTPU routines and symbols
C

EXTERNAL XTPU$K_OPTIONS
EXTERNAL XTPU$M_READ
EXTERNAL XTPU$M_SECTION
EXTERNAL XTPU$M_DISPLAY
EXTERNAL XTPU$K_SECTIONFILE
EXTERNAL XTPU$K_FILEIO
EXTERNAL XTPU$FILEIO
INTEGER*4 XTPU$FILEIO

C
C The bound procedure value used for setting up the file I/O routine
C

INTEGER*4 BPV(2)

C
C Define the structure of the item list defined for the callback
C

STRUCTURE /CALLBACK/
INTEGER*2 BUFFER_LENGTH
INTEGER*2 ITEM_CODE
INTEGER*4 BUFFER_ADDRESS
INTEGER*4 RETURN_ADDRESS
END STRUCTURE

(次ページに続く)
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6.4 DEC XTPUルーチンの使用例

例 6–2 (続き) DEC FORTRANでのコール・バック項目リストの作成

C
C There are a total of four items in the item list
C

RECORD /CALLBACK/ CALLBACK (4)
C
C Make sure it is not optimized!
C

VOLATILE /CALLBACK/

C
C Define the options we want to use in the DEC XTPU session
C

OPTION_MASK = %LOC(XTPU$M_SECTION) .OR. %LOC(XTPU$M_READ)
1 .OR. %LOC(XTPU$M_DISPLAY)

C
C Define the name of the initialization section file
C

SECTION_NAME = ’SYS$SHARE:JEVE$SECTION_V3.XTPU$SECTION’

C
C Set up the required I/O routine. Use the DEC XTPU default.
C

BPV(1) = %LOC(XTPU$FILEIO)
BPV(2) = 0

C
C Build the callback item list
C
C Set up the edit session options
C

CALLBACK(1).ITEM_CODE = %LOC(XTPU$K_OPTIONS)
CALLBACK(1).BUFFER_ADDRESS = %LOC(OPTION_MASK)
CALLBACK(1).BUFFER_LENGTH = 4
CALLBACK(1).RETURN_ADDRESS = 0

(次ページに続く)
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6.4 DEC XTPUルーチンの使用例

例 6–2 (続き) DEC FORTRANでのコール・バック項目リストの作成

C
C Identify the section file to be used
C

CALLBACK(2).ITEM_CODE = %LOC(XTPU$K_SECTIONFILE)
CALLBACK(2).BUFFER_ADDRESS = %LOC(SECTION_NAME)
CALLBACK(2).BUFFER_LENGTH = LEN(SECTION_NAME)
CALLBACK(2).RETURN_ADDRESS = 0

C
C Set up the I/O handler
C

CALLBACK(3).ITEM_CODE = %LOC(XTPU$K_FILEIO)
CALLBACK(3).BUFFER_ADDRESS = %LOC(BPV)
CALLBACK(3).BUFFER_LENGTH = 4
CALLBACK(3).RETURN_ADDRESS = 0

C
C End the item list with zeros to indicate we are finished
C

CALLBACK(4).ITEM_CODE = 0
CALLBACK(4).BUFFER_ADDRESS = 0
CALLBACK(4).BUFFER_LENGTH = 0
CALLBACK(4).RETURN_ADDRESS = 0

C
C Return the address of the item list
C

TPU_STARTUP = %LOC(CALLBACK)

RETURN
END
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6.4 DEC XTPUルーチンの使用例

例 6–3 DEC Cでのユーザ作成ファイルの入出力ルーチンの指定

/*
Simple example of a C program to invoke DEC XTPU. This program provides its
own FILEIO routine instead of using the one provided by DEC XTPU.
*/
#include descrip
#include stdio

/* data structures needed */

struct bpv_arg /* bound procedure value */
{
int *routine_add ; /* pointer to routine */
int env ; /* environment pointer */
} ;

struct item_list_entry /* item list data structure */
{
short int buffer_length; /* buffer length */
short int item_code; /* item code */
int *buffer_add; /* buffer address */
int *return_len_add; /* return address */
} ;

struct stream_type
{
int ident; /* stream id */
short int alloc; /* file size */
short int flags; /* file record attributes/format */
short int length; /* resultant file name length */
short int stuff; /* file name descriptor class & type */
int nam_add; /* file name descriptor text pointer */
} ;

globalvalue xtpu$_success; /* DEC XTPU Success code */
globalvalue xtpu$_quitting; /* Exit code defined by DEC XTPU */

(次ページに続く)

コール可能な DEC XTPU 6–21



コール可能な DEC XTPU
6.4 DEC XTPUルーチンの使用例

例 6–3 (続き) DEC Cでのユーザ作成ファイルの入出力ルーチンの指定

globalvalue /* Cleanup codes defined by DEC XTPU */
xtpu$m_delete_journal, xtpu$m_delete_exith,
xtpu$m_delete_buffers, xtpu$m_delete_windows, xtpu$m_delete_cache,
xtpu$m_prune_cache, xtpu$m_execute_file, xtpu$m_execute_proc,
xtpu$m_delete_context, xtpu$m_reset_terminal, xtpu$m_kill_processes,
xtpu$m_close_section, xtpu$m_delete_others, xtpu$m_last_time;

globalvalue /* Item codes for item list entries */
xtpu$_fileio, xtpu$_options, xtpu$_sectionfile,
xtpu$_commandfile ;

globalvalue /* Option codes for option item */
xtpu$m_display, xtpu$m_section, xtpu$m_command, xtpu$m_create ;

globalvalue /* Possible item codes in item list */
xtpu$k_access, xtpu$k_filename, xtpu$k_defaultfile,
xtpu$k_relatedfile, xtpu$k_record_attr, xtpu$k_maximize_ver,
xtpu$k_flush, xtpu$k_filesize;

globalvalue /* Possible access types for xtpu$k_access */
xtpu$k_io, xtpu$k_input, xtpu$k_output;

globalvalue /* RMS File Not Found message code */
rms$_fnf;

globalvalue /* FILEIO routine functions */
xtpu$k_open, xtpu$k_close, xtpu$k_close_delete,
xtpu$k_get, xtpu$k_put;

int lib$establish (); /* RTL routine to establish an event handler */
int xtpu$cleanup (); /* XTPU routine to free resources used */
int xtpu$control (); /* XTPU routine to invoke the editor */
int xtpu$execute_inifile (); /* XTPU routine to execute initialization code */
int xtpu$handler (); /* XTPU signal handling routine */
int xtpu$initialize (); /* XTPU routine to initialize the editor */

(次ページに続く)

6–22 コール可能な DEC XTPU



コール可能な DEC XTPU
6.4 DEC XTPUルーチンの使用例

例 6–3 (続き) DEC Cでのユーザ作成ファイルの入出力ルーチンの指定

/*
This function opens a file for either read or write access, based upon
the itemlist passed as the data parameter. Note that a full implementation
of the file open routine would have to handle the default file, related
file, record attribute, maximize version, flush and file size item code
properly.

*/
open_file (data, stream)

int *data;
struct stream_type *stream;

{
struct item_list_entry *item;
char *access; /* File access type */
char filename[256]; /* Max file specification size */

/* Process the item list */

item = data;
while (item->item_code != 0 && item->buffer_length != 0)

{
if (item->item_code == xtpu$k_access)

{
if (item->buffer_add == xtpu$k_io) access = "r+";
else if (item->buffer_add == xtpu$k_input) access = "r";
else if (item->buffer_add == xtpu$k_output) access = "w";
}

else if (item->item_code == xtpu$k_filename)
{
strncpy (filename, item->buffer_add, item->buffer_length);
filename [item->buffer_length] = 0;
lib$scopy_r_dx (&item->buffer_length, item->buffer_add,

&stream->length);
}

else if (item->item_code == xtpu$k_defaultfile)
{ /* Add code to handle default file */
} /* spec here */

(次ページに続く)
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6.4 DEC XTPUルーチンの使用例

例 6–3 (続き) DEC Cでのユーザ作成ファイルの入出力ルーチンの指定

else if (item->item_code == xtpu$k_relatedfile)
{ /* Add code to handle related */
} /* file spec here */

else if (item->item_code == xtpu$k_record_attr)
{ /* Add code to handle record */
} /* attributes for creating files */

else if (item->item_code == xtpu$k_maximize_ver)
{ /* Add code to maximize version */
} /* number with existing file here */

else if (item->item_code == xtpu$k_flush)
{ /* Add code to cause each record */
} /* to be flushed to disk as written */

else if (item->item_code == xtpu$k_filesize)
{ /* Add code to handle specification */
} /* of initial file allocation here */

++item; /* get next item */
}

stream->ident = fopen(filename,access);
if (stream->ident != 0)

return xtpu$_success;
else

return rms$_fnf;
}

/*
This procedure closes a file

*/
close_file (data,stream)
struct stream_type *stream;

{
close(stream->ident);
return xtpu$_success;

}

(次ページに続く)
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6.4 DEC XTPUルーチンの使用例

例 6–3 (続き) DEC Cでのユーザ作成ファイルの入出力ルーチンの指定

/*
This procedure reads a line from a file
*/
read_line(data,stream)
struct dsc$descriptor *data;
struct stream_type *stream;

{
char textline[984]; /* max line size for XTPU records */
int len;

globalvalue rms$_eof; /* RMS End-Of-File code */

if (fgets(textline,984,stream->ident) == NULL)
return rms$_eof;

else
{
len = strlen(textline);
if (len > 0)

len = len - 1;
return lib$scopy_r_dx (&len, textline, data);
}

}

/*
This procedure writes a line to a file
*/
write_line(data,stream)
struct dsc$descriptor *data;
struct stream_type *stream;

{
char textline[984]; /* max line size for XTPU records */

strncpy (textline, data->dsc$a_pointer, data->dsc$w_length);
textline [data->dsc$w_length] = 0;
fputs(textline,stream->ident);
fputs("\n",stream->ident);
return xtpu$_success;

}

(次ページに続く)
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6.4 DEC XTPUルーチンの使用例

例 6–3 (続き) DEC Cでのユーザ作成ファイルの入出力ルーチンの指定

/*
This procedure will handle I/O for XTPU

*/
fileio(code,stream,data)
int *code;
int *stream;
int *data;

{
int status;

/* Dispatch based on code type. Note that a full implementation of the */
/* file I/O routines would have to handle the close and delete code properly */
/* instead of simply closing the file */

if (*code == xtpu$k_open) /* Initial access to file */
status = open_file (data,stream);

else if (*code == xtpu$k_close) /* End access to file */
status = close_file (data,stream);

else if (*code == xtpu$k_close_delete) /* Treat same as close */
status = close_file (data,stream);

else if (*code == xtpu$k_get) /* Read a record from a file */
status = read_line (data,stream);

else if (*code == xtpu$k_put) /* Write a record to a file */
status = write_line (data,stream);

else
{ /* Who knows what we got? */
status = xtpu$_success;
printf ("Bad FILEIO I/O function requested");
}

return status;
}

(次ページに続く)
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6.4 DEC XTPUルーチンの使用例

例 6–3 (続き) DEC Cでのユーザ作成ファイルの入出力ルーチンの指定

/*
This procedure formats the initialization item list and returns it as
is return value.

*/
callrout()
{

static struct bpv_arg add_block =
{ fileio, 0 } ; /* BPV for fileio routine */

int options ;
char *section_name = "XTPU$SECTION";
static struct item_list_entry arg[4];

/* Setup file I/O routine item entry */
arg[0].item_code = (unsigned short int) xtpu$_fileio;
arg[0].buffer_length = 4;
arg[0].buffer_add = &add_block;
arg[0].return_len_add = 0;

/* Setup options item entry. Leave journaling off. */
options = xtpu$m_display | xtpu$m_section;
arg[1].item_code = (unsigned short int) xtpu$_options;
arg[1].buffer_length = 4;
arg[1].buffer_add = &options;
arg[1].return_len_add = 0;

/* Setup section file name */
arg[2].item_code = (unsigned short int) xtpu$_sectionfile;
arg[2].buffer_length = strlen(section_name);
arg[2].buffer_add = section_name;
arg[2].return_len_add = 0;

arg[3].item_code = 0;
arg[3].buffer_length = 0;
arg[3].buffer_add = 0;
arg[3].return_len_add = 0;

return arg;
}

(次ページに続く)
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6.4 DEC XTPUルーチンの使用例

例 6–3 (続き) DEC Cでのユーザ作成ファイルの入出力ルーチンの指定

/*
Main program. Initializes XTPU, then passes control to it.

*/
main()
{

int return_status ;
int cleanup_options;
struct bpv_arg add_block;

/* Establish as condition handler the normal DEC XTPU handler */

lib$establish(xtpu$handler);

/* Setup a BPV to point to the callback routine */

add_block.routine_add = callrout ;
add_block.env = 0;

/* Do the initialize of XTPU */

return_status = xtpu$initialize(&add_block);
if (!return_status)

exit(return_status);

/* Have XTPU execute the procedure XTPU$INIT_PROCEDURE from the section file */
/* and then compile and execute the code from the command file */

return_status = xtpu$execute_inifile();
if (!return_status)

exit (return_status);

/* Turn control over to XTPU */

return_status = xtpu$control ();
if (!return_status)

exit(return_status);

/* Now clean up. */

cleanup_options = xtpu$m_last_time | xtpu$m_delete_context;
return_status = xtpu$cleanup (&cleanup_options);
exit (return_status);

(次ページに続く)
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6.4 DEC XTPUルーチンの使用例

例 6–3 (続き) DEC Cでのユーザ作成ファイルの入出力ルーチンの指定

printf("Experiment complete");
}

6.5 DEC XTPUルーチン

この節では，ルーチン・テンプレート形式で個々のDEC XTPUルーチンを説明し
ます。

コール可能な DEC XTPU 6–29



FILEIO

FILEIO

DEC XTPUでファイルの処理を行うのに使用するユーザ定義のファイル入出力ル
ーチンです。このルーチンの名前は，ユーザが作成した独自のファイル入出力ルー
チン，またはDEC XTPUのファイル入出力ルーチンの名前 (XTPU$FILEIO)で
す。

形式

FILEIO code, stream, data

戻り値

OpenVMS用法 条件値
データ型 符号なしロングワード
アクセス 書き込みのみ
受け渡し方 参照による

ロングワードの条件値です。ユーティリティ・ルーチンはほとんど，条件値を R0
に戻します。このルーチンから戻される可能性のある条件値は， "戻される条件値
"にまとめられています。

引数

code

OpenVMS用法 符号なしロングワード
データ型 符号なしロングワード
アクセス 読み取りのみ
受け渡し方 ディスクリプタによる
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実行する機能を指定するDEC XTPUからのアイテム・コードです。code 引数は
実行する機能を指定するDEC XTPUからのアイテム・コードを含むロングワード
のアドレスです。

stream

OpenVMS用法 未指定
データ型 符号なしロングワード
アクセス 変更
受け渡し方 参照による

ファイル記述です。stream 引数は， 4つのロングワードを含むデータ構造のアド
レスです。このデータ構造は，操作するファイルを記述するために使用されます。

data

OpenVMS用法 アイテム・リスト 3
データ型 符号なしロングワード
アクセス 変更
受け渡し方 参照による

ストリーム・データです。data 引数はアイテム・リストのアドレス，またはディ
スクリプタのアドレスです。

このパラメータの値は，どのアイテム・コードを指定したかによって異なります。

説明

このルーチンのバウンド・プロシージャ値は，コールバック・ルーチンによって作
成されたアイテム・リストで指定されます。このルーチンはファイル操作を実行す
るためにコールされます。ユーザが作成した独自のファイル入出力ルーチンを使
用するかわりに， XTPU$FILEIOをコールし，ユーザが自分で処理したくないフ
ァイル操作に対するパラメータを渡すことができます。しかし， XTPU$FILEIO
は，それがオープンしたファイルに対して，すべての入出力要求を処理しなければ
なりません。また， XTPU$FILEIOがファイルをオープンしなかった場合には，
そのファイルに対する入出力要求を処理することはできません。言い換えれば，ユ
ーザ作成ファイル入出力ルーチンとDEC XTPUから提供されるルーチンとを組み
合わせて，ファイル操作を実行することはできません。
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説明

戻される条件値はユーザによって決められ，操作の正常終了あるいは失敗を指示し
ます。
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HANDLER

このルーチンは，条件処理を実行するユーザ作成ルーチンです。

形式

HANDLER signal_vector, mechanism_vector

戻り値

OpenVMS用法 条件値
データ型 符号なしロングワード
アクセス 書き込みのみ
受け渡し方 値による

ロングワードの条件値です。

引数

signal_vector

OpenVMS用法 引数リスト
データ型 符号なしロングワード
アクセス 変更
受け渡し方 参照による

シグナル・ベクタです。条件ハンドラに渡されるシグナル・ベクタについての説明
は，『OpenVMS System Services Reference Manual』を参照してください。

mechanism_vector

OpenVMS用法 引数リスト
データ型 符号なしロングワード
アクセス 読み取りのみ
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受け渡し方 参照による

メカニズム・ベクタです。条件ハンドラに渡されるメカニズム・ベクタについて
の説明は，『OpenVMS System Services Reference Manual』を参照してくださ
い。

説明

条件ハンドラの作成方法と，OpenVMS条件処理標準についての詳しい説明
が必要な場合には，『OpenVMS Programming Interfaces: Calling a System
Routine』または『OpenVMS Calling Standard』を参照してください。

自分で独自の条件ハンドラを作成するかわりに，省略時の条件ハンドラである
XTPU$HANDLERを使用することができます。独自のルーチンを作成したい場合
には，DEC XTPUの内部シグナルを操作するために，ユーザの作成したルーチン
が受け取ったものと全く同じパラメータで XTPU$HANDLERをコールする必要が
あります。
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INITIALIZE

このルーチンは， XTPU$INITIALIZEにバウンド・プロシージャ値として渡さ
れ，DEC XTPUを初期化するために必要な情報を供給するために呼び出されま
す。

形式

INITIALIZE [user_arg]

戻り値

OpenVMS用法 アイテム・リスト
データ型 符号なしロングワード
アクセス 書き込みのみ
受け渡し方 参照による

このルーチンは，アイテム・リストのアドレスを返します。

引数

user_arg

OpenVMS用法 ユーザ引数
データ型 符号なしロングワード
アクセス 読み取りのみ
受け渡し方 値による
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説明

このユーザ作成初期化コールバック・ルーチンは， XTPU$INITIALIZEにバウン
ド・プロシージャ値として渡され，DEC XTPUを初期化するのに必要な情報を与
えるために呼び出されます。

XTPU$INITIALIZEで user_arg パラメータが指定された時には，初期化
コールバック・ルーチンは，そのパラメータだけを使って呼ばれます。
XTPU$INITIALIZEで user_arg パラメータが指定されなかった時には，初期
化コールバック・ルーチンはパラメータなしで呼ばれます。

パラメータ user_arg によって，アプリケーションは XTPU$INITIALIZEを通し
てユーザによって書かれた初期化ルーチンに情報を渡すことができます。DEC
XTPUはこのデータを解釈しません。

この初期化コールバック・ルーチンは，初期化パラメータのアイテム・リストのア
ドレスを返すものと期待されています。そのアイテム・リストはこの初期化コール
バック・ルーチンのスコープの外で用いられるため，静的メモリ内に割り当てられ
る必要があります。

このアイテム・リスト・エントリは XTPU$INITIALIZEのセクションに記述され
ています。ほとんどの初期化パラメータには省略値があります。省略時の文字列は
ヌル文字列です。省略時のフラグは FALSEです。唯一必要な初期化パラメータは
ファイル入出力のためのルーチンのアドレスです。ファイル入出力ルーチンのアド
レスがアイテム・リストにないと， XTPU$INITIALIZEは failure statusを返し
ます。
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USER

このルーチンを使用すれば，ユーザ・プログラムは DEC XTPU編集セッションで
制御を受け取ることができます (たとえば，エディタを一時的に終了し，計算を実
行する場合などです)。

このユーザ作成ルーチンは，DEC XTPUの CALL_USER組込みプロシージャに
よって呼び出されます。 CALL_USER組込みプロシージャはこのルーチンに 2つ
のパラメータを渡します。次に，これらのパラメータは，アプリケーションの適切
な部分に渡され，指定されているとおりに使用されます (たとえば， FORTRANプ
ログラムで計算オペランドとして使用することができます)。ランタイム・ライブ
ラリが提供する文字列ルーチンを使って，ユーザ・アプリケーションはコールユー
ザ・ルーチンで stringout パラメータに値を格納し，stringout の値を CALL_USER
組込みプロシージャに戻します。

形式

USER integer, stringin, stringout

戻り値

OpenVMS用法 条件値
データ型 符号なしロングワード
アクセス 書き込みのみ
受け渡し方 値による

ロングワードの条件値です。
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引数

integer

OpenVMS用法 符号なしロングワード
データ型 符号なしロングワード
アクセス 読み取りのみ
受け渡し方 ディスクリプタによる

CALL_USER組込みプロシージャに渡される最初のパラメータです。これは入力
専用パラメータであり，変更してはなりません。

stringin

OpenVMS用法 文字列
データ型 文字列
アクセス 読み取りのみ
受け渡し方 ディスクリプタによる

CALL_USER組込みプロシージャに渡される 2番目のパラメータです。これは入
力専用パラメータであり，変更してはなりません。

stringout

OpenVMS用法 文字列
データ型 文字列
アクセス 読み取りのみ
受け渡し方 ディスクリプタによる

この文字列は， CALL_USER組込みプロシージャの return valueとして使用され
ます。ユーザ・プログラムは，ランタイム・ライブラリが提供する文字列ルーチン
から割り当てられた動的文字列をこのディスクリプタに格納しなければなりませ
ん。DEC XTPUエディタは，必要な場合，この文字列を解放します。

説明

『DEC Text Processing Utility Reference Manual』の CALL_USER組込みプロ
シージャの説明には，コールユーザ・ルーチンを示した BASICプログラムの実例
が含まれているので参照してください。
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例

INTEGER FUNCTION XTPU$CALLUSER (x,y,z)
IMPLICIT NONE
INTEGER X
CHARACTER*(*) Y
STRUCTURE /dynamic/ Z

INTEGER*2 length
BYTE dtype
BYTE class
INTEGER ptr

END STRUCTURE
RECORD /dynamic/ Z
CHARACTER*80 local_copy
INTEGER rs,lclen
INTEGER STR$COPY_DX
local_copy = ’<’ // y // ’>’
lclen = LEN (Y) + 2

RS = STR$COPY_DX(Z,local_copy(1:lclen))
XTPU$CALLUSER = RS
END

この FORTRANプログラムをDEC XTPUプロシージャとしてコールすること
ができます。以下はそのようなプロシージャの例の 1つです：

PROCEDURE MY_CALL
local status;
status := CALL_USER (0,’ABCD’);
MESSAGE(’"’ + status + ’"’);

ENDPROCEDURE
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XTPU$CLEANUP

内部データ構造をクリーンアップし，メモリを解放し，ターミナルを初期状態に戻
します。これは最後にコールされるルーチンです。

形式

XTPU$CLEANUP flags

戻り値

OpenVMS用法 条件値
データ型 符号なしロングワード
アクセス 書き込みのみ
受け渡し方 値による

ロングワードの条件値です。ユーティリティ・ルーチンはすべて，条件値を R0に
戻します。このルーチンから戻される可能性のある条件値については， "戻される
条件値 "にまとめられています。

引数

flags

OpenVMS用法 ロングワード・マスク
データ型 符号なしロングワード
アクセス 読み取りのみ
受け渡し方 参照による

クリーンアップ・オプションを定義するフラグ (あるいはマスク)です。flags 引数
は，クリーンアップ・オプションを定義するロングワード・ビット・マスクのア
ドレス，または 32ビット・マスクのアドレスです。このマスクは，セットした
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いフラグ・ビットの論理和 (OR)です。 XTPU$V...はビット・アイテムを示し，
XTPU$M...はマスクを示します。クリーンアップ・オプションは表 6–1に示され
ているとおりです。

表 6–1 クリーンアップ・オプション

シンボル1 機能

XTPU$M_CLOSE_KANJI_DIC かな漢字変換辞書をオープンしていた場合，かな漢字
変換辞書をクローズします。

XTPU$M_CLOSE_KANJI_DIC かな漢字変換辞書をオープンしていた場合，かな漢字
変換辞書をクローズします。

XTPU$M_CLOSE_SECTION2 セクション・ファイルをクローズし，関連するメ
モリを解放します。バッファ,ウィンドウ，および
プロセスがすべて削除されます。キャッシュは整
理され，初期化ファイルと初期化プロシージャの
再実行のためのフラグがセットされます。セクシ
ョンがクローズされ，しかもオプション・ビットが
SECTION修飾子の存在を示している場合には，次に
XTPU$INITIALIZEをコールすると，新しいセクシ
ョン・ファイルが読み込まれます。

XTPU$M_DELETE_BUFFERS すべてのテキスト・バッファを削除します。このあと
も DEC XTPUをコールする場合には，これらのデー
タ構造を参照する変数はすべて， DELETE組込みプ
ロシージャの場合と同様にリセットされます。バッフ
ァが削除される場合には，そのバッファに含まれるレ
ンジとマーカ，およびそのバッファを使用するサブプ
ロセスもすべて削除されます。

XTPU$M_DELETE_CACHE 仮想ファイル・マネージャのデータ構造とキャッシュ
を削除します。この削除が要求された場合には，バッ
ファもすべて削除されます。キャッシュが削除される
場合には，次にコールされるときに，初期化ルーチン
は仮想ファイル・マネージャを再初期化しなければな
りません。

1プリフィックスは XTPU$M_または XTPU$V_ です。 XTPU$M_ は，ビットがセットされるマスクが
特定のフィールドに対応することを示しています。 XTPU$V_ はビット番号です。
2単純なコール可能インタフェースを使用する場合には， XTPU$CLOSE_SECTIONはセットされませ
ん。この機能を使用すれば， XTPU$XTPU を 2回以上呼び出すときに，コールする度にセクション・
ファイルをオープン/クローズされません。

(次ページに続く)
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表 6–1 (続き) クリーンアップ・オプション

シンボル1 機能

XTPU$M_DELETE_CONTEXT DEC XTPUのコンテキスト全体を削除します。この
オプションが指定されている場合には，初期化ファイ
ルと初期化プロシージャの実行のためのオプションを
除き，他のオプションもすべて指定されているものと
解釈されます。

XTPU$M_DELETE_EXITH DEC XTPUの終了ハンドラを削除します。

XTPU$M_DELETE_JOURNAL ジャーナル・ファイルがオープンされている場合に
は，そのファイルをクローズし，削除します。

XTPU$M_DELETE_OTHERS 前もって割り当てられているすべてのデータ構造を削
除します。これらのデータ構造のために使用されてい
たメモリは，次に XTPU$INITIALIZEをコールする
ときに再割り当てされます。

XTPU$M_DELETE_WINDOWS すべてのウィンドウを削除します。このあとも DEC
XTPUをコールする場合には，これらのデータ構造を
参照する変数はすべて， DELETE組込みプロシージ
ャの場合と同様にリセットされます。

XTPU$M_EXECUTE_FILE XTPU$EXECUTE_INIFILEをもう一度コールした
ときに，コマンド・ファイルを再実行します。コマン
ド・ファイルに新しいファイル名を指定したい場合に
は，このビットをセットしなければなりません。この
オプションは/COMMAND修飾子の存在を示すため
に， XTPU$INITIALIZEに渡されるオプション・ビ
ットといっしょに使用します。

XTPU$M_EXECUTE_PROC XTPU$INIT_PROCEDUREを検索し，
XTPU$EXECUTE_INIFILEが次にコールされたとき
に， XTPU$INIT_PROCEDUREを実行します。

XTPU$M_KILL_PROCESSES セッションで生成されたすべてのサブプロセスを削除
します。

XTPU$M_LAST_TIME このビットは， DEC XTPUを最後にコールする場合
にだけセットしなければなりません。このビットをセ
ットしたのに，そのあとで DEC XTPUをコールした
場合には，結果は予測できないものとなります。

1プリフィックスは XTPU$M_または XTPU$V_ です。 XTPU$M_ は，ビットがセットされるマスクが
特定のフィールドに対応することを示しています。 XTPU$V_ はビット番号です。

(次ページに続く)
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表 6–1 (続き) クリーンアップ・オプション

シンボル1 機能

XTPU$M_PRUNE_CACHE バッファにページが割り当てられていない仮想ファイ
ル・マネージャ・キャッシュをすべて解放します。こ
のオプションは，セッションで作成されたあと，現在
は不要になったキャッシュを解放します。

XTPU$M_RESET_TERMINAL DEC XTPUを起動したときの状態にターミナルをリ
セットします。ターミナル・メールボックスとウィン
ドウもすべて削除されます。ターミナルがリセットさ
れた場合には，次に XTPU$INITIALIZEをコールす
るときに，ターミナルは再初期化されます。

1プリフィックスは XTPU$M_または XTPU$V_ です。 XTPU$M_ は，ビットがセットされるマスクが
特定のフィールドに対応することを示しています。 XTPU$V_ はビット番号です。

説明

クリーンアップ・ルーチンは，DEC XTPUを使用するときに，最後にコールしな
ければならないルーチンです。このルーチンは，内部データ構造をクリーンアップ
し，次の呼び出しのための準備をするように，DEC XTPUに指示を与えます。こ
のルーチンが何をリセットするかは，上記のフラグをセットまたはクリアすること
によって，制御することができます。

DEC XTPUの使用を終了する場合には，このルーチンをコールすることにより，
メモリを解放し，ターミナルの設定を初期状態に戻しておかなければなりません。

XTPU$CLEANUPをコールしたあとすぐにユーザ・アプリケーションを終了する
場合には，データ構造を削除しないでください。OpenVMSが自動的にデータ構
造を削除します。OpenVMSシステムがデータ構造を削除することで，プログラ
ムの性能は向上します。
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注意

1. 単純なインタフェースを使用する場合には， DEC XTPUは以下のフラ
グを自動的にセットします。

• XTPU$V_DELETE_BUFFERS

• XTPU$V_DELETE_EXITH

• XTPU$V_DELETE_JOURNAL

• XTPU$V_DELETE_WINDOWS

• XTPU$V_EXECUTE_FILE

• XTPU$V_EXECUTE_PROC

• XTPU$V_KILL_PROCESSES

• XTPU$V_PRUNE_CACHE

• XTPU$V_RESET_TERMINAL

2. このルーチンがサクセス・ステータスを戻さなかった場合には，再度エ
ディタを呼び出さないようにしなければなりません。

戻される状件値

XTPU$_SUCCESS 正常終了したことを示します。
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XTPU$CLIPARSE

コマンド・ラインを解析し， XTPU$INITIALIZEのためにアイテム・リストを作
成します。

このルーチンは， CLI$DCL_PARSEをコールし，解析するコマンドとコ
マンド・テーブルを設定します。次に XTPU$PARSEINFOをコールし，
XTPU$INITIALIZEのためにアイテム・リストを作成します。

ユーザのアプリケーションがDEC XTPUの動作に無関係の情報をコマンド・ライ
ンから解析している時には，アプリケーションは XTPU$CLIPARSEを呼び出す
前にすべての情報の解析を終っていなければなりません。 XTPU$CLIPARSEは
XTPU$CLIPARSEを呼びだす前に得たコマンド行の解析の情報を破壊します。

形式

XTPU$CLIPARSE string, fileio, call_user

戻り値

OpenVMS用法 アイテム・リスト
データ型 符号なしロングワード
アクセス 読み取りのみ
受け渡し方 参照による

このルーチンはアイテム・リストのアドレスを返します。

引数

string

OpenVMS用法 文字列
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データ型 文字列
アクセス 読み取りのみ
受け渡し方 ディスクリプタによる

コマンド・ラインです。string 引数は，DEC XTPUコマンドのディスクリプタの
アドレスです。

fileio

OpenVMS用法 符号なしロングワード・ベクタ
データ型 バウンド・プロシージャ値
アクセス 読み取りのみ
受け渡し方 ディスクリプタによる

ファイル入出力ルーチンです。fileio 引数は，ファイル入出力ルーチンのデスクリ
プタのアドレスです。

call_user

OpenVMS用法 符号なしロングワード・ベクタ
データ型 バウンド・プロシージャ値
アクセス 読み取りのみ
受け渡し方 ディスクリプタによる

コールユーザ・ルーチンです。call_user 引数は，コールユーザ・ルーチンのディ
スクリプタのアドレスです。
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XTPU$CLOSE_TERMINAL

このルーチンはターミナルへのチャネルをクローズします。

形式

XTPU$CLOSE_TERMINAL

戻り値

OpenVMS用法 条件値
データ型 符号なしロングワード
アクセス 書き込みのみ
受け渡し方 値による

ロングワードの条件値です。ユーティリティ・ルーチンのほとんどは，条件値を
R0に戻します。このルーチンから戻される可能性のある条件値については， "戻さ
れる条件値 "にまとめられています。

引数

なし

説明

このルーチンは CALL_USER組込みプロシージャと対応するコールユーザ・ルー
チンとともに用いて，DEC XTPUの端末へのアクセスを制御します。コールユー
ザ・ルーチンが XTPU$CLOSE_TERMINALを呼ぶと，DEC XTPUは端末への
チャネルと，対応するDEC XTPUのメイル・ボックスをクローズします。
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コールユーザ・ルーチンから制御が戻されると，DEC XTPUは自動的に端末への
チャネルを再オープンし，他のウィンドウで隠されていないウィンドウを再表示し
ます。

コールユーザ・ルーチンは，そのプログラム中でいつでも XTPU$CLOSE_
TERMINALを使用することができます。また，必要に応じて何度でも使用するこ
とができます。 XTPU$CLOSE_TERMINALを使用したときに，すでにターミナ
ルがクローズされている場合は，そのコールは無視されます。

戻される状件値

XTPU$_SUCCESS 正常終了したことを示します。
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XTPU$CONTROL

DEC XTPUエディタのメイン処理ルーチンです。このルーチンは，テキス
トとコマンドを読み取り，それを実行します。このルーチンをコールすると
(XTPU$INITIALIZEをコールしたあと)，制御はDEC XTPUに渡されます。

形式

XTPU$CONTROL [integer]

戻り値

OpenVMS用法 条件値
データ型 符号なしロングワード
アクセス 書き込みのみ
受け渡し方 値による

ロングワードの条件値です。ユーティリティ・ルーチンはほとんど，条件値を R0
に戻します。このルーチンから戻される可能性のある条件値は， "戻される条件値
"にまとめられています。

引数

integer

OpenVMS用法 整数
データ型 符号なしロングワード
アクセス 読み取りのみ
受け渡し方 参照による

呼び出しプログラムがDEC XTPUに制御を渡した時に， "Editing Session is not
being journaled"というメッセージが表示されないようにします。将来のコンパテ
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ィビリティを保つために，真 (奇数)の整数を指定してください。引数を省略した場
合，ジャーナリングされていないときには，DEC XTPUはメッセージを表示しま
す。

説明

このルーチンは編集セッションを制御します。このルーチンは，テキストとコマン
ドを読み取り，それを実行します。実行された編集内容を示すように，スクリーン
上のウィンドウが更新されます。 XTPU$SPECIFY_ASYN_ACTIONルーチンを
XTPU$TRIGGER_ASYN_ACTIONルーチンとともに使って，DEC XTPUを中
断しユーザ・プログラムがコントロールを取り戻すようにすることもできます。

注意

制御がユーザ・プログラムに戻されるのは，エラーが発生した場合，また
はQUIT組込みプロシージャか EXIT組込みプロシージャを実行したあとだ
けです。

戻される状件値

XTPU$_EXITING EXITの結果として戻されます (省略時の条件ハンドラ
が設定されている場合)。

XTPU$_NONANSICRT 処理の中断の結果として戻されます。この条件
値が戻されるのは， XTPU$_DISPLAYFILEを
NODISPLAYに設定して DEC XTPUを呼び出し，
スクリーン関係のコマンドを実行しようとしたときで
す。

XTPU$_QUITTING QUITの結果として戻されます (省略時の条件ハンド
ラが設定されている場合)。

XTPU$_RECOVERFAIL 回復操作が異常終了したことを示します。
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XTPU$EDIT

このルーチンは，パラメータからコマンド文字列を作成し，そのコマンド文字列を
XTPU$XTPUルーチンに渡します。

XTPU$EDITは，もうひとつのDEC XTPUの単純なコール可能インタフェースの
エントリ・ポイントです。

形式

XTPU$EDIT input, output

戻り値

OpenVMS用法 条件値
データ型 符号なしロングワード
アクセス 書き込みのみ
受け渡し方 値による

ロングワードの条件値です。ユーティリティ・ルーチンはほとんど，条件値を R0
に戻します。このルーチンから戻される可能性のある条件値については， "戻され
る条件値 "にまとめられています。

引数

input

OpenVMS用法 文字列
データ型 文字列
アクセス 読み取りのみ
受け渡し方 ディスクリプタによる
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入力ファイル名です。input 引数は，ファイル指定のディスクリプタのアドレスで
す。

output

OpenVMS用法 文字列
データ型 文字列
アクセス 読み取りのみ
受け渡し方 ディスクリプタによる

出力ファイル名です。output 引数は，出力ファイル指定のディスクリプタのアドレ
スです。これは/OUTPUTコマンド修飾子で使用される文字列です。

説明

このルーチンはコマンド列を作成し，それを XTPU$XTPUに渡します。出力文
字列の長さが 0より大きい場合には，以下に示されているように，出力文字列
は/OUTPUT修飾子を使ってコマンド・ラインに指定します。

EDIT/XTPU [/OUTPUT= output] input

もし，アプリケーションがDEC XTPUの操作に関係しない修飾子情報を解析す
るときには，そのアプリケーションが XTPU$EDITをコールする前にすべての
DEC XTPUに関係しない修飾子情報を入手している必要があります。その理由
は， XTPU$EDITは XTPU$EDITが呼ばれる前のすべての修飾子情報を破壊して
しまうからです。

戻される条件値

XTPU$XTPUから戻される値。
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XTPU$EXECUTE_COMMAND

このルーチンは，ユーザ・プログラムがDEC XTPUステートメントを実行できる
ようにします。

形式

XTPU$EXECUTE_COMMAND string

戻り値

OpenVMS用法 条件値
データ型 符号なしロングワード
アクセス 書き込みのみ
受け渡し方 値による

ロングワードの条件値です。ユーティリティ・ルーチンはほとんど，条件値を R0
に戻します。このルーチンから戻される可能性のある条件値は， "戻される条件値
"にまとめられています。

引数

string

OpenVMS用法 文字列
データ型 文字列
アクセス 読み取りのみ
受け渡し方 ディスクリプタによる

DEC XTPUステートメントです。string 引数は， 1つかまたはそれ以上のDEC
XTPUステートメントを示す文字列のディスクリプタのアドレスです。
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説明

このルーチンは，『DEC Text Processing Utility Reference Manual』に説明され
ている EXECUTE組込みプロシージャと同じ機能を実行します。

戻される状件値

XTPU$_SUCCESS 正常終了したことを示します。

XTPU$_EXITING EXIT組込みプロシージャが呼び出されたことを示し
ます。

XTPU$_QUITTING QUIT組込みプロシージャが呼び出されたことを示し
ます。

XTPU$_EXECUTEFAIL 実行が異常終了したことを示します。これは，実行エ
ラーまたはコンパイラ・エラーが発生したためです。
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XTPU$EXECUTE_INIFILE

このルーチンは，ユーザがユーザ作成初期化ファイルを実行できるようにします。

このルーチンは，エディタを初期化したあとで，他のコマンドを処理する前に実行
しなければなりません。

形式

XTPU$EXECUTE_INIFILE

戻り値

OpenVMS用法 条件値
データ型 符号なしロングワード
アクセス 書き込みのみ
受け渡し方 値による

ロングワードの条件値です。ユーティリティ・ルーチンはほとんど，条件値を R0
に戻します。このルーチンから戻される可能性のある条件値は， "戻される条件値
"にまとめられています。

引数

なし
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説明

XTPU$EXECUTE_INIFILEルーチンを呼び出すと，DEC XTPUは以下の手順で
実行します。

1. バッファにコマンド・ファイルが読み込まれます。省略時のファイルは
XTPU$COMMAND.TPUです。もし，コマンド・ラインで指定したファイル
が見つからなかった場合には，エラー・メッセージが表示され，ルーチンは強
制終了されます。

2. /DEBUG修飾子をコマンド・ラインで指定した場合には，バッファにDEBUG
ファイルが読み込まれます。省略時のファイルは SYS$SHARE:XTPU$DEBUG
.TPUです。

3. DEBUGファイルをコンパイルし，実行します。

4. TPU$INIT_PROCEDUREを実行します。

5. コマンド・バッファをコンパイルし，実行します。

6. TPU$INIT_POSTPROCEDUREを実行します。

注意

XTPU$CLEANUPをコールしたあと，このルーチンをコールする場合に
は， XTPU$_EXECUTEPROCEDUREフラグと XTPU$_EXECUTEFILEフ
ラグをセットしなければなりません。これらのフラグをセットしなかった
場合には，初期化ファイルは実行されません。

戻される状件値

XTPU$_SUCCESS 正常終了。

XTPU$_EXITING EXITの結果として戻されます。省略時の条件ハンド
ラを使用している場合には，セッションは終了しま
す。
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XTPU$_QUITTING QUITの結果として戻されます。省略時の条件ハンド
ラを使用している場合には，セッションは終了しま
す。

XTPU$_COMPILEFAIL 初期化ファイルのコンパイルが異常終了したことを示
します。

XTPU$_EXECUTEFAIL 初期化ファイルに含まれるステートメントの実行が異
常終了したことを示します。

XTPU$_FAILURE 他のすべてのエラーを示す汎用コード。
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XTPU$FILEIO

このルーチンはファイル操作を処理します。ユーザが作成したファイル入出力ルー
チンは，何らかの操作を実行するためにこのルーチンを呼び出すことができます。
しかし，ファイルをオープンするルーチンは，そのファイルに対してすべての操作
を実行しなければなりません。たとえば， XTPU$FILEIOがファイルをオープン
する場合には，そのファイルをクローズする操作も実行しなければなりません。

形式

XTPU$FILEIO code, stream, data

戻り値

OpenVMS用法 条件値
データ型 符号なしロングワード
アクセス 書き込みのみ
受け渡し方 値による

ロングワードの条件値です。ユーティリティ・ルーチンはほとんど，条件値を R0
に戻します。このルーチンから戻される可能性のある条件値は， "戻される条件値
"にまとめられています。

引数

code

OpenVMS用法 符号なしロングワード
データ型 符号なしロングワード
アクセス 読み取りのみ
受け渡し方 参照による
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あるDEC XTPU機能を指定するアイテム・コードです。code 引数は，実行する
機能を指定するDEC XTPUからのアイテム・コードを含むロングワードのアドレ
スです。

ファイル入出力ルーチンに指定できるアイテム・コードは，以下のとおりです。

• XTPU$K_OPEN－このアイテム・コードは，data 引数がアイテム・リストの
アドレスであることを指定します。このアイテム・リストには，ファイルをオ
ープンするのに必要な情報が含まれます。stream 引数には，このファイルを将
来参照するために使用される固有の値を指定しなければなりません。この結果
作成されたファイル名は，動的な文字列ディスクリプタといっしょにコピーし
なければなりません。

• XTPU$K_CLOSE－ stream 引数によって指定されるファイルがクローズされ
ます。構造が使用しているメモリをすベて解放することができます。

• XTPU$K_CLOSE_DELETE－ stream 引数によって指定されるファイルがク
ローズされ，削除されます。構造が使用しているメモリをすべて解放すること
ができます。

• XTPU$K_GET－data 引数は，stream 引数によって指定されるファイルの，
次のレコードが格納される動的な文字列ディスクリプタのアドレスです。この
ルーチンは，テキストをこのディスクリプタにコピーするために，OpenVMS
ランタイム・ライブラリが提供するルーチンを使用しなければなりません。
DEC XTPUは，ファイルの最後に到達したことをファイル入出力ルーチンが
示したときに，読み取られるデータのために割り当てられたメモリを解放しま
す。

• XTPU$K_PUT－data 引数は，stream 引数によって指定されるファイルに書
き込まれるデータのディスクリプタのアドレスです。

stream

OpenVMS用法 不定
データ型 符号なしロングワード
アクセス 変更
受け渡し方 参照による
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ファイル指定です。stream 引数は， 4つのロングワードで構成されるデータ構造
のアドレスです。このデータ構造は，操作されるファイルを記述するために使用さ
れます。

このデータ構造は，すべてのファイルを参照するために使用されます。ファイル・
オープン要求が実行されたときには，このデータ構造にデータが書き込まれます。
他の要求はすべて，この構造の情報を使って，どのファイルが参照されているかを
判断します。

図 6–2はストリーム・データ構造を示しています。

図 6–2 ストリーム・データ構造

ファイル識別子

名前のアドレス

RFM RAT 割り当て

クラス タイプ 長さ

最初のロングワードは，各ファイルの固有の識別子を格納するために使用されま
す。ユーザ作成ファイル入出力ルーチンは， 0から 511までの値に制限されていま
す。したがって，最大 512のファイルを同時にオープンすることができます。

2番目のロングワードは 3つのフィールドに分かれています。下位ワードは， FAB
(FAB$L_ALQ)から割り当てられるサイズ，つまり，このファイルに割り当てられ
るブロック数を格納するために使用されます。この値はあとで，ディスク空間を前
もって割り当てるために出力ファイル・サイズを計算するときに使用されます。 2
ワード目の下位バイトは，既存のファイルをオープンするときに，レコード属性バ
イト (FAB$B_RAT)を格納するために使用されます。上位バイトは，既存のファイ
ルをオープンするときに，レコード・フォーマット・バイト (FAB$B_RFM)を格
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納するために使用されます。これらは，入力ファイルと同じフォーマットで出力フ
ァイルを作成するために使用されます。これらのフィールドには，ファイルをオー
プンするルーチンがデータを書き込みます。

最後の 2つのロングワードは，作成または拡張されるファイル名のディスクリプタ
として使用されます。この名前はあとで， EXITを処理するときに使用されます。
このディスクリプタには，オープン操作のあとで，ファイル名が書き込まれます。
このディスクリプタは，ランタイム・ライブラリの LIB$SCOPY_R_DXルーチン
または LIB$SCOPY_DXルーチンを使って割り当てなければなりません。この空
間が不要になった場合には，DEC XTPUによって解放されます。

data

OpenVMS用法 アイテム・リスト 3
データ型 符号なしロングワード
アクセス 変更
受け渡し方 参照による

ストリーム・データです。data 引数はアイテム・リストのアドレス，またはディ
スクリプタのアドレスです。

注意

このパラメータの意味は，コード・フィールドに指定したアイテム・コー
ドによって異なります。

XTPU$K_OPENアイテム・コードを指定した場合には，data 引数は，オープン要
求に関する情報を含むアイテム・リストのアドレスです。オープン要求に関する情
報を指定する場合には，以下のDEC XTPUアイテム・コードを使用できます。

• XTPU$K_ACCESS－このアイテム・コードを使用すれば，バッファ・アドレ
ス・フィールドに以下のいずれかのアイテム・コードを指定できます。

XTPU$K_IO

XTPU$K_INPUT

XTPU$K_OUTPUT
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• XTPU$K_FILENAME－このアイテム・コードは，オープンしようとするファ
イル名として使用する文字列のアドレスを指定するために使用されます。長さ
フィールドには文字列の長さを指定し，アドレス・フィールドにはそのアドレ
スを指定します。

• XTPU$K_DEFAULTFILE－このアイテム・コードは，オープンしようとする
ファイルに省略時のファイル名を割り当てるために使用されます。バッファ長
フィールドには長さを指定し，バッファ・アドレス・フィールドには省略時の
ファイル名のアドレスを指定します。

• XTPU$K_RELATEDFILE－このアイテム・コードは，オープンしようとする
ファイルの関連ファイル名を指定するために使用されます。バッファ長フィー
ルドには長さを指定し，バッファ・アドレス・フィールドには，関連ファイル
名として使用する文字列のアドレスを指定します。

• XTPU$K_RECORD_ATTR－このアイテム・コードは，ファイルを作成するた
めに使用される FABのレコード属性バイト (FAB$B_RAT)の値がバッファ・ア
ドレス・フィールドに含まれていることを指定します。

• XTPU$K_RECORD_FORM－このアイテム・コードは，ファイルを作成する
ために使用される FABのレコード・フォーマット・バイト (FAB$B_RFM)の
値がバッファ・アドレス・フィールドに含まれていることを指定します。

• XTPU$K_MAXIMIZE_VER－このアイテム・コードは，出力ファイルのバー
ジョン番号を現存する最大のバージョン番号より 1つだけ大きな値にしなけれ
ばならないことを指定します。

• XTPU$K_FLUSH－このアイテム・コードは，ファイルに書き込む操作のたび
に各レコードが実際にファイルに書き出されることを指定します。

• XTPU$K_FILESIZE－このアイテム・コードは，ファイルを作成するとき
に，割り当てサイズとして使用される値を指定するために使用されます。値は
バッファ・アドレス・フィールドに指定します。
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説明

省略時の状態では， XTPU$FILEIOはキャリッジ・リターン・レコード属性を
持った可変長ファイルを作成します (fab$b_rtm=var, fab$b_rat=cr)。 XTPU$K_
RECORD_ATTRアイテムまたは XTPU$K_RECORD_FORMアイテムを指定した
場合には，それらのアイテムが使用されます。使用できるフォーマットと属性の組
み合わせは以下のとおりです。

フォーマット 属性

STM, STMLF, STMCR O, BLK, CR, BLK+CR

VAR O, BLK, FTN, CR, BLK+FTN, BLK+CR

他の組み合わせはすべて， CR属性を持った VARフォーマットに変換されます。

このルーチンは常に，ストリーム・データ構造の最初のロングワードに 511より大
きな値をセットします。ユーザ作成ファイル入出力ルーチンは 0－ 511の値に制限
されているため，このルーチンがセットするファイル制御ブロック (FCB)とユー
ザが作成したブロックは簡単に区別することができます。

注意

DEC XTPUは単純なコール可能インタフェースを使用する場合には，省略
時の値により XTPU$FILEIOを使用します。完全なコール可能インタフェ
ースを使用する場合には， XTPU$FILEIOを呼び出すか，または自分で作
成した入出力ルーチンを使用しなければなりません。

戻される条件値

ファイル入出力ルーチンは， RMSステータス・コードをDEC XTPUに戻しま
す。エラー・メッセージが必要な場合には，ファイル入出力ルーチンがすべてのエ
ラーを通知しなければなりません。
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XTPU$HANDLER

このルーチンはDEC XTPUの条件ハンドラです。DEC XTPU条件ハンドラは，
Put Message(SYS$PUTMSG)システム・サービスを呼び出し，そのシステム・サ
ービスに XTPU$MESSAGEのアドレスを渡します。

形式

XTPU$HANDLER signal_vector, mechanism_vector

戻り値

OpenVMS用法 条件値
データ型 符号なしロングワード
アクセス 書き込みのみ
受け渡し方 値による

ロングワードの条件値です。

引数

signal_vector

OpenVMS用法 引数リスト
データ型 符号なしロングワード
アクセス 変更
受け渡し方 参照による

シグナル・ベクタです。条件ハンドラに渡されるシグナル・ベクタについての説明
は，『OpenVMS System Services Reference Manual』を参照してください。
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mechanism_vector

OpenVMS用法 引数リスト
データ型 符号なしロングワード
アクセス 読み取りのみ
受け渡し方 参照による

条件ハンドラに渡されるメカニズム・ベクタについての説明は，『OpenVMS
System Services Reference Manual』を参照してください。

説明

XTPU$MESSAGEルーチンは実際のメッセージ出力を実行します。 Put Message
(SYS$PUTMSG)システム・サービスはメッセージをフォーマッティングするだけ
です。このルーチンは，第 6.1.2項で説明した変数からメッセージ・フラグの設定
と機能名を入手します。これらの値を変更できるのは，DEC XTPUの SET組込
みプロシージャだけです。

ハンドラが受け取った条件値に FATALステータスが含まれている場合や，DEC
XTPUのファシリティ・コードが含まれていない場合には，条件が再通知されま
す。

条件が XTPU$_QUITTING， XTPU$_EXITING，または XTPU$_RECOVERFAIL
の場合には，条件ハンドラを設定したルーチンに対して，UNWIND要求が与えら
れます。

メッセージを処理したあと，条件ハンドラは継続ステータスを戻します。DEC
XTPUエラー・メッセージ要求は，どのメッセージを出力しなければならないかを
示す条件を通知することによって実行されます。シグナル・アレイに含まれる引数
は，正しくフォーマッティングされたメッセージ引数ベクタです。このベクタに
は，関連するメッセージに対する複数の条件とフォーマッティングされた ASCII
出力 (FAO)引数が含まれていることがあります。たとえば，存在しないファイル
をエデイタがオープンしようとした場合には，DEC XTPUのメッセージとして
XTPU$_NOFILEACCESSが通知されます。このメッセージに対する FAO引数
は，ファイルの名前を示す文字列です。この条件にはエラー・ステータスが含まれ
ており，そのあとに RMSのステータス・フィールド (STS)とステータス値フィー
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ルド (STV)が続きます。この条件には回復不可能な重大なエラーは含まれていない
ので，エラーを処理したあと，エディタは処理を継続できます。

エディタは XTPU$CONTROLから自動的に戻るわけではありません。したがっ
て， XTPU$CONTROLルーチンをコールする場合には，制御をエディタに戻す
ための方法を設定しておかなければなりません (たとえば， CALL_USER組込み
プロシージャを使用します)。また，ユーザ作成条件ハンドラを設定したものの，
特定の条件に対してはDEC XTPUハンドラをコールする場合には，プログラム
の中で制御を戻したい場所に，省略時の条件ハンドラを設定しておかなければな
りません。また， XTPU$SPECIFY_ASYN_ACTIONおよび XTPU$TRIGGER_
ASYNC_ACTIONの非同期ルーチンを使って， XTPU$CONTROLを中断するこ
ともできます。

『OpenVMS Calling Standard』を参照してください。
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XTPU$INITIALIZE

このルーチンは編集を行えるようにDEC XTPUを初期化します。このルーチンは
グローバル・データ構造を割り当て，グローバル変数を初期化し，仮想ファイル・
マネージャやスクリーン・マネージャ，入出カサブシステムも含めて，エディタの
主要コンポーネントのそれぞれに対して，適切なセットアップ・ルーチンをコール
します。

形式

XTPU$INITIALIZE callback [,user_arg]

戻り値

OpenVMS用法 条件値
データ型 符号なしロングワード
アクセス 書き込みのみ
受け渡し方 値による

ロングワードの条件値です。ユーティリティ・ルーチンはほとんど，条件値を R0
に戻します。このルーチンから戻される可能性のある条件値は， "戻される条件値
"にまとめられています。

引数

callback

OpenVMS用法 符号なしロングワード・ベクタ
データ型 バウンド・プロシージャ値
アクセス 読み取りのみ
受け渡し方 ディスクリプタによる
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コールバック・ルーチンです。callback 引数は，初期化パラメータを含むアイテ
ム・リストのアドレスを戻すユーザ作成ルーチンまたはファイル入出力操作を処理
するルーチンのアドレスです。このコールバック・ルーチンは XTPU$CLIPARSE
またはユーザ作成のパース・ルーチンのどちらかを呼び出さなければなりません。

コール可能なDEC XTPUは，初期化パラメータを指定するために使用できるアイ
テム・コードを定義しています。これらのコードを使用するときには，以下の基準
に従ってください。

• XTPU$_OTHER_FILENAMESは， XTPU$_FILENAMEの後で使わなけれ
ばなりません。

• XTPU$_CHAINまたは XTPU$_ENDLISTはリストの最後のアイテムでなけ
ればなりません。

図 6–3は，アイテムディスクリプタの一般的な形式を示しています。アイテム・
リストの作成方法についての詳しい説明は，使用する各言語のプログラマ・マニュ
アルを参照してください。

図 6–3 アイテムディスクリプタのフォーマット

アイテム・コード バッファ長

バッファ・アドレス

リターン・アドレス 

アイテムディスクリプタのリターン・アドレスは，通常 0です。

使用できるアイテム・コードは表 6–2に示すとおりです。
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表 6–2 使用できるアイテム・コード

アイテム・コード 説明

XTPU$_OPTIONS コマンド修飾子を使用可能にします。バッファ・アド
レス・フィールドの 14ビットは，いろいろな DEC
XTPUコマンド修飾子に対応しています。バッファ・
アドレス・フィールドの残りの 18ビットは使用され
ません。

XTPU$_JOURNALFILE /JOURNAL修飾子に指定されている文字列を渡し
ます。バッファ長フィールドは文字列の長さであ
り，バッファ・アドレス・フィールドは文字列のア
ドレスです。これは， GET_INFO (COMMAND_
LINE,"JOURNAL_FILE")で使用できる文字列です。
この文字列はヌル文字列でもかまいません。

XTPU$_SECTIONFILE マッピングされるバイナリ初期化ファイル (セクシ
ョン・ファイル)の名前を示す文字列を渡します。バ
ッファ長フィールドは文字列の長さであり，バッフ
ァ・アドレス・フィールドは文字列のアドレスです。
DEC XTPUの CLDファイルには，この文字列の省略
時の値が含まれています。 XTPU$V_SECTIONビッ
トがセットされている場合には，このアイテム・コー
ドを指定しなければなりません。

XTPU$_OUTPUTFILE /OUTPUT修飾子に指定されている文字列を渡しま
す。バッファ長フィールドは文字列の長さであり，バ
ッファ・アドレス・フィールドは文字列のアドレス
を指定します。これは， GET_INFO (COMMAND_
LINE,"OUTPUT_FILE")組込みプロシージャから戻
される文字列です。文字列はヌル文字列でもかまいま
せん。

XTPU$_DISPLAYFILE /DISPLAY修飾子に指定されている文字列を渡しま
す。バッファ長フィールドは文字列の長さであり，バ
ッファ・アドレス・フィールドは文字列のアドレスを
指定します。

XTPU$_COMMANDFILE /COMMAND修飾子に指定されている文字列を渡し
ます。バッファ長フィールドは文字列の長さであり，
バッファ・アドレス・フィールドは文字列のアドレ
スです。この文字列は， GET_INFO (COMMAND_
LINE,"COMMAND_FILE")組込みプロシージャから
戻される文字列です。文字列はヌル文字列でもかまい
ません。

(次ページに続く)
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表 6–2 (続き) 使用できるアイテム・コード

アイテム・コード 説明

XTPU$_FILENAME コマンド・ラインに指定されている入力ファイルの
名前を示す文字列を渡します。バッファ長フィール
ドはこの文字列の長さを指定し，バッファ・アドレ
ス・フィールドはアドレスを指定します。これは，
GET_INFO (COMMAND_LINE,"FILE_NAME")組
込みプロシージャから戻される文字列です。このファ
イル名はヌル文字列でもかまいません。

XTPU$_OTHER_FILENAMES コマンド・ラインに指定されている入力ファイルのう
ち一番目を除くものの名前を示す文字列を渡します。
バッファ長フィールドはこの文字列の長さを指定し，
バッファ・アドレス・フィールドはアドレスを指定し
ます。 2番目以降の入力ファイルはそれぞれ XTPU$_
OTHER_FILENAMESのエントリが必要です。これ
は， GET_INFO (COMMAND_LINE,"NEXT_FILE_
NAME")組込みプロシージャから戻される文字列で
す。

XTPU$_FILEIO ファイル操作を処理するために使用されるルーチ
ンのバウンド・プロシージャ値を渡します。自分で
作成したファイル入出力ルーチンを使用することが
でき，また，ファイル操作を処理するために DEC
XTPUが提供するユーティリティ・ルーチンである
XTPU$FILEIOをコールすることもできます。ファ
イル入出力ルーチンのアドレスは，バッファ・アドレ
ス・フィールドに指定します。

XTPU$_CALLUSER CALL_USER組込みプロシージャがコールするユー
ザ作成ルーチンのバウンド・プロシージャ値を渡しま
す。このルーチンのアドレスはバッファ・アドレス・
フィールドに指定します。

XTPU$_INIT_FILE /INITIALIZATION修飾子に指定されている文字列を
渡します。バッファ長フィールドは文字列の長さであ
り，バッファ・アドレス・フィールドは文字列のアド
レスです。この文字列は， GET_INFO (COMMAND_
LINE, "INIT_FILE")組込みプロシージャから戻され
る文字列です。

(次ページに続く)
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表 6–2 (続き) 使用できるアイテム・コード

アイテム・コード 説明

XTPU$_KANJI_DICFILE /KANJI_DICTIONARY修飾子に指定されている文
字列を渡します。バッファ長フィールドはこの文字
列の長さを指定し，バッファ・アドレス・フィール
ドはアドレスを指定します。これは， GET_INFO
(COMMAND_LINE, "KANJI_DICTIONARY_FILE")
組込みプロシージャから戻される文字列です。

XTPU$_START_LINE その編集セッションの開始行番号を渡します。バッフ
ァ・アドレス・フィールドは/START_POSITION修
飾子で指定した 2つの整数値の最初の値です。この値
は GET_INFO (COMMAND_LINE,"LINE")組込みプ
ロシージャから戻される値です。通常，初期化プロシ
ージャがこの情報を用いて，編集するバッファの先頭
位置を設定します。バッファの先頭行は line 1です。

XTPU$_START_CHAR その編集セッションの開始カラム位置を渡しま
す。バッファ・アドレス・フィールドは/START_
POSITION修飾子で指定した 2つの整数値の 2番
目の値です。この値は GET_INFO (COMMAND_
LINE,"CHARACTER")組込みプロシージャから戻さ
れる値です。通常，初期化プロシージャがこの情報を
用いて，編集するバッファの先頭位置をを設定しま
す。バッファの先頭カラムは character 1です。

XTPU$_WORKFILE /WORK修飾子で指定される文字列を渡します。バ
ッファ長フィールドはこの文字列の長さを指定し，
バッファ・アドレス・フィールドはアドレスを指定
します。これは， GET_INFO (COMMAND_LINE,
"WORK_FILE")組込みプロシージャから戻される文
字列です。

XTPU$_CHAIN バッファ・アドレス・フィールドに次のアイテム・リ
ストのアドレスを指定します。

XTPU$_ENDLIST アイテム・リストの最後を示します。

(次ページに続く)
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表 6–2 (続き) 使用できるアイテム・コード

アイテム・コード 説明

XTPU$_CTRL_C_ROUTINE Ctrl/C ASTを処理するためのルーチンのバウンド・
プロシージャ値を渡します。 DEC XTPUは Ctrl/C
ASTが発生すると，そのルーチンを呼び出します。
そのルーチンが FALSE値を返すと， DEC XTPUは
Ctrl/Cが処理されたものと仮定します。 TRUE値が
返されると， DEC XTPUは現在実行している DEC
XTPUプロシージャの実行を強制終了させます。バッ
ファ・アドレス・フィールドは， 2つのロングワー
ド・ベクタのアドレスを指定しています。最初のロン
グワードはルーチンのアドレスであり， 2番目のロン
グワードはそのルーチンを呼ぶ前に R1に DEC XTPU
がロードする環境値です。

XTPU$_DEBUGFILE /DEBUG修飾子で指定された文字列を渡します。バッ
ファ長フィールドは文字列の長さであり，バッファ・
アドレス・フィールドは文字列のアドレスです。

表 6–3は， XTPU$K_OPTIONSアイテム・コードによって与えられるビットと対
応するマスクをまとめたものです。

表 6–3 XTPU$OPTIONSアイテム・コードによって与えられるビットと対応するマスク

マスク フラグ 機能

XTPU$M_RECOVER1 XTPU$V_RECOVER2 回復操作を実行します。

XTPU$M_JOURNAL XTPU$V_JOURNAL 編集セッションをジャーナルします。

XTPU$M_READ XTPU$V_READ メイン・バッファに対しては READ_ONLY
編集セッションとします。

XTPU$M_SECTION XTPU$V_SECTION 起動時にバイナリ初期化ファイル ( DEC
XTPUセクション・ファイル)にマッピング
します。

XTPU$M_CREATE XTPU$V_CREATE 指定した入力ファイルが存在しない場合，入
力ファイルを作成します。

1XTPU$M...マスクを示します。
2XTPU$V...ビット・アイテムを示します。

(次ページに続く)
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表 6–3 (続き) XTPU$OPTIONSアイテム・コードによって与えられるビットと対応するマ
スク

マスク フラグ 機能

XTPU$M_OUTPUT XTPU$V_OUTPUT セッションを終了するときに，変更された入
力ファイルを書き出します。

XTPU$M_COMMAND XTPU$V_COMMAND 起動時にコマンド・ファイルを実行します。

XTPU$M_DISPLAY XTPU$V_DISPLAY スクリーンを使用する編集と表示のために，
ターミナルを使用します。

XTPU$M_INIT XTPU$V_INIT イニシャライゼーション・ファイルがありま
す。

XTPU$M_COMMAND
_DFLTED

XTPU$V_COMMAND
_DFLTED

コマンド・ラインのユーザが指定した省略値
の名前があるかどうかを指示します。これ
が TRUEである場合には，ユーザがコマン
ド・ファイルを指定しなかったことを意味し
ます。このビットが FALSEにセットされて
いて，かつファイルが指定されていなかった
ら， XTPU$INITIALIZEは失敗します。

XTPU$M_WRITE XTPU$V_WRITE /WRITEがコマンド・ラインで指定された
かどうかを示します。

XTPU$M_MODIFY XTPU$V_MODIFY /MODIFYがコマンド・ラインで指定された
かどうかを示します。

XTPU$M_NOMODIFY XTPU$V_NOMODIFY /NOMODIFYがコマンド・ラインで指定さ
れたかどうかを示します。

XTPU$M_NOKANJI_
DIC

XTPU$V_NOKANJI_
DIC

/NOKANJI_DICTIONARYがコマンド・ラ
インで指定されたかどうかを示します。

XTPU$M_SEC_LNM_
MODE

XTPU$V_SEC_LNM_
MODE

イメージが特権付きでインストールされ，こ
のビットがセットされていると，セクショ
ン・ファイルを開けるときに信用のある論理
名のみが使用されます。

フラグを作成するには， 0という値から開始し，セットしたい各アイテムのマスク
(XTPU$M…)に対して，OR演算子を使用します。また，フラグを作成する別の
方法として， 32ビットをビット・ベクタとして取り扱い，希望するアイテムに対
応するビット (XTPU$V…)をセットする方法もあります。

user_arg

OpenVMS用法 ユーザ引数
データ型 符号なしロングワード
アクセス 読み取りのみ
受け渡し方 値による
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ユーザ引数。user_arg 引数はユーザによって書かれた初期化ルーチン
INITIALIZEに渡されます。

user_arg 引数によって，アプリケーションは XTPU$INITIALIZEを通してユーザ
によって書かれた初期化ルーチンに情報を渡すことができます。DEC XTPUはこ
のデータを解釈しません。

説明

このルーチンは，条件ハンドラを設定したあとで最初にコールしなければならない
ルーチンです。

このルーチンは，コールバック・ルーチンから受け取った情報に応じてエディタを
初期化します。初期化ルーチンは，省略時の値として，すべてファイル指定をヌル
文字列に設定し，すべてのオプションをオフの状態に設定します。しかし，ファイ
ル入出力ルーチンやコールユーザ・ルーチンの省略時のアドレスは設定しません。

セクション・ファイルを指定しなかった場合には，エディタのソフトウェア機能は
制限されます。

戻される状件値

XTPU$_SUCCESS 初期化が正常終了したことを示します。

XTPU$_SYSERROR システム・サービスが正しく機能しなかったことを示
します。

XTPU$_NONANSICRT 入力装置 (SYS$INPUT)がサポートされないターミナ
ルであることを示します。

XTPU$_RESTOREFAIL 復元操作でエラーが発生したことを示します。

XTPU$_NOFILEROUTINE ファイル操作を実行するためのルーチンが設定されて
いないことを示します。

XTPU$_OPENDIC かな漢字変換辞書がオープンできなかったことを示し
ます。
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XTPU$_INSVIRMEM エディタが初期化を実行するのに十分な仮想メモリが
存在しないことを示します。

XTPU$_FAILURE 初期化を実行しているときに発生した他のすべてのエ
ラーを示す汎用コードです。
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XTPU$MESSAGE

このルーチンは，MESSAGE組込みプロシージャを使って，エラー・メッセージ
と文字列を出力します。

このルーチンをコールすれば，DEC XTPUと同じ方法で，メッセージを出力し，
処理することができます。このルーチンは， XTPU$EXECUTE_INFILEを実行し
たあとで使用しなければなりません。

形式

XTPU$MESSAGE string

戻り値

OpenVMS用法 条件値
データ型 符号なしロングワード
アクセス 書き込みのみ
受け渡し方 値による

ロングワードの条件値です。

注意

Put Message(SYS$PUTMSG)システム・サービスで使用されるので，戻
されるリターン・ステータスは無視しなければなりません。
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引数

string

OpenVMS用法 文字列
データ型 文字列
アクセス 読み取りのみ
受け渡し方 ディスクリプタによる

フォーマットされたメッセージです。string 引数は，出力されるテキストのディス
クリプタのアドレスです。これは完全にフォーマッティングしておかなければなり
ません。このルーチンはメッセージ・プリフィックスを追加しません。しかし，メ
ッセージ・バッファが存在する場合には，テキストがメッセージ・バッファに追加
されます。さらに，バッファがウィンドウにマッピングされている場合には，その
ウィンドウは更新されます。
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XTPU$PARSEINFO

このルーチンはコマンドを解析し， XTPU$INITIALIZEのためにアイテム・リス
トを作成します。

形式

XTPU$PARSEINFO fileio, call_user

戻り値

OpenVMS用法 アイテム・リスト
データ型 符号なしロングワード
アクセス 読み取りのみ
受け渡し方 参照による

このルーチンは，アイテム・リストのアドレスを返します。

引数

fileio

OpenVMS用法 符号なしロングワード・ベクタ
データ型 バウンド・プロシージャ値
アクセス 読み取りのみ
受け渡し方 ディスクリプタによる

ファイル入出力ルーチンです。fileio 引数は，ファイル入出力ルーチンのディスク
リプタのアドレスです。
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call_user

OpenVMS用法 符号なしロングワード・ベクタ
データ型 バウンド・プロシージャ値
アクセス 読み取りのみ
受け渡し方 ディスクリプタによる

コールユーザ・ルーチンです。call_user 引数は，コールユーザ・ルーチンのディ
スクリプタのアドレスです。

説明

XTPU$PARSEINFOルーチンはコマンドを解析し， XTPU$INITIALIZEのため
にアイテム・リストを作成します。

このルーチンは，現在のコマンドを解析するために，コマンド言語インタプリタ
(CLI)ルーチンを使用し，DEC XTPUが期待するコマンド・パラメータと修飾子
に関する照会を行います。この照会結果は，アイテム・リストに正しい情報を設定
するときに使用されます。リストに含まれる各アイテムに対して，ユーザ・ルーチ
ンのアドレスが使用されます。このリストのアドレスが，ルーチンから戻される値
として使用されます。

ユーザのアプリケーションがDEC XTPUの動作に無関係の情報をコマンド・ライ
ンから解析している時には，アプリケーションは XTPU$PARSEINFOを呼び出す
前にすべての情報の解析を終っていなければなりません。 XTPU$PARSEINFOは
XTPU$PARSEINFOを呼びだす前に得たコマンド行の解析の情報を破壊します。
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XTPU$SPECIFY_ASYNC_ACTION

このルーチンはDEC XTPU の完全なコール可能インタフェースを使用したアプリ
ケーションが DEC XTPUに非同期動作を登録するときに使用されます。

形式

XTPU$SPECIFY_ASYNC_ACTION facility_index ,[xtpu_statement]

戻り値

OpenVMS用法 条件値
データ型 符号なしロングワード
アクセス 書き込みのみ
受け渡し方 値による

ロングワードの条件値です。ユーティリティ・ルーチンはほとんど，条件値を R0
に戻します。このルーチンから戻される可能性のある条件値は， "戻される条件値
"にまとめられています。

引数

facility_index

OpenVMS用法 符号なしロングワード
データ型 符号なしロングワード
アクセス 読み取りのみ
受け渡し方 参照による

facility_index 引数は非同期動作の INDEXを指定します。この INDEXは，
XTPU$TRIGGER_ASYNC_ACTIONルーチンと共に用いられ，DEC XTPUに実
行される動作を知らせます。xtpu_statement 引数を指定しなければ，動作の取り消
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しができます。アプリケーションが必要ならば，複数個の非同期動作を登録するこ
ともできます。値は任意の正の整数です。

xtpu_statement

OpenVMS用法 文字列
データ型 文字列
アクセス 読み取りのみ
受け渡し方 ディスクリプタによる

XTPU$TRIGGER_ASYNC_ACTIONが呼ばれたときに実行される DEC XTPUス
テートメントです。ステートメントはコンパイルされ内部に格納されます。この引
数を指定しないと，DEC XTPUは非同期イベントのリストから指定した動作を削
除します。

説明

このルーチンは XTPU$TRIGGER_ASYNC_ACTIONと共に XTPU$CONTROL
が呼ばれた後に，アプリケーションがDEC XTPUを中断する手段を提供します。

指定されたDEC XTPUステートメントは実行アイテムのキューに登録され，他の
実行アイテムがなくなったら処理されます。このため，DEC XTPUは実行中の動
作を終了でき，コマンドの実行の前に環境を安定させることができます。このルー
チンは XTPU$INITIALIZEの後に呼ばれなければなりません。しかし，キー・ジ
ャーナリングが動作していると正常終了しません。実行される動作はDEC XTPU
の XTPU$INITIALIZE の呼び出しの後で指定しなければならないため，簡単なコ
ール可能インタフェースの XTPU$XTPUと共には使用できません。

戻される状件値

XTPU$_SUCCESS 正常終了したことを示します。

XTPU$_COMPILEFAIL xtpu_statement 引数に指定されたコードが正常にコン
パイルできません。
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XTPU$_INVPARM 引数が正しくありません。

XTPU$_JNLACTIVE キー・ジャーナリングが動作中です。このルーチンを
正しく動作させるためにはバッファ・ジャーナリング
が必要です。
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XTPU$TRIGGER_ASYNC_ACTION

このルーチンは，DEC XTPUの完全なコール可能インタフェースを使用したアプ
リケーションがDEC XTPUの XTPU$CONTROLループを非同期に中断させると
きに使用されます。

形式

XTPU$TRIGGER_ASYNC_ACTION facility_index

戻り値

OpenVMS用法 条件値
データ型 符号なしロングワード
アクセス 書き込みのみ
受け渡し方 値による

ロングワードの条件値です。ユーティリティ・ルーチンはほとんど，条件値を R0
に戻します。このルーチンから戻される可能性のある条件値は， "戻される条件値
"にまとめられています。

引数

facility_index

OpenVMS用法 符号なしロングワード
データ型 符号なしロングワード
アクセス 読み取りのみ
受け渡し方 参照による
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facility_index 引数は非同期動作の INDEXを指定します。この INDEXは，実行
されるDEC XTPUステートメントを登録するときに XTPU$SPECIFY_ASYNC_
ACTIONルーチンに渡された値です。

説明

このルーチンは XTPU$SPECIFY_ASYNC_ACTIONと共に XTPU$CONTROLが
呼ばれた後に，アプリケーションがDEC XTPUを中断する手段を提供します。指
定されたDEC XTPUステートメントは実行アイテムのキューに登録され，他の実
行アイテムがなくなったら処理されます。このため，DEC XTPUは実行中の動作
を終了でき，コマンドの実行の前に環境を安定させることができます。このルーチ
ンは XTPU$CONTROLルーチンでDEC XTPUに制御を渡した後で呼ばれなけれ
ばなりません。

戻される状件値

XTPU$_SUCCESS 正常終了したことを示します。

XTPU$_UNKFACILITY このルーチンに渡された facility_index 引数が
XTPU$SPECIFY_ASYNC_ACTIONに渡された
INDEXと一致しません。
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XTPU$XTPU

このルーチンはDEC XTPUを起動します。これはDCLのDEC XTPUコマンド
と同じです。

形式

XTPU$XTPU command

戻り値

OpenVMS用法 条件値
データ型 符号なしロングワード
アクセス 書き込みのみ
受け渡し方 値による

ロングワードの条件値です。ユーティリティ・ルーチンはほとんど，条件値を R0
に戻します。このルーチンから戻される可能性のある条件値は， "戻される条件値
"にまとめられています。

引数

command

OpenVMS用法 文字列
データ型 文字列
アクセス 読み取りのみ
受け渡し方 ディスクリプタによる

コマンド文字列です。command 引数は，コマンド・ラインのディスクリプタのア
ドレスです。コマンド名には， XTPUを使います。
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XTPU$XTPU

説明

このルーチンは，指定されたコマンド文字列を使用し，それをエディタに渡しま
す。DEC XTPUは，DCLレベルからコマンドをタイプした場合と同様に，初期
化のために，このコマンド文字列の情報を使用します。

単純なコール可能インタフェースを使用する場合には， XTPU$CLOSE_
SECTIONはセットされません。この機能を使用すれば， XTPU$XTPUを 2
回以上コールすることができ，コールするたびにセクション・ファイルをオープ
ン/クローズする必要はありません。

もし，アプリケーションがDEC XTPUの操作に関係しない修飾子情報を解析する
ときには，そのアプリケーションが XTPU$EDITをコールする前にすべてのDEC
XTPUに関係しない修飾子情報を入手している必要があります。その理由は，
XTPU$EDITが呼ばれる前のすべての修飾子情報を破壊してしまうからです。

戻される条件値

XTPU$INITIALIZE， XTPU$EXECUTE_INIFILE， XTPU$CONTROL，およ
び XTPU$CLEANUPから戻されるすべての条件値です。
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A
DEC XTPUにおける端末装置のサポートと制限事

項

A.1 サポートされる端末装置

DEC XTPUがスクリーン編集機能をサポートする端末装置は， VT80， VT280シ
リーズ， VT382のDEC社製の漢字端末装置です。また，弊社の製品あるいは他社
製の端末装置で VT80， VT280シリーズの機能をエミュレートするものは，その
エミュレータの制限内においてサポートされます。

弊社の製品ではないターミナルやターミナル・エミュレーション・ソフトウェアな
どでDEC XTPUを使用する場合には，ターミナルの設定の他に標準版OpenVMS
および日本語OpenVMSにおけるターミナルの設定について注意する必要があり
ます。DEC XTPUに影響を及ぼすターミナル設定の属性については『DEC Text
Processing Utility Reference Manual』を参照してください。

A.2 制限事項

サポートされる端末装置のうちいくつかのものは，DEC XTPUの持つ機能の一部
を実行できない場合があります。

A.2.1 DEC漢字 1978年版対応の端末装置

VT280シリーズの端末装置のうちDEC漢字 1978年版対応のもの，および VT80
端末装置では，DEC漢字 1983年版で変更になった漢字を正しく表示しません。
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DEC XTPUにおける端末装置のサポートと制限事項
A.2制限事項

A.2.2 132カラム・モード

VT80端末装置や漢字ターミナル・エミュレーション・ソフトウェアの中には，
132カラム・モードがサポートされていないものがあります。これらの端末装置を
用いる場合でも，DEC XTPUは 80カラムを越えるウィンドウ幅の指定を受け付
けますが，スクリーン上のウィンドウ幅は正しく設定されません。また，その後の
DEC XTPUの動作は保証されません。これらの端末装置を用いる場合には，ウィ
ンドウ幅を 80カラムに固定して使用してください。

A.2.3 罫線コード

日本語OpenVMSの V4.6以降では，罫線コードとして，DEC漢字 1983年版の罫
線コードが使われています (8区に含まれる 32文字)。したがって，DEC XTPUの
SYMBOL組込みプロシージャなどで生成される罫線コードは，すべてDEC漢字
1983年版の罫線コードとなります。DEC漢字 1983年版対応の VT280シリーズ
および VT382のターミナルでは,日本語OpenVMSの機能によって， 1978年版，
1983年版両方の罫線を見ることが可能ですが，DEC XTPUが正しく動作するた
めには，テキストに含まれる罫線コードは， 1983年版に統一されていることが必
要です。
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B
DEC XTPUメッセージ

この付録には，DEC XTPUが作成するメッセージのうちDEC XTPUで追加され
たメッセージが示されています。各メッセージには説明とエラーから回復するため
の処置も示されています。メッセージは重大度レベルに応じて分類されており，各
グループ内ではアルファベット順に示されています。

これ以外のメッセージについては，『DEC Text Processing Utility Reference
Manual』を参照してください。

B.1 サクセス・メッセージ

DICADD, ’tango’ has been added to a dictionary as ’yomigana’
説明: 指定された読みがなで単語を個人辞書に登録できたことを示します。
ユーザの処置: なし。

DICDEL, ’tango’ has been removed from ’yomigana’ of a dictionary
説明: 指定された読みがなの単語を個人辞書から削除できたことを示します。
ユーザの処置: なし。

B.2 インフォメーショナル・メッセージ

ROUND, FORWARD was rounded to the top
説明: 次候補選択が一巡して最初の候補に戻ったことを示します。
ユーザの処置: なし。
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B.3 警告メッセージ

INVCODESET, unrecognized codeset name
説明: コードセットのキーワードが誤っています。
ユーザの処置: /CODESET修飾子のパラメータに正しいキーワードを指定しま
す。

NOCLA, No conversion source has been specified yet
説明: 変換操作を開始しないうちに文節に関する操作をしようとしたことを示
します。
ユーザの処置: 文節に関する操作をする前に CONVERT_KANA (START_
CONVERSION,...)で，変換操作を開始します。

NODIC, No dictionary available in this editing session
説明: 個人辞書が現在利用不可能にもかかわらず，辞書を使用しようとしたこ
とを示します。
ユーザの処置: /NOKANJI_DICTIONARY修飾子を付けてDEC XTPUを起動
している場合は，/NOKANJI_DICTIONARY修飾子を付けないで起動しなお
します。 SPAWN/ATTACHの間に辞書が利用不可能になった場合は，もう一
度 SPAWN/ATTACHを行ってその原因を取り除くか，またはそのセッション
を終了します。

NODICENT, No entry found in a dictionary
説明: 個人辞書への単語登録，削除などで，指定された読みがなに対応する単
語が存在しません。
ユーザの処置: 正しい読みがなを指定し，同じ操作をもう一度実行します。

TOOMANYCLA, Too many clauses are found while converting.
説明: 変換中に文節の数が多くなりすぎたことを示します。
ユーザの処置: 一度に変換する文字列の長さを短くして，もう一度最初から変
換操作をやり直します。
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B.4 エラー・メッセージ

CLOSEDIC, Error closing the dictionary file
説明: 現在使用中の個人辞書をクローズできなかったことを示します。
ユーザの処置: なし。

CNVERR, Error occurred in the conversion routine
説明: かな漢字変換ルーチン中でエラーが発生したことを示します。
ユーザの処置: SPRを提出してください。

DICUPDERR, Error updating dictionary file
説明: 個人辞書の更新中にエラーが発生したことを示します。
ユーザの処置: なし。

OPENDIC, Error opening the dictionary file
説明: 指定された，または省略時の値として指定されている個人辞書をオープ
ンできなかったことを示します。
ユーザの処置: 起動時であれば，辞書をオープンできない原因を取り除き，も
う一度起動します。 SPAWN/ATTACHのプロセスから戻ったときであれば，
再度 SPAWN/ATTACHを行ってオープンできない原因を取り除くか，このセ
ッションを中断します。

STRTOOLNG, String is too long for a conversion source
説明: かな漢字変換の読みがなとして指定された文字列が長すぎます。変換可
能な文字列の長さは，全角ひらがなで 253文字です。
ユーザの処置: 読みがなに短い文字列を指定します。

DEC XTPUメッセージ B–3





索引

A
ABORT組込みプロシージャ . . . . . . . . . 4–7
ADD_KEY_MAP組込みプロシージャ . . . 4–7
ADJUST_WINDOW組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–2

ALIGN_CURSOR組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–3, 4–12

ANCHOR組込みプロシージャ . . . . . . . 4–4
ANY組込みプロシージャ . . . . . . . 2–4, 4–4
APPEND_LINE組込みプロシージャ . . . 4–3
ARB組込みプロシージャ . . . . . . . 2–4, 4–4
ARRAYデータ・タイプ . . . . . . . . . . . . 1–4
ASCII組込みプロシージャ . . . . . 4–9, 4–13
ATTACH組込みプロシージャ . . . . . . . . 4–7

B
BEGINNING_OF組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–3

BREAK組込みプロシージャ . . . . . . . . . 4–7
BUFFERデータ・タイプ . . . . . . . . . . . 1–4

C
CALL_USER組込みプロシージャ . . . . 4–9,

4–16
CHANGE_CASE組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–3, 4–21

CHANGE_CODE組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–3, 4–25

/CODESET修飾子 . . . . . . . . . . . . . . . 5–8
CODE組込みプロシージャ . . . . . 4–9, 4–28
COLUMN_LENGTH組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–9, 4–30

/COMMAND修飾子 . . . . . . . . . 1–9, 5–11
COMPILE組込みプロシージャ . . . . . . . 4–7
CONVERT_KANA組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–9, 4–32

CONVERT組込みプロシージャ . . . . . . . 4–9
COPY_TEXT組込みプロシージャ . . . . . 4–3
CREATE_ARRAY組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–9

CREATE_BUFFER組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–3

CREATE_KEY_MAP_LIST組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–7

CREATE_KEY_MAP組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–7

CREATE_PROCESS組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–7

CREATE_RANGE組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–3

CREATE_WIDGET組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–8

CREATE_WINDOW組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–2

/CREATE修飾子 . . . . . . . . . . . . 1–9, 5–12
CURRENT_BUFFER組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–5

CURRENT_CHARACTER組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–5

CURRENT_COLUMN組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–5

CURRENT_DIRECTION組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–5

CURRENT_LINE組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–5

CURRENT_OFFSET組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–5

索引 –1



CURRENT_ROW組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–5

CURRENT_WINDOW組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–5

CURSOR_HORIZONTAL組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–3

CURSOR_VERTICAL組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–3

D
DEBUG_LINE組込みプロシージャ . . . . 4–5
/DEBUG修飾子 . . . . . . . . . . . . . . . . . 1–9
DEC_KANJI組込みプロシージャ . . . . 4–9,

4–37
DECTPU (DEC Text Processing Utility)

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1–1
DEC XTPU
コマンド修飾子 . . . . . . . . . . . . . . . . 1–8
特殊機能 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1–1
呼び出し . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1–7

DEC XTPU言語 . . . . . . . . . . . . . . . . . 1–3
ステートメント . . . . . . . . . . . . . . . . 1–5
宣言文 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1–5

DEC XTPUメッセージ . . . . . . . . . . . B–1
DEFINE_KEY組込みプロシージャ . . . . 4–7
DEFINE_WIDGET_CLASS組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–8

DELETE_TANGO組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–9, 4–40

DELETE組込みプロシージャ . . . . . . . . 4–9
/DISPLAY修飾子 . . . . . . . . . . . 1–9, 5–15

E
EDIT組込みプロシージャ . . . . . . . . . . 4–3
END_OF組込みプロシージャ . . . . . . . . 4–3
ENTER_TANGO組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–9, 4–43

ERASE_CHARACTER組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–3

ERASE_LINE組込みプロシージャ . . . . 4–3
ERASE組込みプロシージャ . . . . . . . . . 4–3
ERROR_LINE組込みプロシージャ . . . . 4–5

ERROR_TEXT組込みプロシージャ . . . . 4–5
ERROR組込みプロシージャ . . . . . . . . . 4–5
EXECUTE組込みプロシージャ . . . . . . . 4–7
EXIT組込みプロシージャ . . . . . . . . . . . 4–9
EXPAND_NAME組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–9

F
FAO組込みプロシージャ . . . . . . 4–9, 4–46
FILE_PARSE組込みプロシージャ . . . . . 4–3
FILE_SEARCH組込みプロシージャ . . . 4–3
FILEIOルーチン . . . . . . . . . . . . . . . 6–30
FILL組込みプロシージャ . . . . . . 4–3, 4–49

G
GET_CLIPBOARD組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–8

GET_DEFAULT組込みプロシージャ . . . 4–8
GET_GLOBAL_SELECT組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–8

GET_INFO組込みプロシージャ . . . . . 4–5,
4–52

H
HANDLERルーチン . . . . . . . . . . . . . 6–33
HELP_TEXT組込みプロシージャ . . . . . 4–9

I
INDEX組込みプロシージャ . . . . . . . . . 4–9
/INITIALIZATION修飾子 . . . . . 1–9, 5–16
INITIALIZEルーチン . . . . . . . . . . . . 6–35
INTEGERデータ・タイプ . . . . . . . . . . 1–4
INT組込みプロシージャ . . . . . . . . . . . 4–9

J
JOURNAL_CLOSE組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–9

JOURNAL_OPEN組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–10

/JOURNAL修飾子 . . . . . . . . . . 1–9, 5–17

索引 –2



K
/KANJI_DICTIONARY修飾子 . . 1–9, 5–13
KEY_NAME組込みプロシージャ . . . . 4–7,

4–57
KEYWORDデータ・タイプ . . . . . . . . . 1–4

L
LAST_KEY組込みプロシージャ . . . . . . 4–7
LEARN_ABORT組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–10

LEARN_BEGIN組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–10

LEARN_END組込みプロシージャ . . . . 4–10
LEARNデータ・タイプ . . . . . . . . . . . . 1–4
LENGTH組込みプロシージャ . . . . . . . 4–10
LINE_BEGIN組込みプロシージャ . . . . 4–4
LINE_END組込みプロシージャ . . . . . . 4–4
LOCATE_MOUSE組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–5

LOOKUP_KEY組込みプロシージャ . . . . 4–7
LOWER_WIDGET組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–8

M
MANAGE_WIDGET組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–8

MAP組込みプロシージャ . . . . . . . . . . . 4–2
MARKERデータ・タイプ . . . . . . . . . . 1–4
MARK組込みプロシージャ . . . . . 4–4, 4–60
MATCH組込みプロシージャ . . . . . 2–4, 4–4
MESSAGE_TEXT組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–4

MESSAGE組込みプロシージャ . . . . . . 4–10
MODIFY_RANGE組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–4

/MODIFY修飾子 . . . . . . . . . . . 1–9, 5–19
MOVE_HORIZONTAL組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–3

MOVE_TEXT組込みプロシージャ . . . . . 4–4
MOVE_VERTICAL組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–3

N
NOTANY組込みプロシージャ . . . . 2–4, 4–4

O
/OUTPUT修飾子 . . . . . . . . . . . 1–9, 5–20

P
PAGE_BREAK組込みプロシージャ . . . . 4–4
PATTERNデータ・タイプ . . . . . . . . . . 1–4
PCS_CLASS組込みプロシージャ . . . . 4–4,

4–62
POSITION組込みプロシージャ . . . . . . . 4–3
PROCESSデータ・タイプ . . . . . . . . . . 1–4
PROGRAMデータ・タイプ . . . . . . . . . 1–4

Q
QUIT組込みプロシージャ . . . . . . . . . 4–10

R
RAISE_WIDGET組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–8

RANGEデータ・タイプ . . . . . . . . . . . . 1–4
READ_CHAR組込みプロシージャ . . . 4–10,

4–64
READ_CLIPBOARD組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–8

READ_FILE組込みプロシージャ . . . . . 4–4
READ_GLOBAL_SELECT組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–8

READ_KEY組込みプロシージャ . . . . 4–10,
4–66

READ_LINE組込みプロシージャ . . . 4–10,
4–68

/READ_ONLY修飾子 . . . . . . . . . . . . . 1–9
REALISE_WIDGET組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–8

RECOVER_BUFFER組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–5

/RECOVER修飾子 . . . . . . . . . . . . . . . 1–9

索引 –3



REFRESH組込みプロシージャ . . . . . . . 4–2
REMAIN組込みプロシージャ . . . . . . . . 4–4
REMOVE_KEY_MAP組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–7

RETURN組込みプロシージャ . . . . . . . . 4–7

S
SAVE組込みプロシージャ . . . . . . . . . . 4–7
SCANL組込みプロシージャ . . . . . 2–4, 4–4
SCAN組込みプロシージャ . . . . . . 2–4, 4–4
SCROLL組込みプロシージャ . . . . . . . . 4–3
SEARCH_QUIETLY組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–4

SEARCH組込みプロシージャ . . . . . . . . 4–4
/SECTION修飾子 . . . . . . . . . . . . . . . . 1–9
SELECT_RANGE組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–4, 4–72

SELECT組込みプロシージャ . . . 4–4, 4–70
SEND_CLIENT_MESSAGE組込みプロシー
ジャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–8

SEND_EOF組込みプロシージャ . . . . . . 4–7
SEND組込みプロシージャ . . . . . . . . . . 4–7
SET (ACTIVE_AREA)組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–8

SET (AUTO_REPEAT)組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–5

SET (BELL)組込みプロシージャ . . . . . . 4–5
SET (CLIENT_MESSAGE)組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–8

SET (CODESET)組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–5, 4–79

SET (COLUMN_MOVE_VERTICAL)組込み
プロシージャ . . . . . . . . . . . . . . . . 4–3

SET (CROSS_WINDOW_BOUNDS)組込みプ
ロシージャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–3

SET (DEBUG)組込みプロシージャ . . . . 4–5
SET (DEFAULT_DIRECTORY)組込みプロシ
ージャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–5

SET (DEFAULT_FILE)組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–8

SET (DETACHED_ACTION)組込みプロシー
ジャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–3

SET (DISPLAY_VALUE)組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–2

SET (DRM_HIERARCHY)組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–8

SET (ENABLE_RESIZE)組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–8

SET (EOB_TEXT)組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–10

SET (ERASE_UNMODIFIABLE)組込みプロ
シージャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–4

SET (FACILITY_NAME)組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–5

SET (FILL_NOT_BEGIN)組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–5, 4–81

SET (FILL_NOT_END)組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–5, 4–83

SET (FILL_TRIM_SPACE)組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–5, 4–85

SET (FIRST_INPUT_ACTION)組込みプロシ
ージャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–8

SET (FORWARD)組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–5

SET (GLOBAL_SELECT)組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–8

SET (GLOBAL_SELECT_GRAB)組込みプロ
シージャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–8

SET (GLOBAL_SELECT_READ)組込みプロ
シージャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–8

SET (GLOBAL_SELECT_TIME)組込みプロ
シージャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–8

SET (GLOBAL_SELECT_UNGRAB)組込みプ
ロシージャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–8

SET (HEIGHT)組込みプロシージャ . . . 4–2
SET (ICON_NAME)組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–8

SET (ICON_PIXMAP)組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–8

SET (ICONIFY_PIXMAP)組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–8

SET (INFORMATIONAL)組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–5

SET (INPUT_FOCUS)組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–8

索引 –4



SET (INPUT_FOCUS_GRAB)組込みプロシー
ジャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–8

SET (INPUT_FOCUS_UNGRAB)組込みプロ
シージャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–8

SET (INSERT)組込みプロシージャ . . . . 4–5
SET (JOURNALING)組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–5

SET (KEY_MAP_LIST)組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–7

SET (KEYBOARD_CODESET)組込みプロシ
ージャ . . . . . . . . . . . . . . . . 4–5, 4–87

SET (KEYSTROKE_RECOVERY)組込みプロ
シージャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–5

SET (LEFT_MARGIN)組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–5

SET (LEFT_MARGIN_ACTION)組込みプロ
シージャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–6

SET (LINE_NUMBER)組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–6

SET (MAPPED_WHEN_MANAGED)組込み
プロシージャ . . . . . . . . . . . . . . . . 4–8

SET (MARGIN_ALLOWANCE)組込みプロシ
ージャ . . . . . . . . . . . . . . . . 4–6, 4–89

SET (MARGINS)組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–6

SET (MAX_LINES)組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–6

SET (MENU_POSITION)組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–8

SET (MESSAGE_ACTION_LEVEL)組込みプ
ロシージャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–6

SET (MESSAGE_ACTION_TYPE)組込みプロ
シージャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–6

SET (MESSAGE_CODESET)組込みプロシー
ジャ . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–6, 4–91

SET (MESSAGE_FLAGS)組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–6

SET (MODIFIABLE)組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–4

SET (MODIFIED)組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–4

SET (MOUSE)組込みプロシージャ . . . . 4–6
SET (MOVE_VERTICAL_CONTEXT)組込み
プロシージャ . . . . . . . . . . . . . . . . 4–3

SET (NO_WRITE)組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–6

SET (OUTPUT_CODESET)組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–6, 4–93

SET (OUTPUT_FILE)組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–6

SET (OVERSTRIKE)組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–6

SET (PAD)組込みプロシージャ . . . . . . . 4–2
SET (PAD_OVERSTRIKE_TABS)組込みプロ
シージャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–6

SET (PERMANENT)組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–6

SET (POST_KEY_PROCEDURE)組込みプロ
シージャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–7

SET (PRE_KEY_PROCEDURE)組込みプロシ
ージャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–7

SET (PROMPT_AREA)組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–2

SET (RECORD_ATTRIBUTE)組込みプロシー
ジャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–6

SET (RESIZE_ACTION)組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–9

SET (REVERSE)組込みプロシージャ . . 4–6
SET (RIGHT_MARGIN)組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–6

SET (RIGHT_MARGIN_ACTION)組込みプロ
シージャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–6

SET (SCREEN_LIMITS)組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–9

SET (SCREEN_UPDATE)組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–2

SET (SCROLL_BAR)組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–9

SET (SCROLL_BAR_AUTO_THUMB)組込み
プロシージャ . . . . . . . . . . . . . . . . 4–9

SET (SCROLLING)組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–2

SET (SELF_INSERT)組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–7

SET (SHIFT_KEY)組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–7

SET (SPECIAL_ERROR_SYMBOL)組込みプ
ロシージャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–6

索引 –5



SET (STATUS_LINE)組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–2

SET (SUCCESS)組込みプロシージャ . . 4–6
SET (SYSTEM)組込みプロシージャ . . . 4–6
SET (TAB_STOPS)組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–6

SET (TEXT)組込みプロシージャ . . . . . . 4–2
SET (TIMER)組込みプロシージャ . . . . . 4–6
SET (TRACEBACK)組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–6

SET (UID)組込みプロシージャ . . . . . . . 4–9
SET (UNDEFINE_KEY)組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–7

SET (VIDEO)組込みプロシージャ . . . . . 4–2
SET (VIDEO_CHARACTER_SET)組込みプロ
シージャ . . . . . . . . . . . . . . 4–6, 4–95

SET (WIDGET)組込みプロシージャ . . . 4–9
SET (WIDGET_CALL_DATA)組込みプロシー
ジャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–9

SET (WIDGET_CALLBACK)組込みプロシー
ジャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–9

SET (WIDGET_CONTEXT_HELP)組込みプ
ロシージャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–9

SET (WIDGET_RESOURCE_TYPES)組込み
プロシージャ . . . . . . . . . . . . . . . . 4–9

SET (WIDTH)組込みプロシージャ . . . . 4–2
SET組込みプロシージャ . . . . . . . . . . 4–74
SHIFT組込みプロシージャ . . . . . . . . . 4–2
SHOW組込みプロシージャ . . . . . . . . . 4–6
SLEEP組込みプロシージャ . . . . . . . . 4–10
SPANL組込みプロシージャ . . . . . 2–4, 4–4
SPAN組込みプロシージャ . . . . . . 2–4, 4–4
SPAWN組込みプロシージャ . . . . . . . . . 4–7
SPLIT_LINE組込みプロシージャ . . . . 4–4,

4–97
/START_POSITION修飾子 . . . . 1–9, 5–26
STRINGデータ・タイプ . . . . . . . . . . . 1–4
STR組込みプロシージャ . . . . . . . . . . 4–10
SUBSTR組込みプロシージャ . . . . . . . 4–10
SYMBOL組込みプロシージャ . . . 4–10, 4–99

T
TRANSLATE組込みプロシージャ . . . . . 4–4

U
UNANCHOR組込みプロシージャ . . . . . 4–4
UNDEFINE_KEY組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–7

UNMANAGE_WIDGET組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–9

UNMAP組込みプロシージャ . . . . . . . . 4–2
UNSPECIFIEDデータ・タイプ . . . . . . 1–4
UPDATE組込みプロシージャ . . . . . . . . 4–2
USERルーチン . . . . . . . . . . . . . . . . 6–37

V
VERIFY_BUFFER組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–4, 4–101

VT280シリーズ . . . . . . . . . . . . . . . . . 1–7
VT382 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1–7

W
WINDOWデータ・タイプ . . . . . . . . . . 1–4
WRITE_CLIPBOARD組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–9

WRITE_FILE組込みプロシージャ . . . . . 4–4
WRITE_GLOBAL_SELECT組込みプロシージ
ャ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–9

/WRITE修飾子 . . . . . . . . . . . . . 1–9, 5–26

X
XTPU$_CALLUSERアイテム・コー
ド . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–70

XTPU$_CHAINアイテム・コード . . . . 6–71
XTPU$_COMMANDFILEアイテム・コー
ド . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–69

XTPU$_CTRL_C_ROUTINEアイテム・コー
ド . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–71

XTPU$_DEBUGFILEアイテム・コー
ド . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–72

索引 –6



XTPU$_DISPLAYFILEアイテム・コー
ド . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–69

XTPU$_ENDLISTアイテム・コー
ド . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–71

XTPU$_FILEIOアイテム・コード . . . 6–70
XTPU$_FILENAMEアイテム・コー
ド . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–69

XTPU$_INIT_FILEアイテム・コー
ド . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–70

XTPU$_JOURNALFILEアイテム・コー
ド . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–69

XTPU$_KANJI_DICFILEアイテム・コー
ド . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–70

XTPU$_OPTIONSアイテム・コー
ド . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–69

XTPU$_OTHER_FILENAMESアイテム・コ
ード . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–70

XTPU$_OUTPUTFILEアイテム・コー
ド . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–69

XTPU$_SECTIONFILEアイテム・コー
ド . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–69

XTPU$_START_CHARアイテム・コー
ド . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–71

XTPU$_START_LINEアイテム・コー
ド . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–71

XTPU$_WORKFILEアイテム・コー
ド . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–71

XTPU$CLEANUPルーチン . . . . . . . . 6–40
XTPU$CLIPARSEルーチン . . . . . . . . 6–45
XTPU$CLOSE_TERMINALルーチ
ン . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–47

XTPU$CONTROLルーチン . . . . . . . . 6–49
XTPU$EDITルーチン . . . . . . . . . . . . 6–51
XTPU$EXECUTE_COMMANDルーチ
ン . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–53

XTPU$EXECUTE_INIFILEルーチ
ン . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–55

XTPU$FILEIOルーチン . . . . . . . . . . 6–58
XTPU$HANDLERルーチン . . . . . . . . 6–64
XTPU$INITIALIZEルーチン . . . . . . . 6–67
XTPU$M_CLOSE_KANJI_DICシンボ
ル . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–41

XTPU$M_CLOSE_SECTIONシンボ
ル . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–41

XTPU$M_DELETE_BUFFERSシンボ
ル . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–41

XTPU$M_DELETE_CACHEシンボ
ル . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–41

XTPU$M_DELETE_CONTEXTシンボ
ル . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–41

XTPU$M_DELETE_EXITHシンボ
ル . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–42

XTPU$M_DELETE_JOURNALシンボ
ル . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–42

XTPU$M_DELETE_OTHERSシンボ
ル . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–42

XTPU$M_DELETE_WINDOWSシンボ
ル . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–42

XTPU$M_EXECUTE_FILEシンボ
ル . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–42

XTPU$M_EXECUTE_PROCシンボ
ル . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–42

XTPU$M_KILL_PROCESSESシンボ
ル . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–42

XTPU$M_LAST_TIMEシンボル . . . . . 6–42
XTPU$M_PRUNE_CACHEシンボ
ル . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–42

XTPU$M_RESET_TERMINALシンボ
ル . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–43

XTPU$MESSAGEルーチン . . . . . . . . 6–76
XTPU$PARSEINFOルーチン . . . . . . . 6–78
XTPU$SPECIFY_ASYNC_ACTIONアイテ
ム・コード . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–80

XTPU$XTPUルーチン . . . . . . . . . . . 6–85
XTPU$TRIGGER_ASYNC_ACTIONルーチ
ン . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–83

ア
アレイ
データ・タイプ . . . . . . . . . . . . . . . . 2–2

イ
イニシャライゼーション・ファイル . . . 1–11

索引 –7



エ
エラー・ステートメント . . . . . . . . . . . . 1–5
演算子 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3–1

キ
キー・ジャーナリング . . . . . . . . . . . . 5–17
ファイル・タイプ . . . . . . . . . . . . . 5–18

共有可能イメージ . . . . . . . . . . . . . . . . 6–4

ク
組込みプロシージャ . . . . . . . . . . . 1–6, 4–1

ABORT . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–7
ADD_KEY_MAP . . . . . . . . . . . . . . 4–7
ADJUST_WINDOW . . . . . . . . . . . . 4–2
ALIGN_CURSOR . . . . . . . . . . . . . . 4–3
ANCHOR . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–4
ANY . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–4
APPEND_LINE . . . . . . . . . . . . . . . 4–3
ARB . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–4
ASCII . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–9
ATTACH . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–7
BEGINNING_OF . . . . . . . . . . . . . . 4–3
BREAK . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–7
CALL_USER . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–9
CHANGE_CASE . . . . . . . . . . . . . . 4–3
CHANGE_CODE . . . . . . . . . . . . . . 4–3
CODE . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–9
COLUMN_LENGTH . . . . . . . . . . . . 4–9
COMPILE . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–7
CONVERT . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–9
CONVERT_KANA . . . . . . . . . . . . . 4–9
COPY_TEXT . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–3
CREATE_ARRAY . . . . . . . . . . . . . . 4–9
CREATE_BUFFER . . . . . . . . . . . . . 4–3
CREATE_KEY_MAP . . . . . . . . . . . . 4–7
CREATE_KEY_MAP_LIST . . . . . . . 4–7
CREATE_PROCESS . . . . . . . . . . . . 4–7
CREATE_RANGE . . . . . . . . . . . . . 4–3
CREATE_WIDGET . . . . . . . . . . . . . 4–8
CREATE_WINDOW . . . . . . . . . . . . 4–2
CURRENT_BUFFER . . . . . . . . . . . 4–5

組込みプロシージャ (続き)
CURRENT_CHARACTER . . . . . . . . 4–5
CURRENT_COLUMN . . . . . . . . . . . 4–5
CURRENT_DIRECTION . . . . . . . . . 4–5
CURRENT_LINE . . . . . . . . . . . . . . 4–5
CURRENT_OFFSET . . . . . . . . . . . 4–5
CURRENT_ROW . . . . . . . . . . . . . . 4–5
CURRENT_WINDOW . . . . . . . . . . . 4–5
CURSOR_HORIZONTAL . . . . . . . . 4–3
CURSOR_VERTICAL . . . . . . . . . . . 4–3
DEBUG_LINE . . . . . . . . . . . . . . . . 4–5
DEC_KANJI . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–9
DEFINE_KEY . . . . . . . . . . . . . . . . 4–7
DEFINE_WIDGET_CLASS . . . . . . . 4–8
DELETE . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–9
DELETE_TANGO . . . . . . . . . . . . . 4–9
EDIT . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–3
END_OF . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–3
ENTER_TANGO . . . . . . . . . . . . . . 4–9
ERASE . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–3
ERASE_CHARACTER . . . . . . . . . . 4–3
ERASE_LINE . . . . . . . . . . . . . . . . 4–3
ERROR . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–5
ERROR_LINE . . . . . . . . . . . . . . . . 4–5
ERROR_TEXT . . . . . . . . . . . . . . . . 4–5
EXECUTE . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–7
EXIT . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–9
EXPAND_NAME . . . . . . . . . . . . . . 4–9
FAO . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–9
FILE_PARSE . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–3
FILE_SEARCH . . . . . . . . . . . . . . . 4–3
FILL . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–3
GET_CLIPBOARD . . . . . . . . . . . . . 4–8
GET_DEFAULT . . . . . . . . . . . . . . . 4–8
GET_GLOBAL_SELECT . . . . . . . . . 4–8
GET_INFO . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–5
HELP_TEXT . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–9
INDEX . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–9
INT . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–9
JOURNAL_CLOSE . . . . . . . . . . . . . 4–9
JOURNAL_OPEN . . . . . . . . . . . . 4–10
KEY_NAME . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–7
LAST_KEY . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–7
LEARN_ABORT . . . . . . . . . . . . . . 4–10
LEARN_BEGIN . . . . . . . . . . . . . . 4–10

索引 –8



組込みプロシージャ (続き)
LEARN_END . . . . . . . . . . . . . . . 4–10
LENGTH . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–10
LINE_BEGIN . . . . . . . . . . . . . . . . 4–4
LINE_END . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–4
LOCATE_MOUSE . . . . . . . . . . . . . 4–5
LOOKUP_KEY . . . . . . . . . . . . . . . 4–7
LOWER_WIDGET . . . . . . . . . . . . . 4–8
MANAGE_WIDGET . . . . . . . . . . . . 4–8
MAP . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–2
MARK . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–4
MATCH . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–4
MESSAGE . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–10
MESSATE_TEXT . . . . . . . . . . . . . . 4–4
MODIFY_RANGE . . . . . . . . . . . . . 4–4
MOVE_HORIZONTARL . . . . . . . . . 4–3
MOVE_TEXT . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–4
MOVE_VERTICAL . . . . . . . . . . . . . 4–3
NOTANY . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–4
PAGE_BREAK . . . . . . . . . . . . . . . . 4–4
PCS_CLASS . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–4
POSITION . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–3
QUIT . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–10
RAISE_WIDGET . . . . . . . . . . . . . . 4–8
READ_CHAR . . . . . . . . . . . . . . . . 4–10
READ_CLIPBOARD . . . . . . . . . . . . 4–8
READ_FILE . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–4
READ_GLOBAL_SELECT . . . . . . . . 4–8
READ_KEY . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–10
READ_LINE . . . . . . . . . . . . . . . . 4–10
REALISE_WIDGET . . . . . . . . . . . . 4–8
RECOVER_BUFFER . . . . . . . . . . . 4–5
REFRESH . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–2
REMAIN . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–4
REMOVE_KEY_MAP . . . . . . . . . . . 4–7
RETURN . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–7
SAVE . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–7
SCAN . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–4
SCANL . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–4
SCROOL . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–3
SEARCH . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–4
SEARCH_QUIETLY . . . . . . . . . . . . 4–4
SELECT . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–4
SELECT_RANGE . . . . . . . . . . . . . . 4–4
SEND . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–7

組込みプロシージャ (続き)
SEND_CLIENT_MESSAGE . . . . . . . 4–8
SEND_EOF . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–7
SET (ACTIVE_AREA) . . . . . . . . . . . 4–8
SET (AUTO_REPEAT) . . . . . . . . . . 4–5
SET (BELL) . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–5
SET (CLIENT_MESSAGE) . . . . . . . 4–8
SET (CODESET) . . . . . . . . . . . . . . 4–5
SET (COLUMN_MOVE_VERTICAL)

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–3
SET (CROSS_WINDOW_BOUNDS)

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–3
SET (DEBUG) . . . . . . . . . . . . . . . . 4–5
SET (DEFAULT_DIRECTORY) . . . . 4–5
SET (DEFAULT_FILE) . . . . . . . . . . 4–8
SET (DETACHED_ACTION) . . . . . . 4–3
SET (DISPLAY_VALUE) . . . . . . . . . 4–2
SET (DRM_HIERARCHY) . . . . . . . . 4–8
SET (ENABLE_RESIZE) . . . . . . . . . 4–8
SET (EOB_TEXT) . . . . . . . . . . . . 4–10
SET (ERASE_UNMODIFIABLE) . . . 4–4
SET (FACILITY_NAME) . . . . . . . . . 4–5
SET (FILL_NOT_BEGIN) . . . . . . . . 4–5
SET (FILL_NOT_END) . . . . . . . . . . 4–5
SET (FILL_TRIM_SPACE) . . . . . . . 4–5
SET (FIRST_INPUT_ACTION) . . . . 4–8
SET (FORWARD) . . . . . . . . . . . . . . 4–5
SET (GLOBAL_SELECT) . . . . . . . . 4–8
SET (GLOBAL_SELECT_GRAB) . . . 4–8
SET (GLOBAL_SELECT_READ) . . . 4–8
SET (GLOBAL_SELECT_TIME) . . . 4–8
SET (GLOBAL_SELECT_UNGRAB)

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–8
SET (HEIGHT) . . . . . . . . . . . . . . . 4–2
SET (ICON_NAME) . . . . . . . . . . . . 4–8
SET (ICON_PIXMAP) . . . . . . . . . . . 4–8
SET (ICONIFY_PIXMAP) . . . . . . . . 4–8
SET (INFORMATIONAL) . . . . . . . . 4–5
SET (INPUT_FOCUS) . . . . . . . . . . 4–8
SET (INPUT_FOCUS_GRAB) . . . . . 4–8
SET (INPUT_FOCUS_UNGRAB) . . . 4–8
SET (INSERT) . . . . . . . . . . . . . . . . 4–5
SET (JOURNALING) . . . . . . . . . . . 4–5
SET (KEY_MAP_LIST) . . . . . . . . . . 4–7
SET (KEYBOARD_CODESET) . . . . 4–5

索引 –9



組込みプロシージャ (続き)
SET (KEYSTROKE_RECOVERY) . . 4–5
SET (LEFT_MARGIN) . . . . . . . . . . 4–5
SET (LEFT_MARGIN_ACTION) . . . 4–6
SET (LINE_NUMBER) . . . . . . . . . . 4–6
SET (MAPPED_WHEN_MANAGED)

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–8
SET (MARGIN_ALLOWANCE) . . . . 4–6
SET (MARGINS) . . . . . . . . . . . . . . 4–6
SET (MAX_LINES) . . . . . . . . . . . . 4–6
SET (MENU_POSITION) . . . . . . . . 4–8
SET (MESSAGE_ACTION_LEVEL)

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–6
SET (MESSAGE_ACTION_TYPE)

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–6
SET (MESSAGE_CODESET (＊)) . . . 4–6
SET (MESSAGE_FLAGS) . . . . . . . . 4–6
SET (MODIFIABLE) . . . . . . . . . . . 4–4
SET (MODIFIED) . . . . . . . . . . . . . 4–4
SET (MOUSE) . . . . . . . . . . . . . . . . 4–6
SET (MOVE_VERTICAL_CONTEXT)

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–3
SET (NO_WRITE) . . . . . . . . . . . . . 4–6
SET (OUTPUT_CODESET) . . . . . . . 4–6
SET (OUTPUT_FILE) . . . . . . . . . . . 4–6
SET (OVERSTRIKE) . . . . . . . . . . . 4–6
SET (PAD) . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–2
SET (PAD_OVERSTRIKE_TABS) . . . 4–6
SET (PARMANENT) . . . . . . . . . . . . 4–6
SET (POST_KEY_PROCEDURE) . . . 4–7
SET (PRE_KEY_PROCEDURE) . . . . 4–7
SET (PROMPT_AREA) . . . . . . . . . . 4–2
SET (RECORD_ATTRIBUTE) . . . . . 4–6
SET (RESIZE_ACTION) . . . . . . . . . 4–9
SET (REVERSE) . . . . . . . . . . . . . . 4–6
SET (RIGHT_MARGIN) . . . . . . . . . 4–6
SET (RIGHT_MARGIN_ACTION)

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–6
SET (SCREEN_LIMITS) . . . . . . . . . 4–9
SET (SCREEN_UPDATE) . . . . . . . . 4–2
SET (SCROLL_BAR) . . . . . . . . . . . 4–9
SET (SCROLL_BAR_AUTO_THUMB)

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–9
SET (SCROLLING) . . . . . . . . . . . . 4–2
SET (SELF_INSERT) . . . . . . . . . . . 4–7

組込みプロシージャ (続き)
SET (SHIFT_KEY) . . . . . . . . . . . . . 4–7
SET (SPECIAL_ERROR_SYMBOL)

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–6
SET (STATUS_LINE) . . . . . . . . . . . 4–2
SET (SUCCESS) . . . . . . . . . . . . . . 4–6
SET (SYSTEM) . . . . . . . . . . . . . . . 4–6
SET (TAB_STOPS) . . . . . . . . . . . . . 4–6
SET (TEXT) . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–2
SET (TIMER) . . . . . . . . . . . . . . . . 4–6
SET (TRACEBACK) . . . . . . . . . . . . 4–6
SET (UID) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–9
SET (UNDEFINE_KEY) . . . . . . . . . 4–7
SET (VIDEO) . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–2
SET (VIDEO_CHARACTER_SET)

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–6
SET (WIDGET) . . . . . . . . . . . . . . . 4–9
SET (WIDGET_CALL_DATA) . . . . . 4–9
SET (WIDGET_CALLBACK) . . . . . . 4–9
SET (WIDGET_CONTEXT_HELP)

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–9
SET (WIDGET_RESOURCE_TYPES)

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–9
SET (WIDTH) . . . . . . . . . . . . . . . . 4–2
SHIFT . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–2
SHOW . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–6
SLEEP . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–10
SPAN . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–4
SPANL . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–4
SPAWN . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–7
SPLIT_LINE . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–4
STR . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–10
SUBSTR . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–10
SYMBOL . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–10
TRANSLATE . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–4
UNANCHOR . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–4
UNDEFINE_KEY . . . . . . . . . . . . . 4–7
UNMANAGE_WIDGET . . . . . . . . . 4–9
UNMAP . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–2
UPDATE . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4–2
VERIFY_BUFFER . . . . . . . . . . . . . 4–4
WRITE_CLIPBOARD . . . . . . . . . . . 4–9
WRITE_FILE . . . . . . . . . . . . . . . . 4–4
WRITE_GLOBAL_SELECT . . . . . . . 4–9

索引 –10



繰返しステートメント . . . . . . . . . . . . . 1–5
クリーンアップ・オプション . . . . . . . . 6–41
グローバル変数宣言 . . . . . . . . . . . . . . . 1–5

ケ
ケース・ステートメント . . . . . . . . . . . . 1–5

コ
コマンド・ファイル . . . . . . . . . . . . . . 1–10
コール可能な DEC XTPU . . . . . . . . . . . 6–1

シ
式 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3–1
識別子 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3–1, 3–4
ジャーナル・ファイル . . . . . . . . . . . . 5–17
条件ステートメント . . . . . . . . . . . . . . . 1–5
初期化ファイル . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1–9
イニシャライゼーション・ファイ
ル . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1–11

コマンド・ファイル . . . . . . . . . . . . 1–10
セクション・ファイル . . . . . . . . . . 1–10

シンボル
DEC XTPUの . . . . . . . . . . . . . . . . 3–4

ス
ステートメント . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1–5
エラー・ステートメント . . . . . . . . . . 1–5
繰返しステートメント . . . . . . . . . . . 1–5
ケース・ステートメント . . . . . . . . . . 1–5
条件ステートメント . . . . . . . . . . . . . 1–5
代入ステートメント . . . . . . . . . . . . . 1–5

セ
制御文字 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3–3
セクション・ファイル . . . . . . . . . . . . 1–10
宣言文 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1–5
グローバル変数宣言 . . . . . . . . . . . . . 1–5
定数宣言 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1–5
プロシージャ宣言 . . . . . . . . . . . . . . 1–5
モジュール宣言 . . . . . . . . . . . . . . . . 1–5

宣言文 (続き)
ローカル変数宣言 . . . . . . . . . . . . . . 1–5

タ
代入ステートメント . . . . . . . . . . . . . . . 1–5
端末装置 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . A–1

テ
定数 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3–1
定数宣言 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1–5
データ・タイプ . . . . . . . . . . . . . . 1–3, 2–1

ARRAY . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1–4
BUFFER . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1–4
INTEGER . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1–4
KEYWORD . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1–4
LEARN . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1–4
MARKER . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1–4
PATTERN . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1–4
PROCESS . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1–4
PROGRAM . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1–4
RANGE . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1–4
STRING . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1–4
UNSPECIFIED . . . . . . . . . . . . . . . 1–4
WINDOW . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1–4
アレイ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–2
パターン . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–3
マーカ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–2
文字列 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–4
レンジ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–4

ニ
日本語 EVE . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1–2
日本語端末 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1–7

ハ
パターン
データ・タイプ . . . . . . . . . . . . . . . . 2–3

パターン組込みプロシージャ . . . . . . . . . 2–3
ANY . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–4
ARB . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–4
MATCH . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–4

索引 –11



パターン組込みプロシージャ (続き)
NOTANY . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–4
SCAN . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–4
SCANL . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–4
SPAN . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–4
SPANL . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2–4

バッファ・ジャーナリング . . . . . . . . . 5–17
ファイル・タイプ . . . . . . . . . . . . . 5–18

フ
プロシージャ宣言 . . . . . . . . . . . . . . . . 1–5

ヘ
変数 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3–1

マ
マーカ
データ・タイプ . . . . . . . . . . . . . . . . 2–2

メ
メッセージ

DEC XTPUの . . . . . . . . . . . . . . . B–1

モ
文字セット . . . . . . . . . . . . . . . . . 3–1, 3–2
モジュール宣言 . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1–5
文字列
データ・タイプ . . . . . . . . . . . . . . . . 2–4

ユ
ユーザ作成
デバッグ・プログラム . . . . . . . . . . . 1–3
プロシージャ . . . . . . . . . . . . . . . . . 1–6
ルーチン . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 6–10

ヨ
呼び出し

DEC XTPUの . . . . . . . . . . . . . . . . 5–1
予約語 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3–1

ル
ルーチン

DEC XTPUの . . . . . . . . . . . . . . . 6–29

レ
レキシカル要素 . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3–1
演算子 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3–1
式 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3–1
識別子 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3–1
文字セット . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3–2
定数 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3–1
変数 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3–1
文字セット . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3–1
予約語 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3–1

レンジ
データ・タイプ . . . . . . . . . . . . . . . . 2–4

ロ
ローカル変数宣言 . . . . . . . . . . . . . . . . 1–5

索引 –12





�



日本語 HP OpenVMS

DEC XTPU リファレンス・マニュアル

2005年 4月 発行

日本ヒューレット・パッカード株式会社

〒 140-8641 東京都品川区東品川 2-2-24天王洲セントラルタワー

電話 (03)5463-6600 (大代表)

AA-PY6UE-TE





<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams true
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts false
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /AdvHC39a
    /AdvHC39b
    /AdvHC39c
    /AdvHC39d
    /AdvHC39e
    /AdvHC39f
    /Arial-Black
    /Arial-BlackItalic
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /BookAntiqua
    /BookAntiqua-Bold
    /BookAntiqua-BoldItalic
    /BookAntiqua-Italic
    /BookmanOldStyle
    /BookmanOldStyle-Bold
    /BookmanOldStyle-BoldItalic
    /BookmanOldStyle-Italic
    /Century
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /ComicSansMS
    /ComicSansMS-Bold
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /Futura-Bold
    /Futura-Book
    /Futura-BookItalic
    /Futura-Heavy
    /Futura-Light
    /Futura-Medium
    /Garamond
    /Garamond-Bold
    /Garamond-Italic
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /Haettenschweiler
    /HGGothicE
    /HGMaruGothicMPRO
    /HGPGothicE
    /HGPSoeiKakugothicUB
    /HGPSoeiKakupoptai
    /HGSeikaishotaiPRO
    /HGSGothicE
    /HGSoeiKakugothicUB
    /HGSoeiKakupoptai
    /HGSSoeiKakugothicUB
    /HGSSoeiKakupoptai
    /HpLogo
    /Impact
    /LucidaConsole
    /LucidaSansUnicode
    /MicrosoftSansSerif
    /MonotypeCorsiva
    /MS-Gothic
    /MS-Mincho
    /MSOutlook
    /MS-PGothic
    /MS-PMincho
    /MS-UIGothic
    /OCRB
    /PalatinoLinotype-Bold
    /PalatinoLinotype-BoldItalic
    /PalatinoLinotype-Italic
    /PalatinoLinotype-Roman
    /SymbolMT
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TeraSpecial
    /TheSansCPQ
    /TheSansCPQBold
    /TheSansCPQBold-Italic
    /TheSansCPQExtraBold
    /TheSansCPQExtraBold-Italic
    /TheSansCPQ-Italic
    /TheSansCPQSemiBold
    /TheSansCPQSemiBold-Italic
    /TheSansCPQSemiLight
    /TheSansCPQSemiLight-Italic
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
    /Webdings
    /Wingdings2
    /Wingdings3
    /Wingdings-Regular
    /ZWAdobeF
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /SyntheticBoldness 1.000000
  /Description <<
    /FRA <>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /ENU <FEFF005500730065002000740068006500730065002000730065007400740069006e006700730020007700680065006e0020007300750062006d0069007400740069006e006700200074006f002000410053004d002000610074000d004800650077006c006500740074002d005000610063006b006100720064002e002000540068006500730065002000730065007400740069006e006700730020007200650071007500690072006500200066006f006e007400200065006d00620065006400640069006e0067002e>
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308030d730ea30d730ec30b9537052377528306e00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


